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頁 行 誤 正

4 13 SD(井戸) SD (溝 )

39 Fig。 32 六条条間路 七条条聞路

六条大路 七条大路

53 Fig.40 S K3247 S X3247

78 5 S D260 S D289

81 5 S X3391 S X3390

84 8 22.8m 20,4m

88 17 S D260 S D289

112 32 諸施設ともに 諸施設とともに
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調査次数 調査地区 面積 調査期間 調 査 地 所有者等 備 考 担当者 概報頁

藤原宮

71--12

6AMK―
D 73ポ

94. 1 10-
94  1.12

高市郡明日香村豊浦

(甘橿丘東麓)
国有地 登山道建設 金子 裕之

71--13
6AMH―
J

4341苫
94 1 10-

94. 4 7

高市郡明日香村雷字稲

葉縄手

(左京十一条三坊)

奈良県
道路建設

(雷丘七D 西日 壽生 52-57

71--15
6A」 F―
Q 80雷

94. 3, 7-
94. 3.14

橿原市縄手町170-1
(宮西方官衛地区)

中西利一 擁壁工事等 村田 和弘 17

5AWG―
H・ P

2368fド

93.12  1´ ～

94 324
橿原市木之本町54-2
他

(左京七条二 。三坊)

橿原市

市道飛騨～

木之本線建

設

島田 敏男 39-44

5AWH―
A 5AW
G― P 5
A」 H― F

2200雷
94. 4. 4-

94 8. 8
橿原市木之本町326他

(左京七条― 。二坊)
橿原市

市道飛騨～

木之本線建

設

上原 真人 45′
‐Ψ50

75-1 5A」 L―
F

100だ
94 4 4-

94. 421
橿原市四分町302

(宮西面外濠)
橿原市 道路拡幅 深澤 芳樹

75-2 5AKG一
L。 lvI

3601ド
94 5, 9-

94. 6.30

明日香村ナII原

(甘橿丘東麓)
国有地 駐車場建設 次山  淳

95-
101

75--3

5AMH―
D・ E・ F
5AM」 ―

A

500rr
94 614-

94. 713
明日香村雷東浦

(左京十二条三坊)
奈良県

道路拡幅

(雷勒
大脇  潔 58-60

75-4 5BNG―
E

16∬
94. 6.16か Ψ

94. 6.22

橿原市南浦888

(左京八条四坊)
西井輝男 住宅建設 深澤 芳樹

75-5

5AJH―
P・ H・ A
5AJG―
FoN
5A」 C―
UoN

630rド
94 6.28-

94. 7.18

橿原市四分町他

(宮内)
橿原市

四分木之本

線水道管布

設替

深澤 芳樹

75-6 5AJG―
U 841だ

94 7.14-
94. 8. 2

橿原市四分町
293-2・ 294

(宮西方官衛地区)

橿原市
四分団地建

替
大脇  潔 13-16

75-7
5A」 F―
Q 160rぽ

94. 719-
94 8 5

橿原市縄手町167-6
(宮西方官衛地区)

田村進・ 隆

久

作業小屋建

設
大脇  潔 18-19

75-8

5AMC―
QoR
5AMH―
B・ C

68,7∬
1ハ∀

8.10

明日香村奥山

(左京十一条四・五坊)
明日香村 下水道竪坑 伊藤敬太郎

75-9 5A」 C―
P

14.6nf
94, 9。 14-

94. 9.22

橿原市高殿町245

(宮内)
三橋栄次 住宅建替 島田 敏男

75-10
5A」 C―
B

２
ｍ

94.10 3かヤ

94.10.11

橿原市下八釣町141

(左京五条三坊)
山尾吉史 住宅建替 島田 敏男

75--11
5AJM―
C・ D 528r

94.10. 3-
94.11. 1

橿原市四分町
256-3・ 12・ 13

(右京七条二坊)

奈良県
バイパス建

設
金子 裕之 63-65

75-12
5A」 E―
U 436rド

941011-
9411.15

橿原市醍醐町43-5
(宮西方官衛地区)

森口清信他 宅地造成 佐川 正敏 20-24

Tab l 1994年 度発掘調査地一覧 (1)
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調査次数 調査地区 面積 調査期間 調 査 地 所有者等 備 考 担当者 概報頁

75-13 5A」 B 384rド

94.11 10-
9411.28

94.12  1-
94.12. 8

橿原市高殿町

(宮内)
橿原市 道路拡張

之

則

裕

義

子

本

金

橋
25-34

75-14
5A」 K一
C

70 rf
95 1.23-

95。 127

橿原市縄手町
199-4・ 192-1・ 6

(宮内)

橿原市 歩道拡張 橋本 義則 未収録

75-15 5AWH 300笛
94.12.12-

95  2  1

橿原市飛騨町94-1
(右京七条一坊 )

橿原市 住宅建設 荒木 浩司 未収録

75--16
5AMH―
」

710rド
95. 1 9-

95 4 8
明日香村雷土地内

(左京十一条三坊)
奈良県

県道新設

(雷丘七D 川越 俊一 未収録

75-17 5BNG 10雷
95, 2.13-

95  2.15

橿原市南浦49

(左京八条四坊)
田中博史 住宅建替 藤田 盟児 未収録

75-18 5A」 G 200r苫
95 3 7-

95. 3.27

橿原市四分町

(宮西方官行地区)
橿原市

四分団地造

成
藤 田 盟児 未収録

5A」 G―
S・ R 2050雷

94 8. 1-
9410 5

橿原市四分町288・ 289

(宮西方官衛地区)
橿原市

四分団地造

成
佐川 正敏 7～ 12

5A」 L―
E
5A」 G―
T

900rド
9412. 1-

95。  2. 6

橿原市四分町

(宮西方官衡地区)
橿原市

四分団地造

成
藤 田 盟児 未収録

本薬師寺
1993-3次

6BMY―
D 307rf

94, 2 10-
94 415

橿原市城殿町
282・ 283・ 284

(右京八条三坊)

西田佐芋 計画調査 花谷  浩 66-73

本薬師寺
1994-1次

5BMY―
L・ K 170rド

94 921-
94.10. 6

橿原市城殿町
231-1・ 232-1

(右京八条三坊)

太田憲佑 住宅新築 島田 敏男 74

本薬師寺
1994-2次

5BMY―
N

558∬ 95 2 3-
橿原市城殿町

282・ 283・ 284

(右京八条三坊)

西田佐芋 計画調査 花谷  浩 未収録

川原寺
1993-2次

5BKH―
A 8351N

9312 7-
94 1.27

明日香村川原 関西電力等 電線等埋設 花谷  浩
102-

106

川原寺
1993--3膠 (

5BKH―
G 1ピ 94 1.13 明日香村川原876 河合義照 住宅増築 村田 和弘

一
子

橘寺
1993-1次

5BTB―
C

4.1だ
94 126-

94. 2. 7
明日香村橘字北ノ門 関西電力等 電線等埋設 花谷  浩 108

山田寺

第 9次
5BYD―
A・ F

80r紆
9411 7-

94.12. 7

桜井市山田994-1
1040・ 1245・ 1246

国有地 計画調査 黒崎  直
109′

‐Ψ

l12

山田道

第 7次
5AMD―
P

255∬
94 4.18-

94 5.24
明日香村雷・飛鳥 奈良県

ポケット′学

ク設置
伊藤  武 89-93

水落遺跡

第 7次
5AME―
P・ Q 600r苫

94. 8 1-
94.12.15

明日香村大字飛鳥
291-1 豊田純行 計画調査 西日 壽生 77-88

Tab 2 1994年度発掘調査地一覧 (2)
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凡   例

1.本書 は奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部が、1994年 1月 か ら同年 12月 まで に

お こな った藤原宮跡・ 藤原京跡 および飛鳥地域の発掘調査の概要報告 である。 1998年 度 の

調査で未報告分 について は本書 に収録 した。各調査 の執筆 は、原則 と して各現場 の発掘担

当者がお こな った。 なお、写真 は井上直夫が撮影 し、宮川伴子が整理 した。

2.発掘調査一覧表 には、1994年 度 の調査地をすべて示す とともに、本書 に収録 した1993年 度

の調査地を再録 した。 なお、各寺院で は年度毎 の通 し番号 を次数 と して付 けた。

3.発掘遺構図に用いた座標値 は、平面直角座標第Ⅵ座標系 によった。高 さはすべて海抜高で

示す。

4.本 文中では『飛鳥・ 藤原宮発掘調査報告』 を『報告』、『奈良 国立 文化財研究所年報』 を

『年報』、『飛鳥・ 藤原宮発掘調査概報』 を『概報』 と省略 した。

5。 遺構 には、個 々の遺跡 もしくは大地区割 ごとに一連の番号 を付 け、番号 の前 に、遺構の種

類 を示す、 SA(塀 )、 SB(建 物 )、 SD(井 戸 )、 SF(道 路 )、 SK(土 坑 )、 SX

(そ の他)な どの番号 を付 けた。

6,7世 紀 の上器 の時代区分 は飛鳥 I～ Vと 表す。 詳 しくは『報告』 Ⅱp.92～ 100を 参照 され

たい。

7.第 75-6次調査 (p.14～ 16)、 第 75-13次調査 (p.30～ 34)の 寄生虫卵分析・ 花粉分析・ 種

実同定を、天理大学附属天理参考館 の金原正明氏 と古環境研究所 の金原正子女史・ 中村亮

仁氏 に依頼 し、その結果 について御寄稿 いただいた。

8.本 書 の編集 は、部長猪熊兼勝 の指導の もと、島田敏男が行 った。

飛鳥藤原宮発掘調査部1994年度現場班

表紙カット:本薬師寺出土金銅製垂木先金具復元図 (1:2)

本薬師寺1993-3次 調査で出土 した垂木先金具である。全形のほぼ1/4が
出土 し一辺12cm× 10.5cmの 長方形に復元

できる。金銅製で、対葉花紋を透か し彫 り毛彫 りの輪郭線を刻んでいる。 同形 。同紋の垂木先金具が平城薬師寺
か らも出土 している。 (本文70p参照)

1998年 12月 ～1994年 3月 4月 ～ 7月 8月 ～11月 12月 ～1995年 3月

金 子 裕 之

西  日 壽  生

花  谷    浩

島 田 敏 男

村  田 和  弘

伊  藤  敬 太 郎

大  脇    潔

人

樹

淳

武

一

真

芳
　
　
　
幸

原

澤

山

藤

鳥

上

深

次

伊

羽

黒  崎    直

金 子 裕 之

西  口 壽  生

佐  川  正  敏

島  田 敏  男

伊  藤  敬 太 郎

肥 塚 隆 保

義

　

明
Π
和

浩

本

谷

田

田

木

橋

花

藤

村

荒

川  越  俊  一

貝ll

浩

児

弘

司
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I 藤原宮の調査
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調査次数 調査地区 面積 調査期間 調 査 地 所有者等 備 考 担当者 概報頁

藤原宮

71-15
6A」 F―
Q 80rr

94. 3. 7-
94. 3.14

橿原市縄手町170-1
(宮西方官衛地区)

中西利一 擁壁工事等 村 田 和弘
17

75--1
5A」 L―
F

100rf
94. 4. 4-

94. 4.21

橿原市四分町302

(宮西面外濠)
橿原市 道路拡幅 深 澤 芳樹

75--5

5A」 H一
P・ H・ A
5A」 G―
FoN
5A」 C―
UoN

630rド
94. 6.28-

94. 7.18
橿原市四分町他 (宮内) 橿原市

四分木之本

線水道管布

設替

深澤 芳樹

75-6 5A」 G―
U 84Hf

94. 7.14ハΨ

94. 8. 2

橿原市四分町
293-2・ 294

(宮西方官衛地区)

橿原市
四分団地建
替

大脇  潔 13-16

75--7
5A」 F―
Q 160rr

94, 7.19-
94. 8. 5

橿原市縄手町167-6
(宮西方官衛地区)

田村進・ 隆

久

作業小屋建

設
大脇  潔 18-19

75-9 5A」 C―
P

146雷
94. 9.14-

94. 9.22

橿原市高殿町245

(宮内)
三橋栄次 住宅建替 島田 敏男 36

75--12
5A」 E一
U 436■ド

94,10,11かΨ

94.11.15

橿原市醍醐町43-5
(宮西方官衛地区)

森口清信他 宅地造成 佐川 正敏 20-24

75-13 5A」 B 384■苫

94.11.10-
94.11.28

94,12. 1-
94.12. 8

橿原市高殿町 (宮内) 橿原市 道路拡張
之

則

裕

義

子

本

金

橋
25ハウ34

75-14
5A」 K―
C 70雷

95, 1.23-
95, 127

橿原市縄手町
199-4・ 192-1・ 6

(宮内)

橿原市 歩道拡張 橋本 義則 未収録

75--18 5A」 G 200df
95。  3. 7-

95. 3.27

橿原市四分町
(宮西方官衛地区)

橿原市
四分団地造

成
藤 田 盟児 未収録

76
5A」 G―
SOR 20501ド

94. 8. 1-
94.10. 5

橿原市四分町288・ 289

(宮西方官衛地区)
橿原市

四分団地造
成

佐川 正敏 7-12

5A」 L―
E
5A」 G―
T

9001ド
94.12. 1-

95. 2. 6

橿原市四分町
(宮西方官衛地区)

橿原市
四分団地造

成
藤田 盟児 未収録

藤原宮の調査一覧



西方官衡地区の調査

A 第76次調査

(1994年 8月 ～ 10月 )

本調査 は奈良県橿原市が四分町288・ 289番地 において予定 している住宅改良事業用地 の造成

に伴 う事前調査である。調査区は東西 50m、 南北40mで 設定 し、東を若千拡張 したので、調査

面積 は2050だ とな った。1994年 8月 1日 か ら上土掘削を開始、同年 10月 5日 に埋 め戻 しを完了

し、調査を終了 した。本調査区 は藤原宮西方官衡地区にあた り、宮西面南門の北東部、すなわ

ち宮内先行条坊 の五条西二坊東南坪 に位置す る。調査区の北では鴨公小学校 の移転 (第 5～ 9

次調査)や個人住宅の建設 に伴 い (第 54-9、 58-2、 60-13、 63-10次調査 )、 西では鴨公幼

稚園の建設 に伴 い (第 33次調査 )、 東では倉庫の建設 などに伴 い (第 27-9、 63-5、 63-8

次調査 )、 南では四分団地 の建て替えに伴 い、発掘調査が数次 にわたって行 われて きた。 その

結果、宮内先行条坊五条西二坊東南坪 の北半 には、四周を掘立柱塀 S A 1215。 1216・ 6985・ 7000

で囲まれた長方形 の区画があることが判明 した。 この区画の北辺 の塀 S A 1215は 宮内先行条坊

の五条 々間路南側溝 の内側 に、東辺 の塀 S A 6985は 宮内先行条坊 の西一坊大路西側溝想定位置

の内側 に、それぞれ位置す るので、区画 は先行条坊側溝の掘削後 の宮直前期 に設置 されたと考

え られている。本調査区では、その区画の南辺の塀 S A 7000の 西半部 と西辺 の塀 S A 1216へ の

曲が り角、 さ らにその区画の南の利用状況が明 らかになると予想 された。 また四分団地 にあっ

た弥生時代 の集落 に北接す る空間の利用状況 について も、情報が得 られると期待 された。

遺 構

調査の結果、弥生時代か ら藤原宮期 までの遺構 を検出 した (Fig。 3)。 なお、 多 くの上坑 の

所属時期 は出土遺物の整理を待 って決 めたい。

藤原宮期 とその直前の遺構 遺構 は耕土・ 床土 直下  厚
10(cn)

で確認で きるが、本来 の生活面 はすでに削平 されて
 30～ 40

いる (Fig 2)。 掘立柱建物 4棟 (S B 8200～ 8203)、
20～ 30

掘立柱塀 4条 (S A 1216・ 7000・ 8204・ 8205)が あ

る。 S B 8200は 調査 区東南隅 にあ る桁 行 5間 以 上  10～
20

5～ 15

(柱 間寸法約 2.lm)、 梁行 2間 (柱 間寸法約 2.4m)
10´-20

の南北棟で、柱掘形 は一辺lm強 と大 きい。 S B 8201

は調査区南寄 り中央 にあ り、桁行 3間、梁行 2間 の 20～
40

東西棟で、 柱間寸 法 は1.5～ 1.8mで あ る。 S B 8202 50～ 60

は調査区西南隅 にあ り、桁行 3間、梁行 2間 の南北

棟で、柱 間寸法 は1.5mで あ る。 北 で若干西 に振 れ

藤原宮期 飛鳥時代・

古墳時代中期の遺構面

古墳時代初期～殊生時代
末期の包合層と遺構

弥生時代後期の
包含層と遺構

弥生時代中・後期の

1可川堆積物

黒褐色土 (耕土)層

茶灰褐色土 (床土)層

暗禍色粘土層

砂混 り暗緑灰

色粘土層 な ど

暗緑灰色粘土層
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Fig 2 第76次調査基本層序模式図
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る。 S B 8203は 調査区西寄 り中央 にあ り、東西 2間 (約 4m)、 南北 2間 (約 3m)で 、柱 間

寸法 は不揃 いである。第63-8次調査で検出された S A 7000の 西半が、 21間 分検 出で きた。 さ

らにこれが調査区西北隅で北 に曲が り、第 6次調査で検出された S A 1216に つなが ることが判

明 した。 S A 7000は 柱間寸法が 1.5～ 2.4mで 、西寄 りの掘形平面 は東 の もの に比べて大 き く、

かつ深 い。 S A 1216は 2間分を検出 した。その柱間寸法 は2.lmで ある。 S A 8204は S B 8201の

東北 にあ り、柱間寸法が 1.5～ 2.lmの 南北塀 (3間 )で、掘形 は浅 い。 北 で東 に若干振 れ る。

S A 8205は S A 8204の 西北 にあ り、柱間が 1.5～ 2.4mの 南北塀 (7間 )で ある。

飛鳥時代の遺構 井戸 S E 8206は 調査区東壁中央 の床土 直下 で検 出 した (Fig.5)。 北 で西 に

45° 振れ ることか ら、その所属時期を飛鳥時代 と推定 して い る。 掘形 は一辺 1.3～ 1.5mの 方形

で、深 さは1.5mと 浅 い。井戸底 は後述す る弥生時代 の河川 S D 7014の 埋土である灰色砂層の上

にあたる。井戸底 に三枚組接 ぎによる蒸籠組 の井戸枠が一段分残 されている。男木 は長 さ80～

83cm、 幅 18～ 24cm、 厚 さ 3 cmの 板を材料 とし、納の長 さは4.5～ 5 cmで ある。女木 は長 さ92～ 94

cm、 幅24cm、 厚 さ 3 cmの 板を材料 とし、納の長 さは6.5～ 7 cmで あ る。 井戸 の掘形 の深 さか ら

みて、井戸枠 は少 な くとも三段分あ ったと推定 される。井戸枠の内面 に沿 って、 自然木 の先を

削 って尖 らせた木杭 10数 本を井戸底か ら地下 lmほ ど打 ち込み、井戸枠の外面 に土 と木切 れを

入れて裏込 め して、井戸枠を固定 していた らしい。井戸枠の うち 2枚 の井戸底 に接 していた面

に、太納穴が残 っているので、 これ らは別 の井戸枠 もしくは建築部材を転用 したと考えられる。

この太 Ithは 再利用の際に、すでに抜かれている。

古墳時代の遺構 床土下の灰褐色土層を掘 り下

げ、現地表下 0。 7～ lmで 旧河川 3条 (S D3100・

8216・ 8217)を 検出 した。 いずれ も東南 か ら西

北へ流れ る。切 り合いか ら、 S D 8217→ 3100→

8216の 順 に新 しくなる。 S D 8217は 幅 2m前後、

深 さ0.5mで 、その埋上 には土 師器 のみを含 む。

S D 3100は 第33次調査で も検出 されてお り、 幅

4～ 8m、 深 さが最 も深 い所で 2m以上 あ る本

格的な河川である。岸が崩落す る危険があ った

ので、川底の検出は断念 した。その埋土の大半

は砂層 と礫層 の互層か らなる。 そ こか ら5世紀

後半の土師器 と須恵器、韓式土器が出土 し、 と

くに埋土最上層か らの出土量が最 も多 い。 SD

8216は 幅約 lm、 深 さ10cm程 で、埋上 には土器 の

細片を含む。なお S D 8217に ほば平行 して、 人

Fig 5 飛鳥時代の井戸 S E8206(西から)

Fig 6 古墳時代の河川 S D3100(北西から)
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と偶蹄類の足跡 を多数検出 した。

弥生時代の遺構 弥生時代の遺構・ 遺物を検 出

す るために、下層調査 区 (面積243∬ )を 設定

した。基本層序灰褐色土層下の暗茶褐色土層 と

その下 の暗褐色粘土層か らは、弥生時代末期 ～

古墳時代初期の過渡期 の土器が出土 した。 それ

らを順次掘 り下 げて、砂混 り暗茶褐色土層上面

で土坑 2基 (S K 8218・ 8219)を 検 出 した。 出

土土器か らみて、弥生時代末期～古墳時代初期

の上坑である。砂混 り暗茶褐色土層か らは弥生

時代後期 の上器 が多量 に出土 した (Fig.7)。

その下位の茶褐色粘土層上面 で旧河川 1条 (S

D7014)を 検出 した。埋上の灰色砂層 か ら弥生

時代後期 の土器が出土 した。 S D 7014は 第 63-

8次調査でみつか っている河川のつづきである。

下層調査区の南北 にさらに深掘区を設定 した。

その結果、 まず北区では、砂混 り暗緑灰粘土層

上面で方形周溝墓 2基 (S X 8220・ 8221)を 部分的に検出した。 S X 8220の 北側の溝が S X 8221

の南側の溝 となり、両者の東側の溝は南北方向に連続する。その一辺は 6m以上あり、残存す

る周溝の上幅は 2m、 深さは1.5mで ある。砂混 り暗緑灰色粘土層か ら暗緑灰色粘土層 までの

上層を削 り出し、上に封土を盛 ったのであろう。封土部分はすでに削平されている。周溝から

土器片が 1点出土 したが、細片のため時期は特定できない。 しか し、層位的にみれば、 SX

8220・ 8221は 弥生時代後期のものと推定される。なお S D 7014よ り北の砂混 り暗緑灰色粘土層

から暗緑灰色粘土層までの上層は、後述する南区に比べて安定 している。つぎに S D 7014よ り

南は砂 とシル ト、粘上の互層の厚い堆積物が確認され、流れを何度 も変えた旧河川の堆積上の

一部であったことが判明 した。堆積土か らは弥生時代中～後期の土器と流木が出土 した。

まとめ

先行条坊五条西二坊東南坪の北半の区画 本調査によって、 この区画の東西幅が87.5～ 88m、

南北幅が58.2～ 58.8mで あることが判明 した。南辺の塀 S A 7000は 東西41間 である。西か ら12間

目が幅3.8mと 広 く、12間 目の柱が S A 8205の 延長上にあることか ら、 ここが門だった可能性が

ある (Fig.4↑ E口 )。 北辺の塀 S A 1215は 41も しくは42間、西辺の塀 S A 1216は 推定25間 である。

さて区画の位置や規模は何を基準に設定されたのだろうか。 S A 1215の 位置が先行条坊五条々

間路に、 S A 6985の 位置が西一坊大路に規制されていることから、 この区画の造営時期は従来、

Fig 7 弥生時代後期土器の集中 (西北から)

Fig.8 方形周溝墓 S X8220・ 8221(東から)
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先行条坊の側溝を掘削 した宮直前期に近い時期 と考えられてきた。区画の東西幅87.5～ 88mは、

藤原京の地割 りの基準値である750大尺の 1/3の 250大尺である。区画の南北幅58,2～ 58.8mは 、完

数尺が得 られないが、先行条坊五条大路北側溝 と五条々間路南側溝の間の敷地のほぼ 1/2に あた

る。その後 この区画内の建物配置が大 きく改変されるとか、区画塀を切る新 しい建物が建てら

れることはなく、 この区画は先行条坊の西一坊大路を宮内道路 とする藤原宮期にも存続 した可

能性がある。第63-3次調査では、 この区画の東南隅の S A 6985が 南へ少なくとも 1間延びる

ことが確認されている。 しかし、 S A 6985は さらに南の第27-9次調査区までは延びていなかっ

た。また、本調査区で検出したこの区画の西南隅で、 S A 1216が 南へ延びることはない。 した

がって、 この区画の南側に同規模の区画はない。また、区画の南側で検出された建物も少ない。

藤原宮の西側の西面中門寄 りの官衛については、馬寮が候補に挙げられている (『 報告』 Ⅱ)。

平城宮では西面中門佐伯門に接 してその南北に馬寮があり、さらに藤原宮西面中門の東南部で

も桁行 18～ 20間 の長大な建物 4棟が整然 と建てられているか らである。 ともあれ、文字資料の

発見を待 って、官衡の機能に結論を下すことになろう。

推定飛鳥時代の井戸 S E 8206 井戸 S E 8206は 、蒸籠組井戸 としては飛鳥・ 藤原地域で最古の

部類に属する。 この井戸の時期をさらに絞 り込む遺物はみつか らなかった。本調査区にはSE

8206と 同様の振れをもつ建物遺構はないが、約100m西方の第33次調査区には S E 8206と 同様の

振れをもつ掘立柱建物 S B 3085～ 3088が ある。あるいは両者の間になんらかの関連があるのか

もしれない。

古墳時代の旧河川 S D 3100の 土器はどこから捨てられたか S D 3100の埋土最上層 は暗褐色土

で、出土土器には完形品が多 く含まれており、 しかも遠方か ら流されてきた形跡がない。本調

査区でこの時期の住居跡はみつかっていないが、本調査区の南で行われた第 3次調査で、土坑

S K 580と 井戸 S E 555・ 669か ら同時期の上師器と須恵器が出土 している (『 報告』 Ⅲ)。 した

がって、四分遺跡には土坑や井戸を含む古墳時代の集落があって、そこからS D 3100に 土器が

廃棄された可能性が高い。

弥生時代四分遺跡の北側の様相 弥生時代後期の土器を比較的多 く含む土層は、下層調査区以

外に、古墳時代の河川 S D 3100の 両岸断面でも確認できるので、四分遺跡の北側にも後期のあ

る段階の生活廃棄物の廃棄場があったようだ。つぎに第69-12次・ 第71-1次調査などによっ

て、弥生時代四分遺跡の北側には、方形周溝墓がまとまって存在 した可能性が高まっている。

今回検出した 2基の方形周溝墓 S X 8220・ 8221は 、それらの一群をなす ものであ り、従来検出

されたもののなかで、集落に最 も近接 している。その時期は層位的にみて、弥生時代後期 と推

定される。さらに下層調査区の深掘南区の土層の堆積状況からみて、弥生時代中期か ら後期に

かけてのある段階に、四分遺跡の北側で、洪水が頻繁に発生 したと推定される。
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B 第75-6次調査

(1994年 7月 ～ 8月 )

本調査 は、市営住宅の建設 に先立 ち、橿原市四分町で実施 した ものである。調査地 は、藤原

宮西方官衛地域 にあた り、第69次東区の南、第69次西区の東 に位置す る。今回の調査で は、 藤

原宮期 における当地域 の利用状況 と、下層の弥生時代集落の広が りを確認す ることを目的 とし

た。東西 7m、 南北 12mの 範囲を上層 と下層 にわけて調査 した。調査面積 は84だ である。

遺 構

上層遺構 調査区の基本的層序 は、上か ら現代 の盛土、水田の旧耕土・ 床土・ 黄灰色砂質土・

灰褐色微砂質上 の順であ り、上層遺構 は、灰褐色微砂質上 の上面で検出 した。

上層で検 出 した主 な遺構 には、小規模な掘立柱建物 S B 8340と 、東西溝 S D 8335が ある。

S B 8340は 、桁行 3間、梁行 2間 の南北棟建物である。柱間寸法 は桁行・ 梁行 ともに1.8m前

後でば らつ きがあ り、直径約10cmほ どの柱痕跡が残 る。柱穴出土 の遺物が少ないため、その所

属時期 は明 らかではないが、藤原宮期直前か ら藤原宮期 にかけての遺構 と考え られる。

東西溝 S D 8335は 、幅約 lm、 深 さ約0.lmの 浅 い溝であるが、周辺 の調査区では延長部分を

検出 してお らず、その性格 は不明である。 7世紀後半の上器が少量 出上 した。

下層遺構 東西 5.5m・ 南北 1lmの 調査区で、下層 の調査 を実施 した。 層序 は、 藤原宮期 の遺

構を検出 した灰褐色微砂質土か ら下 に順 に、明黄灰色粘質土、黒褐色土、 黄色土混黒褐色土、

青灰色砂質土 (地 山)で ある。弥生時代 の遺構検出は青灰色砂質土上面で行 った。 その結果、

弥生時代中期 に属す る土坑や溝 などがみつか り、調査地北端 の井戸 S E 8332か らは特 に豊富 な

遺物が出土 した。

Y=-17.785

|

Y=-17,780

|

Y=-17,785

|

Y=-17,780
|

x=-166,935

Fig 9 第75-6次調査遺構図 (1:200)
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S E 8332は 掘形上面が直径5.5m内 外の円形に近い素掘 り井戸で、深 さは1.7mで ある。底か

ら30cmほ どは礫混青灰色砂に達 しており、特に湧水が激 しかった。 この井戸からはおもに弥生

中期前半の土器に伴 って木製の鍬・ 斧柄・ 腰掛・ 容器、用途不明の鹿角製品、さらにクマネズ

ミ属 (Rattus sp。 )頭骨・ 穿孔されたイノシシの下顎骨などが出土 した。

Fig 10 S E8332出土木製品 (1)(1:4)・ 鹿角製品 (2)(1:3)

藤原宮第75-6次 調査 (四 分遺跡)における寄生虫卵・ 植物遺体分析

試料と方法 試料は、井戸 S E 8332の 上部・ 中部・ 下部および地山の計 4点である。

寄生虫卵分析は、試料 1面 にフッ化水素酸処理を施 しプレパラー トを作製 して行 った。 1爾

あたりの出現数は計数比から算定 した。

花粉分析は、試料に水酸化カ リウム処理、 フッ化水素酸処理、アセ トリシス処理の各処理を

施 し行 った。花粉出現量 (定量)に ついては、その計数比から試料 1∬ の出現数を算定 した。

種実同定は各々100ccを 0.25mmの 舗で水洗選別 し、分類を肉眼および実体顕微鏡下で行 った。

寄生虫卵分析 (Tab.4) 寄生虫卵は回虫類、鞭虫類、マンソン裂頭条虫が検出された。中部

において試料 1爾 あたり1000個以上寄生虫卵が検出され、下部においても500個以上であった。

地山からは何 も検出されなかった。中部 と下部では鞭虫類卵が多い。寄生虫卵のかなりの汚染

分類群 (1/10∝中) 5AJG‐WF83大土坑 5AJG… WF84
学 名 和名 部位 上部   中部  下部   大土坑地山

Ascarls

狩 Fchばrs

DわねyFFobothoruiva naandoれ

回虫類      卵殻

鞭虫類      卵殻

マンノン裂頭条虫  卵殻

８

６

９

３

　

２

　

７

０

４

８

２

計

(lcm3に 算定)

Total

(140)  (1120)  (620)

Tab 4 寄生虫卵分析結果



およびなん らかの糞便 の堆積物が、 S E 8332に 堆積 しているとみなされる。

花粉分析 (Fig.11) 結果 は図に示 した。各試料 とも樹木花粉 よ り草木花粉が多 い。 上部 で は

イネ属型 を含 むイネ科が優 占す る。中部 と下部で は ヨモギ属やオナモ ミ属が多い。樹木花粉 で

はヨナラ属 アカガシ亜属が主 に優 占す る。

1        樹木花粉       |
イ

テイ    コ

マ ィヌ  ヨ  ナ    エ

ツ 科ガ  ナ  ラ    ノ

属 |ヤ ラ 属 ニ キ

複  科 ク 属  ア  レ 属

維  |リ コ  ガ  属 | ト

ア

カ

ザ

科      オ

管  ヒ |ナ  ガ   | ム ネ                               |      ナ       ョ

大土坑  モ ツ 束  ノ シ ラ  シ  ケ ク

 と          栞        ロ ィネ属型      三      て      翠ミガ亜 ス キイ亜  亜  ヤ ノ
属 属 属 ギ 科 属 属  属  キ キ 属         科 科      属      属

VC‐W
牛 83上

部

中部

下部

qc
F‐ 84地山

♂
%           11%未満

Fig ll 主要花粉組成図

種実 同定 (Tab.5) 種実 は数量 が少 な い。 ウ リ類・ イ ネの食 用 とな る栽 培植物 の種実 が や や

多 い。他 はイ ネ科・ タデ属・ ナデ ンコ科 な どの雑 草類 が検 出 された。

分類群 5A」 G‐WF83大 土坑     5AJG― WF84

学 名 和名      部位     上部    中部    下部  大土坑地山

■

・
　
　
田 ■

　
　
■

■
　

　

■ ‐

H

中

herb         草本

Oryza satr1/aL イネ     穎     17   15
Settrra        エノコログサ属  穎                    1
Gra―cac A・B    イネ科A・ B   穎       4     3
FatouaレJOδa脆れr クフクサ    種子      1
Scupws       ホタルイ属   果実      2     2
Qヮ9rus       カヤツリグサ属  果実                  1
Pοl昭OnШ ス・B    タデ属A・ B   果実       2     2
Cheコop∝的ロ    アカザ属    種子      1
Amattnh口δ     ヒユ属     種子      1
働ryoph/」 acea9   ナデシヨ科   種子      3     7     5
Torlr.JapOnlca DC ヤブジラミ   果実            5
Pcrra        シッ属     果実            1
Sdana∞ac      ナス科     種子      1           1
Cvcumrs mer。 と ゥリ類     種子      10     1     1

破片      4     3     1
E研わ協 pros陸 綾L  タカサブロウ  果実      8     2     4

Total       合計 54         41         14            0

Tab.5 種実同定結果 (試料100cc中 )

推定される植生と環境 (Fig,12) S E 8332の 堆積物の分析結果では、鞭虫類を主 とす る寄生

虫卵の出現密度がかなり高いため、多 くの糞便の堆積が含まれているとみなされる。肝吸虫・

横川吸虫が含まれていないため、寄生虫卵組成か らヒトの糞便に起因するかどうか判断できな

い。花粉分析ではヒトの糞便に起因する食用植物の花粉 は認められないといってよい。種実で
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試

　

料

寄

生

虫

卵

花

　

粉

‐ 樹木花粉

種

実

■ 食舜

大
　

土

　

坑

5AJG‐W
WF‐83上

部

中部

下部

5雷

:4地山

■

…

□

は、 ウ リ類 の種子が含 まれるものの、

イネは穎 (籾 殻)で あ り、雑草類 も多

い。 また、層位的な変化 において寄生

虫卵・ 花粉・ 種実 の出現傾向は一致 し

ない。 ヒ トの糞便だとすれば、一度乾

燥 した分解的な環境下 におかれ弱 く小

さな吸虫類 の卵が分解 した後、汚染 的

に再堆積 した可能性を考えねばな らな

5× 102 grans/cln3 5× 403 grams/cln3 50Brahs/cm 3  い。 この場合、近接 して高密度の汚染

Fig 12寄生虫・花粉・種実出現図        源があ ったか人 口密度が高 く、その汚

染域であったと考え られ る。

人体寄生虫である回虫・ 鞭虫 と飼育 されたブタに寄生す るブタ回虫・ ブタ鞭虫の卵殻 は、形

態的に区別が困難である。回虫類 と鞭虫類 は ヒ トとブタにのみセ ッ トで感染す るため、 これ ら

が ブタ起因の寄生虫卵である可能性 も考えねばな らない。 マ ンソン裂頭条虫 はイヌ・ ネコ・ キ

ツネなどに感染す る寄生虫であ り、 ヒ トは中間宿主 とな る。 このため ここではイヌに起源す る

とみなされる。 よって、 S E 8832の 埋没段階にブタやイヌの糞を集 めて投棄 した可能性 もあ る

と考え られる。 これ らの仮定 に立つな らば、四分遺跡で はかな りの数 のブタとイヌが家畜 とし

て飼われていた可能性があろ う。 ただ し、現状では対比資料がな く仮定的ない し想定的な解釈

を抜 け出 しえない。

周囲の植生であるが、中部 と下部か らはオナモ ミ属や ヨモギ属 が繁茂 し、やや乾燥 した状態

であったと推定 され る。上部で は、 イネ属型 を含むイネ科 の花粉が多 いため、水 田が近接 して

広 く分布す るようにな った とみなされ る。森林植生 としては、 コナ ラ属 アカガシ亜属を主 とす

る照葉樹林が地域的な森林 として分布 していた。ただ し、上位 に向か って コナラ属 アカガシ亜

属 は減少す る。 トネ リコ属 は湿地林を形成す るため、 トネ リコな どの湿地林が近 くにあった こ

とが推定 される。
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C 第71-15次調査

(1994全F3月 )

本調査 は個人住宅の新築 にともな う事前調査である。東西 4m、 南北20mの 調査区を設定 し

た。調査地 は宮内西方 に位置す る。調査区の近辺で は、かつて第27-6次調査、第66-2・ 3・

4次調査 において、中世環濠集落の環濠を検出 し、環濠の規模を推定 している。本調査区は第

66-3次調査区 と第66-4次調査区のほぼ中間に位置 し、本調査で も中世環濠の検出が期待 さ

れた。基本的な層序 は、地表面か ら耕土・ 床土・ 暗灰褐色粘質土 。淡灰色砂質土 (地 山)の 順

で、遺構を検出 したのは暗灰褐色粘質土面である。

検 出 した遺構 は溝 1条 と土坑 4個 である。

S D 7293は 幅約4.4m、 深 さ70cmの 東西溝である。溝内か ら軒平瓦 6641C形 式・ 6275A形 式 と

多量の羽釜類や14世 紀主体の上師器皿・ 灯明皿が出土 した。出土位置、出土遺物か ら考えて、

第66-3・ 4次で検出 した中世環濠 と考えて間違 いない。

4つ の土坑 の うち、北端の土坑か らは14世 紀代の瓦器が出上 した。その他 の 3つ の土坑 は当

初、建物の柱穴 と思われたが、その東西 に並行す る柱穴 はな く、深 さもそれぞれ異 なることか

ら現時点で は建物 の柱穴 とは考え られない。

X=-17,768
|

|
x=-166(385

X=-166.395

(1:2000)
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Fig 13 第71-15次 、75-2,7次調査位置図 Fig 14 第71-15次 調査遺構図 (1:200)



D 第75-7次調査

(1994年 7月 ～ 8月 )

本調査は、作業小屋建設に先立ち、橿原市縄手町で実施 したものである。調査地は、醍醐池

の西方で藤原宮西北部にあたる。 しか し、周辺の調査では、後世の削平が著 しく、宮に関する

遺構はほとんど検出されていない。ただし、第27-6次調査、第63-2次調査、第66-2・ 3・

4次調査では、 14世 紀頃の土器をともなう二重の環濠をめぐらした方形の区画の存在が判明 し

ている。今回の調査地は、 この方形の区画内中央西寄 りの位置にあたる。南北 15m、 東西 8m
の範囲に調査区を設け、調査面積は120∬である。

調査区の基本的な層序は、上から水田耕土・ 木土、黄褐色ないしは灰褐色砂質土の地山とな

Υ=-17、 770

|

Y=-17765

|

る。 しか し、床上の直下か ら掘

| 
り込まれた多数の土坑による撹

乱が著 しく、遺構は灰褐色砂質

上の上面で検出した。

検出した遺構には、井戸 2基

X=-166360と 多数の方形をなす土坑群があ

る。

井戸 S E 8350は 、 大形 の円形

掘形 を もつ方形縦板組横桟 どめ

の井戸である。掘形の大 きさは、

掘削 時 には直径3.2m、 深 さ2,7

mほ どであった とみ られるが、

井戸枠を抜 き取 る際に北西方 向

か ら穴を掘 ったために、最終 的

には長径約 4mに広がっている。

井戸枠 はほとん ど抜 き取 られ、

最下段の横桟 の南半分 と一部 の

縦板が残 っていたにす ぎない。

縦板の幅は約20cmあ るが、 厚 さ

は5mm程 度 の ご く薄 い もので あ

る。井戸底 に、水溜 に使われた

大小の曲物 3箇が遺存 しており、

この うち上段 と中段 の曲物 の外

面 に墨書が認 め られた。中段 の

X=-166、 370

0      1           5m

Fig.15 第75-7次調査遺構図 (1:100)
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それは、「承安四年十月 □□□ 詔 」 と判読できる。抜取 り穴か ら多数の瓦器 と土師器が焼
[貞 力]

土 とともに出土 した。

井戸 S E 8355は 、円形掘形を もつ円形石組井戸 である。掘形 の大 きさは、直径 2m、 深 さ2.4

mほ どであるが、湧水 はあまり認 め られない。石組 の内法 の直径 は約 0.8mあ り、人 頭 大 か ら

拳大 の川原石 を積む。底 に曲物 を 3箇利用 した水溜があることを確認 したが、石組が崩 れ る可

能性があ ったため最下段 までは掘 り下 げなか った。少量ではあるが13世 紀頃の土師器 な どが出

上 した。

これ以外 に、調査区の全域で多数検 出 した方形 ない しは長方形を呈す る土坑群 は、遺物 が乏

しくその所属時期を決定で きない。 しか し、土層観察 によれば大半 は床土直下か ら掘 り込 まれ

てお り、比較的新 しい時代 の遺構 と推定 され る。

井戸 S E 8850の 抜取 りか らは、多数 の瓦器椀・ 小皿、土師器小皿・ 羽釜 と、鉄釘 3本が焼土・

壁土 とともに投 げ捨て られた状態で出上 した。土器 はいずれ も12世 紀後半 の特徴を もつ もので

あ り、井戸底 の水溜 として利用 されていた曲物 に書 かれた「承安 四年」 (1174)の 墨書 銘 と も

矛盾 しない。縦板 として用い られた板が曲物 の素材 と推定 される厚 さ 5 mm内 外 の薄 い ものであ

ることか ら、 この井戸 の存続年数 もあま り長 い もの とは考えに くく、今後、 この時期 の上器編

年 の実年代 を考える上で格好 の材料 となろう。

~7

8

-9

-10 11

~12  
く
く こ ≡ ≡ ≡ ≡ 垣 正 三 三 Ξ

可 7

4

5

~6

o               10cm

Fig.16 S E 8350抜 取穴出土土器 (1～ 4瓦器 5～ 17土師器 18陶器)
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E 第75-12次調査

(1993年 10月 ～ 11月 )

本調査 は奈良県橿原市醍醐町43-3・ 5・ 6・ 7番地 において予定 されている宅地造成 (盛 土・

整地 )、 な らびに個人住宅建設 に伴 う事前調査である。調査面積 は、調査 区を東西 50m、 南北

8mで設定 し、北側 で部分的に拡張 したので、合計436♂ であ った。1994年 10月 11日 か ら耕土 。

床土掘削を開始 し、 同年 11月 15日 に埋 め戻 しを完了、調査 を終了 した。

本調査区 は藤原宮西方官衛地区の北寄 りにあた り、東 には内裏跡 に作 られた醍醐池が望める。

また本調査区の南で は宅地造成や個人住宅の建設 に伴 って、発掘調査が実施 されて きた。 それ

によって、鎌倉時代 に存在 した二重 の環濠を巡 らす土豪 の居舘 と推定される遺構がみつかった。

環濠内部の建物 は後世 の削平 によって明かでなか ったが、第75-7次 調査 (本書 p.18・ 19所 収 )

で石組井戸がみつか り、環濠内部 に生活空間があることが判明 した。 さ らに丼戸底 の曲物 には

「承安四年 (1174)十 月」 の墨書銘があ り、環濠居館 に関わ る遺構 および遺物の年代 の上 限 が、

従来考え られていたよ り若干古 くな った。 しか し、一連 の調査で は、藤原宮期の遺構がほとん

ど確認 されていない。 これについてはこの付近で後世 に大規模 な地下 げがあ り、古代 の遺構 の

多 くがすでに削平 されて しまったと推定 されている。 したが って、本調査区で も平安時代末 か

ら鎌倉時代 (12世紀後葉～ 14世 紀)の遺構や遺物が主 としてみつか るもの と予想 された。

遺 構

基本層序 は上か ら耕土 (厚 さ20om)、 床土 (厚 さ10cm)、 地 山 の黄褐色土層 (厚 さ20cm)、 暗

褐色土層 (厚 さ15clll)で ある。 さらに後述す る井戸 S E 8272の 調査 によれば、以下数枚 の上層

と粘土層を経て、地表下 1.2mで 砂層 に達す る。 この砂層 の下 は礫層 で あ ろ う。 すべての遺構

は黄褐色土層上面 で検 出 した。検出された遺構 は古墳時代 か ら室町時代頃までの もので、 なか

で も平安時代末期～鎌倉時代初期の ものが予想通 り主体 で あ った (Fig.17)。 以下、 所属 時代

ごとに遺構を説明す る。

古墳時代の遺構 調査 区の東端で検出 した斜行溝 S D 8271で ある。その方位 の振れか ら所属 時

期を推定 した。

藤原宮期の遺構 掘立柱南北塀 S A 8270で ある。後述す る平安時代末期～鎌倉時代初期 の建物

遺構 と比べて、柱掘形 が方形 (一辺30cm)で あることか ら所属時期を推定 した。柱間寸法 は 2

～2.lm(7尺 )で 、 6間分 を検出 した。 ただ し、その方位 は北 で東 に振れ る。

平安時代末期～鎌倉時代 の遺構 掘立柱建物 2棟、南北溝 1条、井戸 1基、土坑数基 を検出 し

た。

S B 8273は 桁行 4間、梁行 3間 に復元で きる東西棟で、 柱 間寸法 は1.4～ 1.6mで あ る。 柱掘

形 は直径30cmの 円形である。 この中央 に石組井戸 S E 8272が位置す るので、 これ は井戸 を覆 う

建物、すなわち井戸屋形である。
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Fig 18 井戸屋形S B 8273(北 から)

S E 8272は 下端 に曲物 を三段重ねで置 き、

その上 の大半を人頭大か ら一抱え もある石 を

積み上 げて構築 した、深さ 2mの井戸である。

掘形 は石組部分 が東西 1.5m、 南北 2mの 長

方形で、曲物部分が円形である。曲物下端 は

砂層 に達 してお り、現在で もこん こん と水 が

湧 き出す。石組 の埋土か らは瓦器羽釜や土 師

器小皿、 カメの甲羅がなど出土 した。

S B 8274は 桁行 3間以上 (柱 間寸法 1.6～ 2

m)、 梁行 2間 (柱 間寸法2.lm)の 南北棟 で

ある。柱掘形 は円形で、直径 15cmと 小 さい。

S D 8275は S B 8273・ 8274の 東側 にあ る南

北方向の素掘 り溝である。 その縦断面形 は逆

台形で、上幅が2.5m、 底 幅が 0。 9～ 1.Om、 深

さが 1.lmで あ る。 埋土 か らは瓦器羽釜 。小

皿、土師器片 口・ 小皿 などが多量に出土 した。

埋土 に純粋 の砂層 を含 まないので、 これ は頻

繁 な流水 を伴 う水路の類で はな く、環濠 の一

部 とみ られる。

S K 8276は S B 8274の 南側 に掘 られた平面

形 が長方形 の上坑 であ る (Fig.22)。 そ の底

面 に完形の瓦器碗 7点 と瓦器小皿・ 土師器小

皿各 1点が一括 して埋め られていた。

室町時代以後の遺構 掘立柱建物 2棟、井戸

2基、土坑多数を検出 した。

S B 8278は 南北棟の北妻で、梁行 2間、 柱

間寸法 は1.2～ 2.Omで あ る。 S D 8275が 埋 没

してか ら建て られている。

S B 8277は 東西、南北 ともに 2間 (柱 間寸

法1.5m)の 建物で、柱掘形 は直径15cmの 円形

である。 これ は S B 8273・ 8274や S D 8275か

ら一定の距離があるので、当該期 に所属す る

もの と推定 した。

Fig 19 石組井戸 S E8272(北から)

Fig 20 東面環濠 S D8275(北から)

Fig.21 大型土坑 S K8283(南から)
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S E 8279・ 8280は 、それぞれ直径 1.2m、 0。 7mで 、深 さ lm以上 の素掘 りの井戸である。埋土

か らは瓦器片などが出土 した。

S D 8275の 東西 にある S K 8283・ 8284な どの東側の大型土坑群 は、 幅 9mの 範 囲 に南北 に分

布 し、 3～ 4列 か らなる帯状をなす。各土坑開口部の平面形 は、長辺 2.5m前 後、短辺 1.5m前

後、深 さは0.8～ 1,Omで 、壁 は垂直に立 ち上が り、底面 は平坦である (Fig。 21)。 土坑 の埋土 は

埋 め戻 したような堆積を し、土坑同士 は相互 に切 り合 う。埋土か らは瓦器片や中国産磁器、宋

銭 などが出上 したが、底面か ら完形品が出土す ることはなか った。 これに対 して、西側の大型

土坑群 は平面形が東側の ものに比べて小 さ く、浅 い。以上 のほか、不整形土坑 S X 8281・ 8282

や単独 の柱穴、耕作溝多数 などを検出 した。埋土か らは瓦器片や木炭片が出上 した。

遺 物

土器 は藤原宮期の ものが数点で、 12世 紀中頃～ 14世 紀 の瓦器 と土師器が大多数を占め る。 な

かで も S K 8276底 部 に12世 紀 中頃の瓦器椀・ 小皿 と土 師器小皿 が一 括 して埋 納 され て い た

(Fig.22)。 うち瓦器椀 3点が入子状 に重 なっていた。 4点の瓦器椀 の見込 と 2点 の底部外面 に

「 X」 印を焼成後 に針書 きしている。 なお S E 8272掘 形・ 埋上 の瓦器 は13世 紀末 ～14世 紀 で、

S D 8275埋 上の瓦器 は12～ 14世 紀 の ものである。 さらに中国産 (宋代か)青磁椀 の破片 が SK

8284な どの大型土坑群 とS D 8275の 埋土、中国産 白磁皿 の破片が S D 8275か ら出上 した。

瓦 は S E 8279の 埋土か ら藤原宮式軒平瓦6643Cが 出土 したほか、数片の丸瓦 と平瓦がある。

銅銭 は宋銭で、「熙寧元賓」 (1068年初鋳)が S K 8284か ら 1点、「元符通費」 (1098年初鋳 )

が他 の大型土坑か ら 1点出土 した。

|イi

0                  10Cm

Fig.22 土坑S K8276出 土瓦器と出土状況 (左下写真)

‘
Л
＝
＝
＝
＝

＼ ＼
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まとめ

藤原宮期の遺構 はなぜ希薄か 藤原宮西方官衛地区は東方官衡地区に比べて、遺構密度が低い。

とくに西方官衛地区の北部で は、藤原宮期 の遺構がほとん どみつか ってお らず、本調査で も然

りである。 これについては従来か ら後世 の「地下 げ説」が指摘 されていた。後世 の地下 げが相

当深 く、藤原宮期の遺構が大部分削平 されたという可能性である。確かに平安時代末期の環濠

に関わる遺構 も、すでに生活面が失われてお り、 また S A 8270と S B 8273の 柱穴 の深 さは15～

20cmと 、平面形 の大 きさに比べて浅す ぎるし、 さらにいわゆる耕作溝 も他の調査地 の もの と比

べて浅す ぎる。

S E 8279か ら出上 した藤原宮式軒平瓦などは、かつて本調査区に藤原宮期の生活面 が まが り

な りに も存在 した ことを示そ う。 しか し、その数量 たるや、 S E 8272と S D 8275と い う掘形 の

深 い遺構か らの ものを含 めて も、微 々たるものである。 したが って、藤原宮期の この付近 に建

物があま り建て られないまま、平城遷都を迎えたという可能性 も考えられよう。今後、藤原宮・

京の地形的環境 を踏 まえた、当時の都市計画 と実際の土地利用 の現状 についての考察が必要で

ある。

平安時代末期 (12世 紀中頃)に つ くられたもうひとつの環濠  S D 8275は その構造 と周辺 の遺

構か らみて、一重の環濠の一部 と推定 される。つま りS B 8273・ 8274、 S E 8272は 、 東 を SD

8275に 囲 まれた内部施設 の可能性が高 い。つ ぎにその年代 の問題である。環濠などの施設 は、

S K 8276出 土 の瓦器 の年代か ら12世 紀中頃に設置 され、 S E 8272と S D 8275出 上 の瓦器 の年代

か ら14世 紀 まで存続 したとみ られる。 これ らの瓦器 の年代が本調査区のす ぐ南で発見 された二

重の環濠や石組井戸 出上 の瓦器の年代 と共通す ることか らみて、 S D 8275と 南の二重の環濠は、

同時に存在 した可能性が高 い。 S D 8275と S K 8284な どか ら出土 の青・ 白磁 と宋銭 は、 本来環

濠の内部施設で使われた ものだろう。

室町時代土坑群の性格 は S K 8283・ 8284を 含む東西の大型土坑群 の年代 は、 S D 8275の 西側

にそれ らと同様 の土坑群があることか ら、環濠居館廃絶後である。 また土坑の埋上の遺物には、

江戸時代 の染 め付 けなどが含 まれていないことか ら、所属時期 は室町時代 と推定す る。 これ ら

の性格 について は、集落墓 の可能性を指摘 しておきたい。それは土坑の形状 が直方体 を呈 し、

相互 に埋 め戻 してか ら切 り合 い関係があ り、土坑群が特定の範囲 に分布 してい るな どの点 が、

いわゆる中世の粘土採掘土坑 と異 なるか らであ る。 類似 した遺構 は、推定 山田道第 5次調査

(『概報』 24で は、粘土採掘土坑 と推定)な どで もみつか っている。人骨、棺桶、 さらに副葬品

といえるものが、今後付近 の類似 した遺構か ら発見 され るのを待 って、土坑の性格 に結論を下

したい。
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東二坊大路・宮東面 。東方官行地区の調査 (第75-13次 )

(1994年 11月 ～ 12月 )

本調査 は、市道 の拡幅に伴 う事前調査 として橿原市高殿町391-1、 392-1、 402-1、 374-

1に おいて実施 した。調査地 は道路両側 の法面であ り、 これを東西 190mあ ま りにわた って発

掘 した。発掘面積 は384ポ である。

当該地 は、藤原宮東方官衛および宮東辺外周部の左京四条三坊 の東北坪 にあた り、 これに関

連す る遺構が期待で きるところである。

遺 構

検出 した遺構 には藤原京東二坊大路 の東西両側溝、藤原宮東面外濠、東面大垣 、 東面 内濠、

先行条坊跡 などがある。以下、主要 な遺構 について述べ る。

S D170は 、藤原宮東面外濠である。溝幅 は検出面で5.7m、 濠底で 3m、 深 さは1.3mを 測る。

濠内の堆積 は暗灰色土、灰色粘土、灰色砂土、暗灰色粘土 に分 かれ る。 灰色粘 土層 は0.5mあ

まりと厚 く、 なかには相当数の木簡 を含 む多量 の棒状木片、木屑などが堆積 していた。木製品

の他 には、 ごく少量の上器片 と瓦片が出土 したのみである。 この灰色砂土、灰色粘土か らは 1

∬ あた り2,000個 を超す寄生虫卵 (回 虫卵、鞭虫卵、肝吸虫 な ど)を 検 出 した。 この寄生虫卵

の出現密度か ら見て、外濠 には多 くの糞便が流 れ込んでいた可能性が強 い。 なお、 この鑑定結

果 について は、後述す る。

S A 175は 、藤原宮の東面大垣である。 S D 170の 心か ら西20mの 位置 にある。 柱掘形 と抜 き

取 り穴 の一部 を 2箇検出 した。掘形 の規模 は東西が約 2m。 南北 は不詳である。

S D 2300は 、藤原宮の東面内濠であ る。 S A 175の 西 12.5mに ある。溝幅 は検 出面で3.2m～ 2.

6m。 溝 の東 の肩 はえ ぐられ大 きく広が る。検 出面か らの深 さは0,9mで ある。 濠 内か らは偏行

唐草文軒瓦 (6643C、 6646D、 6647A・ D)や 軒丸瓦 (6279B、 6278F)、 お よび木簡 1点 と削

り屑 2点などが出土 した。

S D 2281は 、第27次調査で東二坊大路西側溝 とされ、第32次調査では藤原京廃 絶以後 の溝 と

された南北溝である。 a(東 )、 b(西 )の 堆積があ り、 aか らbと 流 れが移動 して い る。 a

は幅 1.2m、 深 さ0.4m、 東の肩 に護岸用 の玉石がある。 bは 幅 1～ 2m、 深 さ0.3mで あ る。 溝

底 には a、 bと もに砂が堆積す る。遺物 としては、土器片が少量出土 した。

S D 3031は S D 2281の 西 6mの位置 にある南北溝である。第32次 調査の成 果 か ら、 東二坊大

路西側溝 とされた。幅 3～ 3.2m、 深 さ0.6mで ある。溝内には砂 が堆積 し、 土 器 が少量 出土 し

た。 S D 3031の 位置 は外濠 S D 170の 東40.35mに ある。

S D 3035は 、 S D 3031の 西約 6mに あ る南北溝である。 幅 1.3～ 1.6m、 深 さ0.4mで あ る。 溝

内には炭化物を含む黒褐色上が堆積 していた。第32次調査では、溝内に堆積 した土器が「飛鳥
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Ⅲ」を主体 とすることか ら他の遺構より遡る遺構 とされた。

S D 8310は 、 S D 2281の 東10.5mに ある南北溝である。幅1.5m、 深さ0.3m。 溝内には炭化物

を含む灰色砂が堆積 し、焼けコゲのある木屑や土器 (須恵器・ 土師器)片が出上 した。その位

置と溝の状況か らみて、東二坊大路東側溝の可能性が強い。

S B8311は、左京四条三坊西北坪で検出 した掘立柱の柱穴で、南北棟建物の南北いずれかの

妻にあたると思われるが、東西塀の可能性 もある。柱間寸法は1.6mで ある。

S A 8312は 、左京四条三坊西北坪で検出 した東西方向の掘立柱の柱穴である。柱間寸法 は不

等であり、塀 と想定 したが、建物の可能性 もある。

S A8313は、藤原宮内濠の西側で検出 した 3間分の東西塀である。柱間寸法は2.lm等 間であ

る。第29次調査では、 これに並行 して 5間 の東西塀 S A 2810を 検出 しており、あるいは一体 と

なって建物 となる可能性がある。その場合は桁行 5間、梁行 2間 の東西棟となるが、なお詳 し

い検討が必要である。

S D 2844は 、宮内にある先行条坊の東二坊坊間路 S F 2115の 西側溝である。溝の幅は0。98m、

深さは0,14mで ある。上面が削平をうけて浅 く、遺物は出土 しなかった。

S D 2845は 、東二坊坊間路 S F 2115の 東側溝であり、溝幅0,97m、 深さ0.35mで ある。 S D 284

4と 同様に、顕著な遺物はなかった。

以上の東西両側溝の検出により、 S F 2115の 路面幅は約6.5mと 確定 した。

遺 物

遺物には土器、瓦嬉および木製品がある。土器は藤原宮期の須恵器、土師器 と下層の弥生式

土器および土師器などがあるが、量的には少ない。

瓦埓は内濠 S D 2300に 集中 しており、軒瓦はすべてここか ら見つかった。軒丸瓦には6279B、

6278Fの 2型式 2点があり、軒平瓦には6643C、 6646D、 6647A、 6647Bの 3型式 2種 計 7点

がある。小面積の調査に関わ らず、完形品の出土が日立 った。

木製品には大量の棒状品と木簡、曲物などがある。棒状品は長 さ17。 18cmか ら22・ 23cm、 幅

0.5～ 0.6cmほ どのものが目立つ。 このなかには、やや細い「箸」状品 も含まれている。 棒状品

が堆積 した土層か らは 1爾 あたり2,000個 を超す寄生虫卵 (回 虫卵、鞭虫卵、肝吸虫など)を

検出しており、その出現密度から見て、外濠には多 くの糞便が流れ込んでいた可能性が強 く、

これらの棒状品は糞便にともなう欝木であろう。 これは糞へ らともいい、いわば トイレの「落

とし紙」である。

木簡は外濠 S D 170と 内濠 S D 2300か ら見つかった。 このうち大多数 は外濠か ら見つか って

いるが、現在整理中であり、 ここでは主要な釈文を掲げるのにとどめる。

縣主里 []直若万呂          031  115× 21× 6

付札である。内濠出土。
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御取飽□石 039   (197) 〉(29X 5

・ 頓首天下達 ¨…。宇下急

・ 急可罷処在故 日中之¨中□被賜菓

011   (125-■ 65) X27X 4

この 2点 は外濠 S D 170の 木簡 で あ る。 前者

は付札である。

外濠の木簡 は半分 ほどに割 り裂 いた ものが

多 く、木簡 としての機能を終えた後 に半分 に

割 って壽木 としたのであろ う。

木製品 としてはほかに、曲物 の底板 な どが

数点 出土 した程度である。 このよ うに、大量

の木製品 は棒状品が主であ り、相当数伴 う寄

生虫卵のあ りかたと考えあわせ ると、外 濠 に

は糞便 と トイ レ用品を一括 して投棄 した可能

性が高 い。

まとめ

本調査 の成果 のひとつ は、東二坊大路東西両側溝の検出である。東二坊大路 の東側溝 に南北

溝 S D 8310を あて ることは、溝 の位置 と水が流れた痕跡を示す溝内の砂 の堆積、および松 明の

一部 とみ られる焼 けコゲのある木屑 の出土などによって、 ほぼ明 らかであろ う。問題 は、対 と

なる西側溝 の比定である。

東二坊大路西側溝 については、第27次 調査の発掘段階で南北溝 S D 2281が それ にあた るとみ

た。 しか し、その後の第32次調査 で は、 この溝 に平安初期の土器が含 まれ ることが明 らか にな

り、 この溝を西側溝 にあて ることに疑 間が生 じた。

S D 2281の 西 6mと 12mの 位置 には、 これに平行す る 2条 の南北溝があ る。西 6mに あ るの

が S D 3031、 同12mに あるのが S D 3035で ある。 この うち、 S D 3031は 溝 内 に堆積 した遺物 の

年代 か ら側溝 として矛盾がないのに対 し、 S D 3035は 溝の土器が「飛鳥 Ⅲ」 であることか ら、

前者 を西側溝、後者 を宮造営前 にあてたのである。

しか し、 S D 3035に 関 して はその後 の検討 によって「飛鳥Ⅳ」的な土器 を含むことが判明 し、

S D 3031と 一連 の溝である可能性がでて きた。 したが って、東二坊大路西側溝 としては、 SD

3031と ともに S D 3035も 候補 とな りうる。

いま、 S D 2281と それに平行す る 3条 の溝 (心心距離)と の間隔を示す と、

a)S D 8310～ S D 2281=10.5m

b)S D 8310～ S D 3031=16.6m

iS'Ⅲ

Fig 24 S D 2300出 土軒瓦 (1:4)
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Fig 25 宮東面遺構概略図 (1:2000)

C)S D 8310～ S D 3035=22.6m

となる。 この うち、 C)の 226mは 平 城京 で

の大路推定値 の 7丈 (21m)に 近 いが、従来、

他で検出 した藤原京大路 の路面幅 とやや開 き

がある。他方、 b)の 16.6mは これ まで の成

果 とあ ま り隔 た らないので、 こ こで は SD

8310と S D 3031を 東二坊大路 の東 西両 側溝 に

あて、 S D 3035に 関 して は今後 の課 題 と して

お きたい。

調査成果の二 は、藤原宮 の東西規模 につ い

て、新 たな知見を得 たことである。 これまで、

藤原宮の東西大垣間の距離 について は、926.6

m程度 に復元 していた。 しか し、調査 の過程

で宮 の東辺部 を調査 した第27次・ 32次調査 の測量成果 に誤 りがあ り、その値がかな り大 きい こ

とが判明 したために、改めて、計算を行 った。

第 75-13次調査

東面 大垣 心

X=-166,406.40

Y=-16,957.650

第 66-11次 調査

西面大垣心

X=-166,43432

Y=-17,884.72

第 34次調査

西南 隅大垣心

X=-167,025.664

Y=-17,879。 397

第34次調査で検 出 した宮西南隅の心 と第66-11次 調査で検出 した宮西面大垣の心 か ら、 西南

大垣 の振れを求 めると、 0° 30'57"北で西 に振れを もつ。藤原宮 の大垣が正方形 と仮定 して、 東

西 の振れを求 め、今回調査の東面大垣心 と、第66-11次調査の西面大垣心 の距離を座 標 上 で求

めると、927m28cmと なる。 これは従来の値 よ り68cmほ ど大 きい数字である。

藤原宮外濠 における寄生虫卵・ 植物遺体分析

試料 試料 は外濠内採取 の以下の記載の 4点である。

外濠  5A」 B R R26・ 27 灰砂土  A

灰砂土  B

5A」 L R Q26・ 27 灰粘土 A

灰粘土  B

寄生虫卵分析 分析 は、試料 1面 にフッ化水素酸処理を施 しプ レパ ラー トを作製 して行 った。

1爾 あた りの出現数 は計数比か ら算定 した。結果 は表 (Tab.6)と 図 (Fig。 26)に 示 した。

寄生虫卵 は回虫、肝吸虫、横川吸虫、 日本海裂頭条虫、有 。無鈎条虫、 マ ンソン裂頭条虫が
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検 出された。 4試料中 3試料 において試料 1面 あた りの出現密度 が 2,000を こえ る。 鞭虫卵 と

肝吸虫卵 は各試料 とも多 く、回虫卵 と横川吸虫卵 は試料 によって異 なる。寄生虫卵組成か ら人

に起因す る寄生虫卵 とみなされ る。寄生虫卵 の出現密度か らみて、外濠の堆積物 に多 くの糞便

が含 まれているとみなされ る。

学名

Ascarlis′ LJ,,bttcor」 cs

TrrcrIIμtts t,cttrura

crottorcん rsすracttsis

池俺どagon力η ys/o々ogawar

D,p角ノ〃0どhrrtrna 河デイ
'0河

karCr,se

程でЛra sO打 と,阿‐SagFr,ata

(1/10CC中 ) 5/生IB RR26。 27  5AJL RQ26。 27

部位 灰砂土A灰砂土B 灰粘土A灰粘土B
分類群

和名

Dわ ′ョ/rrOb()rrEorl口阿 河,attЮ河F

回虫

鞭虫

肝吸虫

横川吸虫

日本海裂頭条虫

有 。無鉤条虫

マンソン裂頭条虫

卵殻    52   14    46   83
リロ売費       115      41       103     104

夢F病災       81      9      58     58
りF売史         4                  6      39

リロ売史                     2          2         2

卵殻              1
り,売費          1

253      66      216     286

(2530)   (660)   (2160)  (2860)

Total 言十

(lca13に算定 )

Tab 6 藤原宮外濠における寄生虫卵分析結果

分

類

群

試 料

回

　

虫

　

卵

鞭

　

虫

　

卵

肝

吸

虫

卵

横

川

吸

虫

卵

他

¢

寄

生

虫

卵

外

　

　

濠

5AJB RR26・ 27

灰砂土A

灰砂上B

5A」 L RQ26・ 27

灰粘上A

灰粘土B

― |

ー

ー

1∞∞相れ語

Fig 26 藤原宮外濠における寄生虫卵組成

花粉分析 分析は、試料に水酸化カ リウム処理、フッ化水素処理、

を施 し行 った。花粉出現量 (定 量)に ついては、その計数比か ら 1

た。結果は表 (Tab.7)と 図 (Fig.27)に 示 した。

各試料ともほぼ同 じ傾向を示 し、樹木花粉より草本花粉が多い。

ガシ亜属・ スギ・ マツ属複維管束亜属の順に多い。草本花粉ではイ

アセ トリシス処理の各処理

試料 1面 の出現数を算定 し

樹木花粉ではヨナラ属アカ

ネ科・ アカザ科―ヒユ科・
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Taxaceae― Cephalotaxaxeae― Cupressaceacイ チイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科

Arboreal po■ en
Po」ocaェ pus
Attes
7`uga
Pれ us svbgeコ Dわlovron
鉤 tOmeコ aデ叩 OnICa

Scradopr,s yerBcrra協

Pterocaryaれοittlia

Berura
coryrus

Carphus_osと va Japonた 2

Casttnea creメ ユ濃協…CasranOpsた

Fagus
OVerCus subgera ■epr」οbaメa/1us

的 口s―み rたo▽a sθ H4餡
Ceras Aphaコ anbe adpera
Acer
Frax■a口d

TJprla_sparganfwコ

駒ゴ的浪
Granuneae

OIya ttθ
的 eraCeac

Attο ■οcね oria

Rllrmex

POryg。 コun decと P94剪Carra

Fagopyxv節

Caryophyllaceae
Ranuncnlus

Cruclferae
Umbelliferae
Solanaceae
Praコ rag。

Valerianaceae

AcM】 oste―ar。腕 1,ュ

Nonarboreal ponen
Total pollen
Unknown po■ en

マキ属
モミ属
ツガ属
マツ属複維管束亜属
スギ
コウヤマキ

サワグルミ
カバノキ属
ハシバミ属
クマシデ属―アサダ
クリーシイ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属

ニレ属―ケヤキ
エノキ属―ムクノキ
カエデ属
トネリコ属

ガマ属―ミクリ属
オモダカ属
イネ科
イネ属型
カヤツリグサ科
ミズアオイ属
ギシギシ属
タデ属サナエタデ節
ゾバ属

ナデシヨ科
キンポウゲ属
アプラナ科
セ ツ科
ナス司
オオバコ属
オ ミナエシ科
ゴキズル

草本花粉
花粉総数
未同定花粉

１

１

９

２．

　

３

　

　

１

１

６

　

４

２４

　

１

２

グ

８

７

１

１

　

　

　

１

７

１

２

７

６

４

１

２

６

２６

４８

４

５

１

２

１

３

２７

　

６

７９

４

２

　

１

２

３

・２

・６

１

５

　

　

１

２

・２

２

４

傷

５

６

２

５

　

５

４

９

９

１

２

　

３

３

４

７

４

１

３

３

　

４

６

３

２

１

５

　

１

４

８

９

１

１

６

１

２

５２

６

・２

１

　

６

　

・６

３

４

２４

２

２

１

　

１

３

　

５。

３

３

７

４

８

１

０６

７

２３

・１

５

１

４

　

３

OVerCぬ Subg94 0c/ο baranopSる     コナラ属アカガシ亜属

Samb口 clls～ bv,コロrra         ニフトコ属―ガマズ ミ属                  2
Nonarboreal pouen         ~草 本花粉

~~~~~――――――――――――

Chenopodiaceae―Amaranhaceae    アカザ科―ヒユ科

bctucoideae             タンポポ亜科                  2         1
ム teroideae             キク亜利                2    3     2    2
CartharЯ,vs tncloどれs             ベニバナ                      2     1       1     2
Arter,1るカ              ヨモギ属               37   30    42   26
Fer議議 ご

~~~~~― 一 一 一 ― ―
勘 了 一

―

Monolate type spOre 単条溝胞子 38         5       10
Trdate type spore          三条溝胞子               2   10    2    8
Arboreal ponen                      木本花粉                             116     218       101       72

280      268        190      171
396      486        291      243

6        4          5        2
Fem sっore             シダ植物胞子 7      18

Tab 7 藤原宮外濠における花粉分析結果

ヨモギ属が優占する。ガマ属―ミクリ属・ ミズアオイ属の水湿地植物が出現する。 アブラナ科

は 3%前後の出現率を示す。

種実同定 それぞれ100ccを 0。25mmの 舗で水洗選別 し、分類を肉眼および実体顕微鏡下で行った。

各試料 とも傾向は類似 し、樹木の種実より草本の種実がきわめて多い。 ヒユ属・ ナデシヨ科 e

キンポウゲ属などが多い。水湿地植物のコナギも検出されている。食用 となる植物 の種実 とし

ては、ウリ類種子が多 く、他にイネ類・ ヤマモモ核・ キイチゴ属核・ サ ンショウ種子 。マタタ

ビ種子 。ナスが出現 している。
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学名

分類群 5A」 B RR26。 27 5AJL RQ26・ 27

灰砂土A灰砂土B 灰粘土A灰粘土B
afbor

Myrrca rubra Sメ eう . et Zvcc

R ubys

Zanttoxyfum pゎ erftum DC

A髄れ ,」ra p。′ygama Prancね . 9ズ  MaxJim

herb

Chara

Oryza satrya L.

Setatta

Granuneae A・ B

Ane」θlma kcお a々 Frassk

れ石o■ocrloria K。ぉ矛 oNitteger et Maacた

Monoc・rPorFa vagと ,artts Pre訂

距 r praメ 】tag″ ,ca SOカュ下

'切

ub

S,rpus

(勇瑠9erlls

F�b洵む|ノる diぬOrOntt yaヵ′

的 era∝ ac

Poryg。 コuJ,l ThunberBtt Sん う ct ZIIcc

Porygor,コ r,,A・ B

Rwコ ex

Cttenopoど■灯節

Armaratthus

Porttraca Oreracea L

働 ryophylraceaθ

Raメ】口節CロゴuS

oxarus

Fry」rocOりθ

Petta

soranv血 阿erOngeコ a L.

Solanaccae

Cucuπws mero L.

樹木

ヤマモモ

キイチゴ属

サンシ ョウ

マタタビ

草本

シャジクモ属

イネ

エノコログサ属

イネ科A・ B
イボクサ

ミズアオイ

コナギ

ホタルイ属

カヤツリグサ属

テンツキ

カヤツリグサ科

ミゾソバ

タデ属A・ B

ギシギシ属

アカザ属

ヒユ属

スベ リヒユ

ナデシヨ科

キンポウゲ属

カタバ ミ属

チ ドメグサ属

シツ属

ナス

ナス科

ウリ類

子

子

核

核

種

種

1

11

2

タカサブロ

卵胞子

穎

穎

穎

種子

種子

種子

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

種子

種子

種子

種子

果実

種子

果実

果実

種子

種子

種子

破片

果実

2

8

1

7

０

２

　

４

14

1

2

4

24

７

３７

６

２

８５

９

２７

８

２９

・８

１

５

・６

５

６

８３

４

４６

狙

７

７

．

２．

３

　

８．

２

３５

６３

８

・６

６

６

１

２

７

４。

８

６

３４

８

２２

３２

・９

６

２

２３

４４

・２

・０

一
４４７

１

５

３

２

６

一
５７２

5

2

32

8

8

4

18

28

11

合計 411

Tab 8 藤原宮外濠における種実同定結果 (試料100cc中 )

考察 外濠堆積物の分析の結果、 4試料中 3試料が2000個 をこえる寄生虫卵の出現密度を示 し、

糞便が多量 に含まれる堆積物 とみなされる。花粉分析では、周囲か ら供給された花粉が多いよ

うで、アブラナ科が少 し出現するほかは、食用植物の花粉はあまり出現 していない。種実では

4試料中 3試料か ら 1割か ら2割程度果実や種子の食べ られる植物種実が含まれている。以上、

外濠は人の糞便が多量に混ざりつつ、周囲の植生か らも花粉や種子が供給されて堆積 したと考

えられる。

なお、周囲の植生であるが、 とユ属 (ア カザ科一ヒユ科)・ ヨモギ属・ イネ科などのやや乾

燥 した人里に好んで生育する草本が多 く、排水のよい乾燥地であったと推定される。外濠には、

Total
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ガマ属 ― ミク リ属や コナギの水湿地植物 や タデの仲間が繁茂 してお り、水湿地状の状態であっ

た。 なお、周辺地域 にはヨナラ属 アカガシ亜属 を主 にスギ・ マツ属複維管束亜属などの樹木が

多か った。

試

　

料

寄

生

虫

卵

花

　

粉
‐ 樹木花粉

種

　

実
‐ 食用

外

　

　

濠

5A」B RR26。 27

灰砂土A

灰砂土B

5A」L RQ26・ 27

灰粘土A

灰粘上B

―

一

―

    I

―

    :

‐           :

口                  |

“
        I

―
       I

: ! 1 1 1 1 
・

I

I !       !   1       1 1
5× 102 grans/cBIn3 5 X 103 Brai胚 /crn3  50gransノ/∽や

Fig 27 藤原宮外濠における寄生虫・花粉・種実出現図
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3 宮西面外濠 の調査 (第75-1次 )

(1994杢F4月 )

本調査は道路築造に伴 う事前調査として、橿原市四分町で行 ったものである。調査地は藤原

宮西面外濠の位置にあたる。東西25m、 南北 4mの調査区を設けて調査を実施 した。層序 は上

か ら順に、褐色粘質土 (耕作土)、 緑灰色微砂 (床土)、 黄色粘質上、茶褐色上、暗褐色粘質土

(弥生時代包含層 )、 青灰色粘質土 (地 山)で ある。

西面外濠 S D 260は 、暗褐色粘質上の上面から切 り込む。本調査区における濠幅は東西約 13

mで ある。最上層は青灰色微砂層で、 この土層の下から外濠の堆積層暗灰色粘質土を耕作土と

する10世紀代の水田を検出した。水田は外濠の東寄 りに 2枚あった。水田S X 8314は 東西約 10

m、 南北長は調査区外のため不明である。南の水田 S X 8315と の間は、下幅35cm・ 高 さ15cmの

畦畔で区画する。なお、西に偏 した位置に水口を切 っており、南側か ら北側の水田に水を送 っ

ていたと考えられる。水田の西側には下幅70cm・ 高さ12cmの 畦畔がある。 この西に幅1.7m・ 深

さ0.5mの 南北溝 S D 8316が ある。溝の埋土は、暗青灰色微砂や青灰色細砂である。なお、水田

S X 8314に は畦畔を切 って S D 8316か ら水を取 り入れた痕跡が残 っていた。

さらに下げて、暗灰色砂質土に達 したが藤原宮期の堆積層にいたることは出来なかった。

今回の調査において、西面外濠は10世紀代には水田化されていたことが明 らかとなり、中世

におけるこの地域の土地利用を考える上で貴重な資料を提供することとなった。

Y=-17,910

|

Y=-17,900

|

Fig 28 第75-1次調査遺構図 (1:200)

Y=-17,890

|

一

―

一

X=-166,940

X=-166,943
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4 宮 内その他 の調査

A 第75-5次調査

(1994年 6月 ～ 7月 )

本調査は水道管の付け替えに伴 う事前調査 として、橿原市高殿町で行 ったものである。調査

地は藤原京左京六条三坊西北坪か ら宮西方官衛地区にかけて、幅70cm、 総長約900mに およぶ。

深さは一律に地表下1,4mで ある。西面大垣周辺の諸施設、東西両朝集殿の検出が期待 された

が、調査区の幅が狭 く、かつ旧管埋設時の掘形の再掘削を原則 としたこともあって、藤原宮期

の遺構 と確定できるものは検出できなかった。

B 第75-9次調査

(1994生F9ゲ])

本調査 は個人住宅改築 に伴 う事前調査である。調査地 は藤原宮内の東方 ほぼ中央部 に位置す

る。 これまでにも、調査地のある高殿の集落内で小規模 な調査がお こなわれているが、藤原宮

に関連す る遺構 はな く、主 として中世 の遺構が検出されているのみである。本調査で も藤原宮

に関わる遺構 は検出で きなか ったが、中世 の遺構を検出 した。検出 した遺構 は池状遺構の一部

である。基本層序 は現代の地表面か ら近代 の整地土、褐灰色上、 14～ 15世 紀 の土師器 を含 む暗

青灰褐色土である。

池状遺構 S X 8240は 掘形を掘 り、その内側 に人頭大 の石を並べ、裏込土で石 を固定す る。 部

分的には階段状 に二段 に石が据え られている。 まわ りの石 の上端か ら底 までは約30cmと 浅 く、

池であるかどうか疑間がある。調査区内で は、石 はほぼ四半 円状 に並んでお り、全体 は直径 3

m程度 の円形 と想像 される。

池状遺構内か らは14～ 15世 紀の瓦器が出土 した。

V=-17,105

|

9         3Ⅳ

古
屋
員

X=-166623

Fig 30 池状遺構 S X8240Fig 29 第75-9次調査遺構図 (1:100)
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調査次数 調査地区 面積 調査期間 調 査 地 所有者等 備 考 担当者 概報頁

藤原宮
71-13

6AMH―
」

434■苫
94 110-

94 4, 7

高市郡明日香村雷字稲

葉縄手

(左京十一条三坊)

奈良県
道路建設

(雷丘七D 西口 壽生 52-57

5AWG―
H・ P

2368rf
93 12  1-

94. 3.24

橿原市木之本町54-2
他

(左京七条二・ 三坊)

橿原市

市道飛騨～

木之本線建

設

島田 敏男 39-44

5AWH―
A
5AWG―
P
5AJH―
F

2200ィド
94. 4. 4-

94. 8. 8

橿原市木之本町326他

(左京七条一 。二坊)
橿原市

市道飛騨～

木之本線建

設

上原 真人 45-50

75-3

5AMH一
D・ E・ F
5AM」 ―

A

500∬
94 6.14-

94, 713
明日香村雷東浦
(左京十二条三坊)

奈良県
道路拡幅

(雷動
大脇  潔 58-60

75-4 5BNG―
E

16雷
94. 6.16-

94. 6.22

橿原市南浦888

(左京八条四坊)
西井輝男 住宅建設 深澤 芳樹

75-8

5AMC―
Q・ R
5AMH―
BoC

68 7rf
94 8 1-

94. 810

明日香村奥山

(左京十一条四 。勘
明日香村 下水道竪坑 伊藤敬太郎

75-10
5A」 C―
B

50∬
9410 3-

94.10.11

橿原市下八釣町141

(左京五条三坊)
山尾吉史 住宅建替 島田 敏男

75-11
5A」 M―
CeD 528rド

94.10. 3-
94.11. 1

橿原市四分町
256-3・ 12・ 13

(右京七条二坊)

奈良県
バイパス建

設
金子 裕之 63-65

75-15 5AWH 300rド
94.12.12-

95. 2. 1

橿原市飛騨町94-1
(右京七条一坊)

橿原市 住宅建設 荒木 浩司 未収録

75-16
5AMH―
」

710∬
95。  1. 9-

95. 4. 8

明日香村雷上地内

(左京十一条三坊)
奈良県

県道新設

(雷丘七D 川越 俊一 未収録

75-17 5BNG ２
ｍ

95. 2.13-
95. 2 15

橿原市南浦49

(左京八条四坊)
田中博史 住宅建替 藤 田 盟児 未収録

本薬師寺
1993-3次

6BMY―
D 307ィド

94. 2.10-
94. 4.15

橿原市城殿町
282・ 283・ 284

(右京八条三坊)

西田佐芋 計画調査 花谷  浩 66-73

本薬師寺
1994-1次

5BMY―
L・ K 170∬

94, 9.21-
9410. 6

橿原市城殿町
231-1・ 232-1

(右京八条三坊)

太田憲佑 住宅新築 島 田 敏男

本薬師寺
1994-2次

5BMY一
N 558rだ 95. 2. 3-

橿原市城殿町
282・ 283・ 284

(右京八条三坊)

西田佐芋 計画調査 花谷  浩 未収録

Tab 9 藤原京の調査一覧
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左京七条二・三坊の調査 (第74次)

(1993年 12月 ～1994年 3月 )

本調査 は市道飛騨木之本線 の敷設工事 に伴 う事前調査である。工事予定地 は木之本町の集落

か ら西へ向か って、飛騨町へ繋がる。今回の調査で は工事予定地 の うち木之本町か ら西へ東西

210m分 を調査 した。調査区は現農道、水路の関係で 3区 に分 け、東 か ら東 区、 中区、 西 区 と

した。調査面積 は約2160だ である。調査地 は左京七条三坊西南坪および七条二坊東南坪 にまた

が り、東二坊大路 の検出が期待 された。 その結果、検出 した遺構 は、東二坊大路 とその両側溝、

掘立柱建物 9棟、掘立柱塀 4条、井戸 1基、桝状遺構 1基、溝 11条 である。

遺 構

東二坊大路 東二坊大路 S F 250の 東西両側溝を検出 した。東西両側溝の心 々距離 は約 12mで 、

東側溝 S D 249は 幅 1.85m、 深 さ45cm、 西側溝 S D 251は 幅2.25m深 さ35cmで ある。両側溝 とも溝

内には黄灰色の砂が充満 し、溝内では常 に水 が流 れて いた と考 え られ る。 この両側溝間 の中

央で も、両側溝 に並行す る南北溝 S D 252を 検出 した。 この溝 は幅 1.50m深 さ0.3mで 、埋土 が

礫を混 じえた暗褐灰色 の粘上で、両側溝 とは状況が異 なる。 しか し、溝 の位置が両側溝間の丁

度中央 に位置す ることか ら、条坊 に関わ る遺構である可能性がある。

東側溝か らは飛鳥 V期 の上器が、西側溝か らは飛鳥Ⅳ～ V期 の土器が出土 した。

左京七条三坊西南坪の遺構  この坪で注 目されるのは、二重の区画施設 を有 す ることで ある。

すなわち東二坊大路東側溝か ら約12m東 に、 lmを 越える大規模 な掘形を持 った南北塀 S A 245

があ り、 さらに S A 245か ら24m東 に も大規模 な掘形 を持 った南北塀 S A 230が ある。 S A 245・

S A 230と もに柱間寸法 は2.4m(8尺 )等間である。 S A 230で は柱掘形の他 にほぼ柱掘形 に匹

敵す る抜取穴 と小穴 (柱痕跡か ?)を 検出 し、小穴 は堀形 の北辺 に位置 してお り、柱 は堀形 の

北辺 に立 っていた ものと思われる。

東西棟 S B 220は 、 S A 230の 東側 に位置す る東西 に並ぶ 9個 の大規模 な柱穴であ る。 桁行 8

間、柱間寸法2.4m(8尺 )等間の東西棟 の南側柱列 と考 え られ る。 柱穴 の抜 き取 り穴 か らは

回

東 J酪

坊
坊
間
路

Fig 32 第74・ 75次調査位置図 (1:5000)
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飛鳥Ⅳ もしくはVの 土器が出土 した。

S B211は東区の東端で検出 した南北棟である。桁行 5間、梁行 2間、 柱間寸法 は桁行 。梁

行 ともに1.8m(6尺 )等間である。

S B219は東区の南端で検出 した建物で、南北棟の北妻 と推定 される。柱間寸法 は1.5m(5

尺)等間である。

S B 225は 東区西端で検出 した南北棟である。方位が北でやや東 に振 れ る。 桁行 4間 、 梁行

3間、桁行柱間寸法1.8m(6尺 )等間、梁行柱間寸法 は1.lm等 間で全長3.3m(11尺)と なる。

S B 240は 中区東寄 りで検出 した南北棟である。桁行 8間、梁行 1間 の身舎 の東西 に庇 を も

つ。桁行柱間寸法 は1.8m(6尺 )等間、身舎梁行2.4m(8尺 )、 庇の出1.8m(6尺)で あ る。

一部柱筋が揃わないが、現状では以上 のような復原が妥当であろう。

S B 241は S A 245の 東 に近接 して建つ南北棟で、方位が北でやや西 に振れ る。桁行 3間、 梁

行 2間、柱間寸法 は桁行中央間1.8m(6尺 )、 端間1.5m(5尺 )、 梁行1.8m(6尺 )等 間で あ

る。

東区の東ではT字形 に流れ る溝 S D 213・ 214・ 216と 、その交点 で桝状遺構 S X 215を 検 出 し

た。 T字形 の溝の うち、 S D 213と S D 214は 、当初幅 lm、 深 さ約60cmの L字形 の溝 で発掘 区

東端で広が りをみせている。 この溝 はある時期 に中程 まで埋 め られ、 この時に溝 の交点 に桝状

遺構 S X 215が つ くられ、南へ抜 ける細 い溝 S D 216が 掘 られる。

桝状遺構 S X 215は 内法 1.4mの 方形、深 さ0.2mで 、底 に 5枚の板を敷 き並べ、底板に溝をきっ

て側板を立てている。 この遺構 は、溝か ら水を引 き込んで水を溜める施設であ ったと想像 され

る。 S X 215の 北側 とS D 216の 取付 き部分では、 S D 216が 浅 い土坑状 に広 が って比較 的多 く

の遺物を含んでお り、水が溢れた痕跡であろう。 なお、溝および桝状遺構内か らは飛鳥 Vを 主

体 とした土器が出土 した。

S X 235は S A 230の 西 に接 して位置す る根石状の遺構である。拳大の石を根石状 に据 えた掘

形 5個 が L字形 に並ぶ。建物 の一部である可能性があるが、現状では確定で きない。なお、 こ

の一体 の地山は礫を大量 に含んでお り、地山に礫 を多 く合む所ではこのような仕事 を しなか っ

たとも解釈で きる。

左京七条二坊東南坪  S B 2701よ 、西区東寄 りに建 ち、方位が国上方眼方位 に対 して北 で西 に

若干振れる南北棟である。桁行 4間 以上、梁行 2間 で北か ら 2間 目に間仕切の柱が立つ。柱間

寸法 は桁行が北か ら2.lm、 2.4m、 2.lm、 2.lm、 梁行が1.65m等 間である。

S B 280は 、西区ほぼ中央 に建 ち、方位が国土方眼方位 に対 して北 で西 に若干振 れ る南北棟

である。桁行 3間以上、梁行 2間、柱間寸法 は桁行 1.8m等間、梁行 1.65m等 間である。

S B 285は S B 280の 南 に位置 し、西妻を S B 280の 東側柱 と揃 え る。 方位 が国上方眼方位 に

対 して北で西 に若干振れる東西棟で、平面 はやや歪である。桁行 3間、梁行 2間、桁行柱間寸
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法 は西か ら1.35m、 lm、 1.3m、 梁行柱間寸法 は1.4m等間であ る。

S A 262は 西区東寄 りに建つ南北塀で、方位が国上方眼方位 に対 して北 で若 干東 に振 れ る。

7間分を検 出 し、柱間寸法 は1,4m～ 18mと 不揃 いである。

S A 263は S A 262の す ぐ西 に建つ南北塀で、方位が国土方眼方位 に対 して北で若干西 に振 れ

る。 7間分 を検 出 し、柱間寸法 は1.4m～ 1.8mと 不揃 いである。

S D 260は 幅 2～ 3m、 深 さ0。 7mの 大規模 な南北溝で、部分的 に蛇行 して い る。 溝 内か らは

飛鳥 V期 の上器が出土 した。

藤原宮期の もの と推定 され る南北溝 はS D 260の 他 にもS D 266・ 267。 268・ 290の 4条 を検 出

した。 いずれの溝 とも幅 lm内外で、深 さは30cm～ 40cm程 度 で あ る。 S D 267か らは飛鳥 Vの

土器が出上 した。

S E 275は 西区 ほぼ中央 に位置す る井戸である。東西2.3m、 南北 2mの 楕 円形 の堀形 を掘 り、

中に横板蒸籠組 の井戸枠 を据えている。井戸枠 は内法幅約 45cmで 、長 さ55～ 60cm、 幅25～ 30cm、

厚 さ約 2 cmの 板の内法位置 に上下か ら板幅分の幅の切れ込 みを入れ、最下段を南北方向に立て、

順次東西・ 南北方向に段違 に板を組上 げてい る。井戸枠 内か らは飛鳥 Vの 上器 が出土 して い

る。

遺 物

土器 は飛鳥Ⅳ期～ V期 の土師器・ 須恵器が出土 し、瓦 は東二坊大路西側溝 か ら断片が少量出

土 したのみで、全体的に遺物 の出土量が少ない。

まとめ

条坊 今回の調査では、予想通 り東二坊大路 を検出 した。 その両側溝 の心々距離 は12mで ある。

S D 249を 東側溝、 S D 255を 西側溝 とすれば両側溝間の距離 は約22m、 S D 260を 西側溝 とすれ

ば両側溝間の距離 は約 26mと なる。 また、中区 と西区間の未発掘区に西側溝がある可能性 も否

定で きない。 しか し、溝 の形状および溝内の埋土の状況か ら判断 して、 S D 249と S D 251は 一

連 の遺構 と考え、 S D 249を 東側溝、 S D 251を 西側溝 と推定す る。 このときの道路 および側溝

心 のおよその国土方眼座標 は以下 の通 りである。

東二坊大路東側溝

東二坊大路道路心

東二坊大路西側溝

X=-167,310.0

X=-167,310.0

X=-167,310.0

Y=-16,864.5

Y=-16,870.5

Y=-16,8765

ここで、注 目され るのは大路中央 にある南北溝 S D 252で あ る。 S D 252は 前述 の よ うに条坊

の丁度中央 に位置 し、埋土か らして溝 として機能 した痕跡がない。条坊計画 のために一時的に

掘 られた溝、 または道路面 の水抜 きの機能を果た した溝等 の可能性が考え られ るが、今後発掘

成果を収集 した上で結論 を出 したい。

次 に東一坊々間路 との関係 をみると、第 75次 調査では東一坊 々間路西側溝 S D 302と 東側溝
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に並行す ると推定 されている南北塀 S A 301を 検出 している。東側溝 を検 出 して いないために

道路心 を確定 し得 ないが、 1大尺 を35.6cm～ 35,7cm程度 とすると、東二坊大路心 か ら西 へ375大

尺 の位置が S D 302と S A 301の 間 にお さまる。 したが って、 s D 302を 東一坊 々間路西側溝 と

して妥 当である。

左京七条三坊西南坪 左京七条三坊西南坪 は大規模 な塀 によって二重 に区画 されている。外側

の区画施設 S A2451ま 東二坊大路 東側溝心 か ら約 12m(40尺 )東 に位 置 し、 内側 の区画施設

S A2301ま S A 245か らさらに約24m(80尺)東 に位置す る。 S A 245と S B 220と の間隔 は約 4.8

m(16尺 )で ある。 S A 230の 柱位置が柱掘形 の北端 に寄 っていることか ら、 S A 245と S B 220

は柱筋を揃えていたと推定 され る。 さ らに S A 245と S A 230も 柱筋 を揃 えてお り、二重 の区画

施設 とその内部の大規模 な建物 S B 2201ま 、 ほぼ 8尺 (2.4m)の方眼上 に計 画 された可能性 が

ある。

以上 の S B 220・ S A 230。 S A 245お よび S X 215が 伴出土器 より藤原 宮期 の一連 の遺構 と推

定 され る。 その他の小規模 な建物 の うち方位が振れている S B 211・ 225は 上記 の遺構 とは時期

を異 にす ると考え られ る。 また、 S B 240・ 241が 藤原宮期 に属す るか ど うか も決 め難 い。

いずれにせよ、 この坪内 は二重 に大規模 な塀で区画 されて、その内部 に大規模 な建物が計画

的 に配置 されていた可能性が高 い。 また、桝状 の特殊 な施設 を もってお り、当坪内の施設が相

当に格 の高 い ものであ った ことを窺わせている。今後 この近辺の調査成果 が期待 される。

Fig。 34 左京七条三坊西南坪遺構模式図

左京七条二坊東南坪 左京七条二坊東南坪は同三坊西南坪に比べ遺構が希薄である。 2条 の南

北塀 S A 262・ S A 263が あるが、条坊か ら大 きく内側に位置する点、方位が振れる点か ら、藤

原宮期の条坊 と関係 した区画施設 とは考え難い。また、建物が数棟建つが、いずれも小規模な

建物のみで、坪内の様相としては大規模な造営が行われた痕跡はない。なお、 この坪で注目す

べきは 6条の南北溝で、その位置関係を下図 (Fig,35)に 示 した。伴出遺物 はいずれ も宮期直

前か ら宮期に属 しており、坪内になぜこのような溝が掘 られたかを今後検討する必要がある。

Fig 35 左京七条二坊東南坪遺構模式図
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左京七条―・二坊の調査 (第 75次 )

(1994年 4月 ～ 8月 )

本調査 は市道飛騨木之本線建設 に先立つ事前調査で、第74次 調査区の西延長 にあたる。調査

地 は橿原市木之本町 3261ま か、および明 日香村小山223ほ かに所在 し、藤原京左京七条二坊東南

坪 の西端 と西南坪 および左京七条一坊東南坪 に該当す る。調査面積 は約2200ど である。 農道 や

現水路 との関係で、東区・ 中央区・ 西区の 3地区に分 けて調査 を実施 した。

遺 構

検出 した遺構 には、古墳時代～藤原宮期の流路、古墳～飛鳥時代 の掘立柱建物 2棟、掘立柱

塀 1条、井戸 1基 とそれにとりつ く溝 2条、藤原宮期 の東二坊 々間路、掘立柱建物 3棟、井戸

3基、中世 の居館跡 などがある。 なお、西区 (左 京七条一坊東南坪)は飛鳥川右岸 に点在す る

雷丘・ 小山 。宝泉寺 山などに連 なる残丘 の一つである。調査 の結果、古墳～飛鳥時代 には現状

よ りも高 く急傾斜 をな し、裾 に広が る平坦地 には掘立柱建物 などが建 っていたが、藤原宮期 に

大規模 な切土・ 盛土 を行 い、残丘を広 げてやや高 い平坦地 を造成 したことが判明 した。その整

地上 は 6世紀中頃の須恵器片を含む黄褐土層や埴輪片を含む有機土層が斜面 に沿 って縞状 に堆

積 し、かつての残丘上 には古墳があ った可能性が高 い。

旧流路 東区西端 (左京七条二坊西南坪)で南東か ら北西 に向か って流れる旧河川を検出 した。

本調査区では 2条 に分かれてお り、西流路 S D313は 幅 8m以 上、 深 さ lm以 上 であ る。 暗黒

粘上、有機質 を含 む暗灰粗砂、灰色粗砂が次第 に堆積 した状況 が看取で きるが、遺物 をほとん

ど含 まない。東流路 S D310は 古墳時代末期か ら藤原宮期 に至 るまで存続 し、 古墳時代末期 ～

飛鳥時代の S D 310Aは 幅 3～ 5m、 深 さ0.6mで 、両岸 を杭で護岸 してい る。 堆積 した暗灰 砂

中か ら、飛鳥 Iを 含 むそれ以前の土器類 (須恵器杯H身・ 甕片、土師器杯 CI・ 鉢 B・ 高杯 H・

甕 Bな ど)の ほか机天板 (護岸の堰板 に転用 )、 木鉢、横斧 の膝柄 などが出上 した。 藤原宮 期

には下層流路を覆 うように暗灰粘土が幅 8mに わた つて広が る (S D310B)。 上面 には多数 の

杭を打 ち込んでいるが、規則性を看取で きない。暗灰粘土中か らは藤原宮期の上器片・ 瓦・ 馬

の顎骨などが出土 した。 S D 310Bの 中央か ら東北 に向けて、杭 と堰板で護岸 した溝 S D 312が

とりつ く。 S D 312は 幅0.5mで砂が堆積 しているが、堰板で護岸 した部分 だ けは底 がえ ぐれて

暗灰色粘上が堆積 していた。埋土か ら瓦片などが小量 出上 した。

古墳～飛鳥時代の遺構 中央区で桁行 2間 (3.4m)、 梁行 2間 (3.Om)の 掘立柱建物 S B 320、

井戸 S E 315と その東 西 に とりつ く溝 S D 314・ 317と を検 出 した。 S B 320の 主軸 は、 北 で約

45° 西 に振れている。 S E 315は 径2.3m,深 さ85cmで、井戸枠 の痕跡 はない。 西 に と りつ く S

D317の 水 回の両側 には花向岩玉石を立て る。 S D 317は 西へ延 び、約20mで北 へ曲折 して南北

溝 S D319に 連 なる。 S D 319は 底 に玉石を敷 き、両側 に も石 を立てた石組溝で、幅20cmで ある。
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なお、 S D 317の 西端付近にも玉石が散乱 しており、石組溝を改作 した可能性もある。 S E315・

S D 317か ら飛鳥 I～ Ⅱの土器 (須恵器杯 H・ 甕片、土師器杯 CI・ 鉢 B・ 高杯 H・ 甕 Bな ど)

が出土 している。

西区下層では、桁行 4間 (全長6.6m、 柱間寸法1.65m等 間)、 梁行 2間 (全 長4.2m、 妻柱を

欠 く)の掘立柱建物 S B 360と 掘立柱塀 S A 361と を検出 した。 S A 3611ま 5間 で 9m、 柱間寸

法は不揃いである。 S B 360・ S A 361と も主軸は北で約45° 西に振れている。周囲には方位を

等 しくする溝がいくつかあるが、建物とは直接結びつかない。 s B 360の 柱掘形を覆 う焼土塊

から6世紀中頃 (T K85)の須恵器高杯片が出土 している。

藤原宮期の遺構 東区で東二坊々間路 S F 300の 西側溝 S D 302を 検出 した。 S D 302は 深さ70～

80cm、 幅0.9～ 1.Omで 南でやや狭 まる傾向がある。長さ9,3m分 を検出 し、 さらに南北に延びる。

溝底には黄灰砂が堆積 し、短期間は水が流れたようだ。その上の暗灰粘土層は流れがよどんだ

ことを思わせる。溝内か らは少量の瓦・ 埓・ 土器片・ 木片が出土 した。東側溝は存在 しなかっ

たが、推定位置近 くに掘立柱塀 S A 301が存在する。 S A 3011ま 柱間寸法 2.0～ 2.lmで 5間 分を

検出 した。 S D 302と S A 301と は心々で東西約8.5mを 測る。

S A 301の 東、藤原京左京七条二坊東南坪内には、井戸 S E 304が ある。 S E 304は 直径 1.5m、

深さ1.15mで 、井戸枠の痕跡 はない。埋土から少量の上器片が出土 した。

S D 302の 西、左京七条二坊西南坪内においては、上述 した S D 310B・ S D 312以 外 に、東

区で井戸 S E 305・ 309、 中央区で掘立柱建物 S B 325を 検出 した。 S E 305は 直径2.5m,深 さ1,7

mで、井戸枠の痕跡はない。埋土か ら完形平瓦を含む瓦片、飛鳥 Vの土器 (土 師器鍋・ 甕 Bな

ど)、 角材・ 木製匙 (杓子)・ 瓢箪などが出土 した。 s E 309は 直径2.Om,深 さ1.7mで 、井戸

枠の痕跡はない。埋土から飛鳥 Vの 土器 (土師器鍋 A・ 甕 B・ 盤 Aな ど)、 瓦片、籠・ 斎串な

どが出土 した。 S B 325は 梁行 2間 (3.9m)の南北棟の北妻部分で、桁行 1間 (柱間寸法2.4m)

分を検出 した。妻柱および 2本 国の側柱は、玉石を礎盤にしていた。

東一坊大路は中央区と西区の間を通るが、農道・ 水路の関係で調査できなかった。その東の

左京七条一坊東南坪内 (西 区)に は、掘立柱建物 2棟 (S B 350・ 351)が ある。 これ らはかつ

て急傾斜だった残丘を切 り崩 し造成 した東南向きの緩斜面上に建 っていた。一辺 lm以上の大

型柱掘形をもつ掘立柱建物 S B 3501よ 、梁行 3間 (6.Om、 柱間寸法 2.1・ 1.8・ 2.1)、 桁行 5間

(12m)以上 (柱 間寸法2.4m等 間)の 南北棟で、いくつかの柱掘形は柱筋方向に長 い長方形を

呈する。 S B 351は S B 350廃 絶後の東西棟建物で、梁行 3間 (6m)、 桁行 3間 (柱 間寸法 1,8

m等間)以上である。柱掘形 は一辺40～ 60cmと 小規模である。

中世の遺構 中央区西端で検出 した S B 321は 、柱間2.lmの 総柱建物の東南部にあたるが全体

規模不詳。柱穴内やこれを切 った耕作溝から黒色土器が出土 しているので、平安時代にさかの

ぼると思われる。
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Fig 36 第75次調査遺構図 (1:300)



西区では四周に濠がめぐる12世 紀末～13世紀の居館跡を検出した。居館は藤原宮期の造成面

を再度小規模 に整地 して設営 しており、関連する遺構 として、濠の外側に溝 1条、柵列 3条 、

内側に丼戸 1基、掘立柱建物 3棟以上、土器溜などがある。なお、中世の整地土か らは、中世

土器以外に 8世紀後半代の上器 (須恵器杯蓋、土師器甕・ 高杯・ 杯 Bな ど)も まとまって出土

している。

四周の濠 はすべて白色粘土層を含む同 じ上で埋め戻 しており、一連の濠であることは明白で

ある。東濠 S D 335(幅 2.5～ 3.Om、 深さ0,9m)は 、当初、調査区の南北に延びていた (S D 335

A)が、後に南半部を埋め戻 し、新たに掘削 した南濠 S D 336Aと 接続する (S D 385B)。 南

濠 S D 386Aは 幅2.Om、 深さ0,3mと S D 335Bよ リー段浅 く、後に S D 335Bの 西側 に掘削 した

新たな東濠 S D 337(幅 1.2m、 深さ0.3m)と 接続させた時に、幅2.6m、 深 さ0.6mと 若干拡張

している (S D 386B)。 これに対 し、西濠 S D 376(幅 2.3m、 深 さ1.3m)と 北濠 S D375(幅 1.0

m、 深さ0.3m)の 位置は調査区内では変更がない。東濠 と南濠のみを掘 り直 したと仮定すれ

ば、当初、東西57.5m(濠 心々)、 南北42.5m以上の区画を形成 していた周濠のうち、 まず南濠

の位置を北 にず らし、次に東濠を西に約 5mず らして、最終的には東西52.5m、 南北 36.4mの

区画に規模を縮小 したことになる。各濠内か ら12世紀末～13世 紀中葉 (川 越編年Ⅲ一A～ C)

瓦器椀をはじめとする中世土器片が出土 したが、 S D 335A下 層が川越編年Ⅲ―Aを 主体 とす

るほかは、その間に顕著な時期差は認めがたい。なお、最終的な周濠区画は、畑の段差や農道

などの現在の地物によく対応する。

東濠 S D 335の 外側には、東 3mを隔てて南北溝 S D 330(幅 0.9m、 深 さ0,7m)が ある。埋

上が濠と同 じで、 13世紀中葉 (川 越編年Ⅲ一Bの 末期形態)の瓦器椀・皿、土師器皿が多数出

土 しており、居館跡にともなうことは明 らかである。 S D 3801ま 調査区北端か ら約 5mで いっ

たん途切れ、さらに 4m延びて終わる。途切れる位置は南濠 S D 386の 南肩の東延長 とほぼ一

致する。 したがつて、最終的な周濠区画に対応する時期の清 と判断する。 S D 380の 両側 に柵

列 S A 331・ 332・ 333が ある。 S A 332・ 333は 6間 以上でさらに南北 に延びてお り、東濠 SD

335A、 すなわち、当初の周濠区画に対応すると思われる。

周濠内の井戸 S E 345は 区画内のやや東寄 り、南濠 S D 336に 接 して掘削されており、直径1.85

m、 深さ1.6m。 少量の上器片が出土 したのみで、井戸枠などは残 っていなか った。 区画 内の

中央部は後世の削平が著 しく、居館の中枢施設はまったく不明。南東部で小さなピットを多数

検出したが、建物にまとまるものは少なく、わずかに東西棟 3棟分の一部が指摘できるにすぎ

ない (S B 341・ 342・ 343)。 S B 341付 近の南東斜面には13世 紀前葉 (川 越編年Ⅲ一B)の 瓦器

椀・ 皿・ 土釜などが大量に廃棄されていた (S X 340)。

遺 物

遺構にともなう土器類に関 しては上記のとおり。顕著な遺物 として S E 805か ら出土 した木
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製匙がある (Fig.37)。 全長 41.9cm、 身幅7.9cm、 身高 4.3 cmで 、 柄 の基 端 にパ ル メ ッ トを彫刻 す

る。屈曲 したパルメ ッ トの端 を容器 の口縁 にひっかけて、容器 内に落 ち込 まないように工夫 し

ている。柄 の基端 に同 じ機能 の装飾をほどこした春1物 の匙 や杓子 は弥生時代 に多 いが、 7世紀

後半 の例 はめず らしい。

まとめ

宮 に近接す るにもかかわ らず、左京七条二坊西南坪で は、中央部 の溜 ま り状 によどんだ流路

とそれにとりつ く溝、東部 の井戸 2基、西部の掘立柱建物 1棟 のほかに藤原宮期の顕者 な遺構

は存在 しない。坪の中央部 は古 くか らの流路 のために低湿地状 を呈 し、居住 に適 さなか った可

能性 もあるが、東部 に丼戸以外 の遺構がないことは隣接す る七条二坊東南坪 や七条三坊 など第

74次調査区の様相 と大 きく異 なる。 また、第74次調査区で は瓦片がほとん ど出土 していないの

に、西南坪では井戸 の埋土 か ら完形平瓦が出土 したのをは じめ、瓦片が比較的多数出土 してい

るのがめだつ。調査地 の南、左京八条二坊 は紀寺の寺域 にあた る。 あるいは、紀寺付属 の苑院

などが一部北 に延 びていた可能性 も考慮で きるだろ う。

左京七条一坊東南坪 で は、藤原宮期 に飛鳥川右岸 に点在す る残丘 のひとつを切 り崩 して整地

し、造成地 に大規模 な掘立柱建物 を建てている。 検 出 した梁行 3間 、桁行 5間以上 の南北棟

S B 350を 東南坪 の脇殿 と解す るな らば、正殿 は調査地 の北、現在 の春 日神社南 の高 ま り付近

に想定で きるか もしれない。 東

南坪 の造成地 は、中世 に居館 と

して再利用 され る。その整地 土

には 8世紀後半の上器類が比較

的まとまって出土 してお り、 中

世居館 に先立 って奈良時代 に も

この造成地 を再利用 した可能性

もある。中世居館の本体 は削平

されて残 っていないが、方形 に

め ぐる周濠か らかな り大規模 な

施設が想定で きる。

0                  10cm

Fig 37 S E305出 土木製匙 (1:4)
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3 左京八条四坊 (日 向寺)の調査 (第75-4次 )

(1994全F6ゲ])

本調査 は住宅建て替 えに伴 う事前調査 として、橿原市南浦町で行 った ものである。調査地 は

天香久山の南裾部で、左京八条四坊西南坪 にあたる。東西 6.5m、 南北 2.5mの 調査 区を設定 し

た。層序 は上か ら順 に、現代盛上、灰色粘上、灰色粘土混黄褐色砂質土 (整地上 )、 黄色砂質

土 (整地上 )、 黄褐色砂質土 (整地土)で ある。黄色砂質土上面で遺構検 出を行 ったが、 藤原

京あるいは日向寺 に関連す る遺構 はなか った。地表下 1.2mで 湧水 が激 しくな り、 それ以上 の

掘 り下 げはで きなか った。各整地上か らは土器や瓦が出土 してお り、奈良時代や平安時代 にか

な り大規模 な整地を行 っていることは確かである。周辺地域 の調査の進展が期待 される。

古

一
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X=-167、 523

1甲     3p
Fig 38 第75-4次調査遺構図 (1:100)

、東
四
坊
大
路

Fig 39 第75-4次調査位置図 (1:2000)
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4 左京十一条三坊 (雷丘北方遺跡第 4次)の調査 (第71-13次 )

(1994年 1月 ～ 4月 )

本調査は、高市郡明日香村雷の北に計画された県道飛鳥橿原神宮前停車場線新設工事に伴 う

事前調査で、 1991年 に発見された雷丘北方遺跡の第 4次 目の調査である。従前の調査によって、

雷丘北方遺跡は飛鳥川右岸で雷丘か ら小山に至る小丘陵との間の平坦地上に位置 し、中心部に

東西 5間、南北 4間の四面庇付東西棟建物 (正殿)と その東西の 2棟づつの細長い南北棟建物

(脇殿)か らなる建物群を配 し、それ らの東、西、南を掘立柱塀 と溝 とで区画する構造 とされ

ている。第 3次調査では南の掘立柱塀の中央には大規模な門状施設が無いことを明らかにした

が、あわせて東西脇殿の南妻柱列に柱筋を揃えた位置に同規模の東西棟建物 (南殿)が存在す

ることを確認 し、中心部は正殿を囲む長大な掘立柱建物による長方形区画となることが判明 し

た。遺跡は 7世紀後半から8世紀後半代まで存続するが、建物群が形成されたA期 と、正殿を

建て替え、南殿を廃棄 し周囲を礫敷に替えたB期 とに大別され、さらにA期 は溝 S D 2730の 造

替などを根拠に 1～ 3の 小期に細分される。正殿が藤原京左京十一条三坊西南・ 西北坪の南北

中軸線上にあり、東西脇殿は西北坪に入 っていることから、遺跡は 2町分を占めていたと考え

られ、建物配置と占地の規模などから皇族を含む上級貴族の邸宅・ 宮殿あるいは京内に置かれ

た官衡である可能性が高いと想定されている。

今回の調査は、遺跡の東への広がりを把握することと、第 3次調査で確認された東西棟建物

の全容を明 らかにすることを目的とした。調査は前者について東限の掘立柱塀 S A 2845以東 に

延びる東西溝 S D 2730の 東延長部および東限の南北溝の検出をめざして、南北 10m、 東西 7～

8mの調査区 (1区)を設定 して実施 した。後者については当初、南殿想定地全域の調査を計

画 したが、諸般の事情で調査期間が限定され東西17間 の建物全ての検出が難 しい情勢となって、

やむなく東 9間分について南北 12m、 東西22mの 調査区 (2区 )と 西 4間分について南北10m、

東西10mの 調査区 (3区 )を設定 して実施 したものである。以下、東の 1区 と南殿に関わる 2・

3区 とにわけてその概要を報告する。

遺 構

1区 調査地の層序は、上か ら耕土、床上、茶灰色砂質土で、北半にはその下に黄色粘土と炭

化物を含む灰褐色粘土が厚 く堆積 し、地山の青灰色細砂 。青灰色微砂に至る。南半では茶灰色

砂質上の下は灰褐色粘土細粒混 じりの灰色細砂で、その下は青灰色細砂以下の自然堆積層となっ

ている。後述するように北半の炭化物を含む灰褐色粘土層は下層溝を埋め立てた整地土である。

検出した遺構には東西溝 S D 2730の ほかに下層溝、土坑、井戸、石敷などがあるが、東限の

南北溝は検出されなかった。整地土下で検出される前 4者がA期 に属 し、茶灰色砂質土の下で

検出される石敷等はB期 に属する。
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東西溝 S D 2730は 幅約 2.5m、 深 さ0.4mで 埋土 は暗灰色粘土混 り灰色砂上 で あ る。 溝 は東 限

の南北塀 S A 2845以 西で は幅狭 くな って南殿 S B 2850の 南 の溝 につなが り、 そ こで は石組溝ヘ

の造替が確認 され るが、今回の 1区 で は北 に寄せて掘 り直 した素掘溝 S D 2730Bが 確認 され る

だけである。溝底の南北端 には掘 り直 し以前 の杭を 4本確認 してお り、 しが らみで護岸 した素

掘溝 と思 われる。埋土か らは少量 の 7世紀後半代 の上器 と砥石が出上 した。溝 は長 さ 6m分 を

検出 したが、調査区の東外方へなお延 びてお り、東限の南北溝 は検 出されなか った。 したが っ

て遺跡 は東区画塀 S A 2845の 東 10.5m以 上 まで広が っていることになる。

下層溝 S D 3240は 石敷 S X 3256な どの下 で検 出 した。溝全体 は東で北へ傾 く方位 を もち、 南

か ら約 4mが 深 さ0.5mと 深 いが、以北 は深 さ0.3mで調査区北外方 に広 が って い る。 溝底 には

流水 の形跡が無 く、北下が りの層をなす暗灰粘土・ 黄色粘土・ 灰褐粘上の間に炭化物層が薄 く

堆積す ることか ら、全体が埋め立て整地 土層 である可能性がある。 ただその場合で も、後述 の

上坑 はその堆積層 の中程か ら掘 り込 まれてお り、一度 に埋 め立てた もので はない。炭化物層な

ど下層か ら 7世紀末の上器 と墨痕 のある削 り屑、凸面布 目平瓦片などが少量 出上 し、上層 には

長 さ2.5cmの 円棒 に小孔をあけた土錘状 の土製品が、最上層 には「嶋女」 の墨書 を もつ奈良時

代 の須恵器蓋がある。

土坑 S K 3245は 下層溝 S D3240の 堆積層 中程 か ら掘 り込 まれた直径0.5m、 深 さ0.3mの 小規模

な土坑で、表 に「恵思和上三」、裏 に「祥□□」 と書 いた荷札木簡 と少量の土器 が出上 した。

井戸 S E 3250は 石敷 S X 3255直 下 の整地上下面か ら掘 り込 む。 直径 1.6～ 1.8m、 深 さ0,7mの

規模で、埋上の暗灰褐色砂土 は中凹みに堆積 し枠板などは検出されなか った。埋土 か らは 7世

紀末 の上器や銅片が出土 し、土師器甕片 には「寺 (?)」 の墨書がある。 北岸 は大 官大寺式軒平

瓦などを含む瓦礫群 S X 3247で 覆われ、南岸 は先の土坑 S K 3245の 一部を壊 してい る。

石敷 S X 3255は 幅0.6mで 東西方向に細長 く延 びる。第 3次調査東区の石敷 S X 2851の 東延長

部 にあた り、調査 区中央 までの長 さ2.5m分 を

検 出 しただけで東半では検出されなか った。

石敷区画 S X 3256は 東 と西 と南 の辺 が直線 を

な し、北 は石敷 S X 3255の 南に連 な って、 東西

幅 1.2m、 南北幅1.5mの 長方形区画を形成 す る。

この規模 は第 3次調査区の石敷 区画 S X 2849の

内部 と類似 してお り、用材の一部 と直上 に縄 目

叩 きの平瓦が、直下の整地上 に飛鳥 V期 の上器

が含 まれ る点で もS X 2849と 同様 で一連 の施設

と思 われ るが、石敷 S X 3255と と もに用途 は明

らかでない。
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Fig 40 第71-13次 調査 1区遺構図 (1:200)



203区  基本層序 は 1区 と変わ らないが、灰褐色上 の下 には全域 に奈良時代後半 までの土器

を含む B期 の礫敷が広が る。 その下 は、 2区で は南半部 に黄色粘土、暗茶色粘上、灰褐色砂 の

整地土があ り、暗青灰色細砂 の地山に至 る。暗青灰色砂 は自然河川状の堆積層で古墳時代前半

の上器 を含 む。 3区では黄色粘上 の整地 は顕著でな く、茶褐色粘質土が地山の上にのっている。

検出 した主 な遺構 は既 出の建物 S B 2850と 東西溝 S D 2730で あ り、新 たに検 出 した遺構 はそ

れ らに関わ る石敷 S X 3261、 暗渠 S X 3275な どのほか、 2区 の北側 の浅 く不整形 な土坑数 基 と

柱穴を壊す方形土坑等があるに過 ぎない。

S B 2850は 、第 3次調査で東妻柱列 と中央部南側 の 6間分の柱穴 を確認 し、第 2次調 査 で検

出 していた柱根 3本を北側柱列の一部 とみて東西 17間 、南北 2間 の身舎 に南庇 のつ く建物 を想

定 した。今回 は建物東半 の 2区 で、第 3次調査区で検 出 した柱穴 に加 えて新たに、北側柱 9本、

南側柱・ 南庇柱各 4本を検出 し、西半の 3区で は南側柱、南庇柱各 3本 のほか、西妻柱列 を想

定通 りB期 の南北石組溝の下で検出 した。 これによ って建物 は第 3次調査 の想定通 り、桁行 17

間 (約 40m)、 梁行 2間 (4.7m)で あ り、後 に2.35mの 出を もつ南庇 がつ くことが確定 した。

なお、第 2次調査 の 3本の柱根 については、柱間が不揃 いで、柱筋 も異な っていたために A期

の建物 とみなさなか ったが、再検出の結果、それ は柱が著 しく傾 いていることによ る もの で、

柱の基底部で は柱筋、柱間 ともに揃 っていることが判明 した。

身舎の柱掘形 は平面 1.2× 1.4mの 長方形 を呈 し、柱筋方向に長 い傾向が あ る。 深 さ1.2mで 直

径25cmの 柱根 が遺存す るものがある。なお、身舎東南隅 の柱穴 に残 る柱 は直径 15cmと 細 く、 深

さも40cmし かない。 これはこの柱位置が北 に寄 っていることと、 これ とは別 に柱痕跡が認 め ら

れることか ら、床束等 の別の用途 の柱 と考え られ る。庇 の柱掘形 は一辺 1.Om、 深 さ0,7mで 、

柱 は直径 15cm程 と細 い。柱掘形 は黄色粘上 の整地上上面 か ら掘 り込 まれるが、 この黄色粘 土 は

東西石組溝 S D 2730Bの 裏込 めとなってお り、庇がA-2期 になってつけ加え られた こと は確

実である。

また、第 3次調査ではこの建物 はB期 には

取 り壊 されて礫敷 となることが確認 されてお

り、礫敷 を除去 した検出面 には建物の旧床面

の状況が残 されている可能性が高 いと期待 さ

れた。精査の結果、柱根や柱痕跡を貫 くよ う

に幅30cm弱 の浅 い灰色粘質土 の帯 S X 3263が

確認 され、南側柱列 の東端間では同 じ幅 に川

原石 を並べた石敷 S X 3261と その抜 き取 り痕

跡 S X 3262が 検 出された。 これ らはち ょうど

柱筋 を貫 いて存在す ることか ら、柱間をつ な
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Fig 41 第71-13次 調査 3区遺構図 (1:200)
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Fig 42 S B 2850・ S D 2730。 整地土の土層模式図 (1160)

ぐ壁を うける地覆 とその痕跡 と考え られ、建物内部 は石敷 あるいは土間であった可能性が高い。

なお、調査の過程で北側柱列 については明瞭に柱掘形が検出されたが、南側柱 と庇柱 につい

ては極 めて困難であ り、既 に露 出 している柱根や明瞭な柱抜取穴 にひかれて、埋上の乱れた部

分を最大限評価 して柱掘形 とした。 しか し、柱穴を断ち割 って精査 した結果、南側柱列の掘形

について は検出面下約50cmの 黄色粘土、暗茶色粘土、灰褐色砂 の下か ら掘 り込んでお り、本来

整地土上面で は検出されるはずのないことが判明 した (Fig.42)。 この検 出面 の違 い は、 建物

建設時に南半 については一段低 い状況であったのか、 あるいは、建設後 にその高 さまでの上を

除去 したかのどち らかであ り、建てた柱をそのままに先 の 3層 の整地上を施 した ことを示 して

いる。 いずれであるかを明確 に示す手がか りはないが、整地上 の最下層灰褐色砂 は建物 の東半

部 に限定的にみ られるに も関わ らず、水平で均一 な厚 さを もち、土質 も決水 に際 しての堆積砂

をお もわせ ること、 さらに検 出面 の高 さが整地上のみ られる範囲すなわち建物 の棟通 りの北約

lmよ り南 については、緩やかな傾斜で約15cm高 くな ってお り、その起伏 は建物廃絶後の礫敷

段階に も引 き継がれていることに注 目す ると、建築後のある時期 に南半が洪水等で流失 し、そ

れを補 いさらに再度 の流失を防 ぐために、南半を上手状 に高 く盛 り上 げた結果であると推定す

るのが妥当であろう。その場合、流失 はA-2期 以前 の こととなる。

S D 2730に は A、 B、 Cの造替がある。造営当初のAは 幅約 lmの 素掘溝であるが、 大半 を
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Fig 43 第71-13次 調査 2区遺構図 (1:200)

第 3次調査区
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Bに壊されていて独自の堆積層は極めて薄い。第 3次調査の所見では東脇殿 S B 2830ま では南

妻柱の南 lmに 北岸をもつ幅 3mの溝であるが、東脇殿の西南隅から北岸が南に寄るように幅

を減 じ、 S B 2850の 前面では南側柱から約2.5m離 れて北岸があるとされる。前述のようにA一

1期の建物 S B 2850に は庇が付かないから、建物前面に空閑地ができることになるがその理由

はわか らない。

S D 2730 Bは 素掘 りのAを東脇殿の西南隅か らS B 2850の 前面について黄色粘上で埋め立て、

それを裏込めとして南北側石を並べて石組溝とした段階で、幅0.4m、 深 さ0.3～ 0.4mで 底石 は

ない。側石は東半では0.5m大 の川原石を 2～ 3段 に積み上 げるが、西半では比較的大型の石

1石を立て並べる傾向があり、一部平面方形の石が南北両岸に向かい合った箇所がある。建物

S B 2850の 南庇の柱掘形 との重複関係からは、南庇 と共存する。 S D 2730Bの 南岸 には建物西

端から2間 目の柱の前に暗渠 S X 3275が 敷設される。暗渠は行基式の丸瓦を重ねた構造で、東

南から西北に向かい溝 Bに流れ込む。溝 Bの埋土からは円面硯のほか須恵器平瓶、鉢、土師器

杯、鉢や墨痕のある木片などが出土 し、須恵器鉢には全面に黒漆が塗布されている。

S D 2730Cは 石組溝 Bを埋め、小型石 1石だけを並べた小規模な雨落溝 とした段階で、溝 は

幅0.3m、 深さ0.2mで 、北岸には建物寄 りのやや高い位置にいま一列の石列が設 けられた形跡

がある。それらの石列が庇柱筋に一致 していることか ら、 この時期はまだなお建物が存続 して

いると考えられる。西半部では、石組溝 Bが西に向かって下降 していたのにあわせて、西に厚

く盛 り土を行 ってか ら石を並べていて、溝 S D 2730Cは ほとんど傾斜をもたない。

建物 S B 2850の 東南部にある角材を埋めた溝状土坑 S X 3257は 礫敷きの下で検出され、石組

溝 Bの 南側石を壊 している。 この関係か らは角材の埋置がA-3期 かB期 かは判然 としない。

しか し、角材は溝幅0.3mで 復原される溝 Cの南側石に重なる位置にあるか ら溝 Cと の併存 は

あり得ず、角材はB期 の造成にともなって埋められたことになる。角材 は長 さ7.5mで 一端の

長さ2.2m分 が円形に加工され、残された釘穴の間隔が4.7mで あることか ら、柱間 8尺 の建物

の桁材であり、上に被せた幅25cm、 厚さ5cmの 板材 とともに、 B期 には取 り壊 されている建物

S B 2850の 用材 とみられる。

2区 の北に散在する土坑 S K 3266～ 3269は 不整形で浅 く、埋上の暗灰色粘土 には 7世紀後半

代の土器片 と腐朽 した木片が含まれている。いずれも建物 S B 2850の 北側でおさまることか ら

建物造成時の整地の一部 と考えられる。また柱穴を壊す方形土坑 S K 3270は 一辺 1.7m、 深さ0,7

mの 規模で、中に大量の礫が詰められている。機能や時期は明 らかでない。

まとめ

南殿と遺構の変遷 今回の調査の結果、遺跡の中心区画の南殿 S B 2850は 、第 3次調査の想定

通 りの規模でA期 に存在 し、 1～ 3小期の変遷をへてB期 には廃絶することが確認された。A一

1期の掘立柱建物 S B 2850は 東西17間 、南北 2間 の東西棟建物で、南庇はなく、柱間は桁行梁
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行とも8尺等間であり、南側柱列が東西脇殿の南妻柱と揃い、東西妻柱は東西脇殿の側柱か ら

それぞれ約6.3m離 れた中央に位置 している。その後の変遷をたどると、 △-2期 の直前には

洪水等にみまわれ、それを契機 として、南半に整地がなされく素掘溝 S D 2730Aを 石組溝 SD

2730Bと し、建物に南庇を付加するなどの改造が行われたと推定される。そして、A-3期 に

は東脇殿に南庇をつけ加え、石組溝 S D 2730Bを 小さな石組溝 S D 2730Cに 作 り替えるが、 こ

の建物に関 しては改造は認められない。さらにB期 にいたって、他の建物は存続するのに対 し

て、 この建物は廃絶され広 く全域が礫敷 きとなる。

また、側柱列で検出 した壁地覆の痕跡から、A-2期 以後の建物内部およびB期 の礫敷面に

は、建物棟通 りに平行 して南が高い起伏が存在することが判明 した。起伏のある床面は通常の

建物利用にとっては不都合であろうが、黄色整地土の状況から推定 した通 り、ある時期に建物

の南半が洪水等で流失 し、それを補いさらに再度の流失を防 ぐために、南半を上手状に高 く盛

り上げたとすれば、形成された理由は理解される。

建物の造営 と改修の年代については、石組溝 Bの埋土に飛鳥Ⅳ～Vの 上器があり、A-2期

の廃絶が飛鳥V=藤原宮期の 1時点のことと知れ、礫敷中に奈良時代後半の上器が含まれるこ

とか ら、 B期 はその時期まで存続 したことが確認される。 したがって、A-1期 は 7世紀後半

代に始まり、 B期 の改造がなされるのは奈良時代に入 ってか らと推定されよう。

なお、遺跡の性格については建物配置から上級貴族の邸宅、宮殿あるいは京内官衛 と推測さ

れ、今回の調査を含めた出土土器に大型の供膳具が目立ち、黒漆塗の須恵器鉢があって上級の

貴族階層の什器 とみ られることと矛盾 しない。 しか し、伴出する文字資料は今回の荷札木簡の

人名「恵思和上」をはじめとして仏教的色彩が濃 く、土器類 も寺院での什器とみることも可能

である。であれば出土遺物の内容は直接に遺跡の性格を示さないことになる。瓦類についても

この遺跡の建物に葺かれたものではなく、何度かの改造に際 して近在から持ち込まれたものと

推測されており、今回の調査で出土 した遺物の多 くが 1区 の下層溝や 2・ 3区 の石組溝 SD

2730Bな どの埋め立て整地に伴 うことを重視すれば、土器にも瓦や木簡と同様に近在の遺跡か

ら持ち込まれたものが含まれている可能性があり、なお慎重な検討が必要であるとおもわれる。

東外郭塀以東の状況 調査区内では、東限塀 S A 2845に 平行 した南北溝は確認されず、長方形

区画に南接する東西大溝 S D 2730は なお東に延びていて、遺跡の東限の様相は来年度以降の調

査に待たねばならない。また、東西溝 と同時かそれ以後に形成された下層溝 とその埋め立て整

地上は、第 3次調査東区では整地上の違いとして認識されており、今回の調査区の北、東へも

のびている。出土遺物か らは 7世紀後半から末の時期に限定され、A期 のこの地域は沼のよう

な凹みであったと考えられる。下層溝の広がりと性格を含めて詳細の解明は来年度の調査に委

ねたい。

一- 57 -―



5 左京十二条三坊 (雷丘東方遺跡)の調査 (第75-3次 )

(1994年 6月 ～ 7月 )

本調査は、県道橿原神宮東口停車場飛鳥線の拡幅工事にともない、明日香村雷において実施

したものである。県道の拡幅部分の雷交差点以北については、1993年度に第71-9・ 10・ 14次

調査を実施 しており、 7世紀前半か ら平安時代初めにかけての遺構を検出し、そのうち、奈良

時代中頃か ら平安時代初めにかけての遺構は、小治田宮に関係するものと推定されるに至った

(『概報 24』 )。 その結果、建物の規模や配置を最終的に確認するために、現在の道路部分 も調査

する必要が生 じた。そこで、拡幅部分の工事の終了を待 って、前回調査できなかった旧道路部

分 と、「雷池」の東に新設される広場予定地の調査を実施することとなった。 しか し、 旧道路

の西にある倉庫等への車両進入路を確保する必要上、調査区の設定にはいくつかの制約があり、

結局、南区・ 中区・ 北区にわけて調査することとなった。調査面積は約500∬ である。

南区 現道路下には、NTTの 電話線、都市ガス管及び県営水道の水道管がほぼ並行 して埋設

されており、遺構面はこれらの掘形によって寸断されている。また、戦前にこの道路が建設さ

れた時の削平 も著 しい。南区の南半は、路床の直下、及び畑の床土直下が花筒岩の風化 した岩

盤 となるが、北半では岩盤が急激に落ち込み、斜面を整地 した黄褐色砂質土 と粘質土か らなる

‐
跡

‐
遺方北

Fig 44 第75-3次調査位置図 (1:4000)
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整地上層上面で遺構を検出した。

検出した遺構には、礎石建物 S B 3030な どがある。調査区の東壁断面で、前回調査で検出 し

た礎石建物 S B 3030の 南西隅の礎石抜取 り穴 1カ 所を検出した。礎石の据え付け掘形の大 きさ

は、南北 1,4m、 深さ0.3mあ り、礎石抜取 り穴には瓦片を含む。 これで S B 3030の 規模 は 3×

3間 の総柱建物であることが確定 した。南区の北方では、地山の花南岩岩盤が急激に落ち込み、

黄褐色砂質土と粘質土か らなる整地上が厚 く堆積するがほとんど遺物を含まない。なお、 これ

以外に、調査区の南西部で戦前に操業 していた炭焼 き窯 1基を検出した。

中区 中区では、電話線・ ガス管・ 水道管による破壊をのがれた範囲でほぼ全面にわたって遺

物包含層を検出した。 この包含層を掘 り下げると南西か ら北東方向にひろがる溝状土坑となり、

前回、71-14次調査区で検出した下層大溝 S D 3100の 西延長部分にあたることを確認 した。幅

約 6m、 深さ約0.8mあ り、土層の堆積状況や遺物の出土状態 は前回 と同様であり、 7世紀初

めか ら前半代の土師器・ 須恵器が出土 した。

北区 道路部分と、その西の広場予定地を調査 した。広場予定地は、かつて雷丘の北麓に沿 っ

てめぐる 3段 ほどの棚田として利用されていたが、その後、土砂・廃棄物の仮置き場 として長

い間使用されていた。旧道路下では、 ここも電話線などによってほとんど破壊され、雷丘の北

麓の旧地形を一部で確認 したにとどまる。また、前回の71-10次調査で検出 した土塁状のたか

まりS X 3130や 、その南側にある大溝 S D 3131の 西延長部には、電話線の大型マ ンホールが設

けられて徹底的に破壊されており、その延長部分はもちろん、その有無すら検討できなかった。

調査区内で検出した遺構は希薄であるが、掘立柱建物の一部をなすと考えられる柱掘形 3箇か

らなる S X 3330と 、掘立柱東西塀の一部と思われる柱掘形 2箇 からなる S X 3331、 丘陵の北東

部を限るとみられる大溝 S X 3333の 西岸を検出した。遺構は、 この辺 りの地山を形成する砂礫

まじりの黄褐色粘質土上面で検出した。

S X 3330の 柱掘形の大 きさは、南北1.2m、 東西0,8m、 深さ0.3mで あり、直径0,2m程 の柱痕

跡が残 る。柱間寸法は、2.3mほ どであるが、柱掘形はかな り削平 されている。柱掘形か ら 7

世紀後半 (飛鳥Ⅳ段階)の土器が出土 した。

S X 3331の 柱掘形の大 きさは lm前後、深さは1.lmほ どある。柱掘形か ら7世紀後半 (飛鳥

Ⅳ段階)の上器が出土 した。

S X 3333は 、その西岸の一部を検出しただけであるが、地山をなす青灰色の砂礫層を深 さ 2

m近 く掘 り下げた大規模な遺構である。埋土中に黄色粘土の塊が大量に含まれていることから、

埋め戻されたものと推定される。 7世紀前半から後半 (飛鳥 I～ Ⅳ段階)の 土器 と瓦片が少量

出土 した。規模や性格は不明であるが、雷丘の北に舌状に張 り出した台地北端に沿 って掘 られ

た大規模な溝になる可能性が高い。
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6 左京 その他 の調査

A 左京五条三坊の調査 (第 75-10次 )

(1994全 F10ゲ])

本調査 は個人住宅新築に伴 う事前調査である。調査地は推定左京五条三坊の東南坪 と東北坪

にまたが り、五条々間路の検出を主 目的とし、南北15m、 東西 3mの調査区を設定 した。 しか

し、五条々間路は検出できず、検出 した遺構は藤原宮期に先行する斜行溝 1条、藤原宮期の柱

穴 2個および溝状の落込み、中世の小穴群である。基本層序は地表面か ら耕作土、床土、黄灰

色粘上で、遺構はすべて黄灰粘土の地山面で検出 した。

藤原宮期以前の遺構  S D 3260は 調査区内で くの字に折れ曲がる斜行溝である。溝 は南か ら北

へ流れ、溝底のレベル差は調査区の南北で25cmで ある。溝内の遺物は少なく布留 Ⅱ式の上器が

出上 しており、 4世紀末期の溝 と推定する。

藤原宮期の遺構  S B 8250は 南北3.6mを 隔ててある 2個 の柱穴である。柱掘形は約 lmの方形

で、現存す る深 さは40omで ある。発掘当初 は、 2個 の柱

穴 の南北延長線上 には柱穴が無 い ことか ら、身舎梁行全

長が3.6mの 東西棟 と考 え、 北側 の柱穴 の西延長 を拡張

し柱穴の存在を求めた。 しか し、柱穴 の存在 は確認 出来

なか った。現状では梁行 1間 (3.6m)、 桁行不明の建物

と考えてお く。

発掘区西南 にあるS X 8245は 、溝状の落込みで ある。

北端 は溝状 に途切れているが、未発掘区でどのような広

が りを もつかは不明である。発掘区内で確認できる落込

みの底 は遺構面か ら約 25cm下 が り、底面 には扁平 な拳大

の石が散見 される。何等かの用途 として人為的に置かれ

た可能性 もある。埋土か らは飛鳥 V期 の土師器・ 須恵器

が出土 してお り、 この施設 は藤原宮期の施設 である。 ま

た、埋土内か らはスサ入の壁上が出土 した。

なお、五条 々間路 は予定位置で確認で きなか ったが、

S B 8250の 残存状況か らして、例 え調査区内 に五条 々間

路があったとして も、後世 に削平 された可能性が高 い。

中世の遺構 瓦器を伴出す る小穴 を17個 検出 したが、 ど

のような建物 にまとまるか は不明である。

| 
♀              ;m

Fig 46 第75-10次調査遺構図 (1:150)
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B 左京十一条四・ 五坊 の調査 (第 75-8次調査 )

(19944再 8ゲ])

本調査 は、下水道工事 に伴 う事前調査 と して明 日香村奥山で行 った ものである。調査地 は奥

山の集落西端か ら、県道橿原神宮東 口停車場飛鳥線に至 る東西道路上で、藤原京左京十一条四・

五坊 にあたる。調査 は、竪坑の範囲を対象 と し、東側か ら 1区～10区 とした。 この うち 1・ 3・

5・ 7・ 9・ 10区 で東西 2m、 南北 2m、 2・ 4・ 6・ 8区 で、 東西 6m、 南北 2.4mの 発掘

区を設定 した。 2区 が中 ツ道 (東 四坊大路 )、 9区が東三坊大路の想定位 置 にあた る。 1区 に

ついて は、湧水が激 しく発掘区の西側 に隣接す る小河川への影響 を考え若干掘削 ののち調査 を

断念 した。 なお遺構図は、条坊 に関わ る 2・ 9区のみ図示 している。

2区で は、現路面下 1.lmに ある灰色砂層上面で遺構 を検 出 した。 検 出 した主 な遺構 は、 古

墳時代前期 の土坑 S K 3336、 7世紀代 の南北小溝 S D 3337(幅 30cm深 さ20omほ ど)、 時期不明 の

上坑群 S X 3335で ある。中ツ道 に関わ る遺構 は確認で きなか った。

4区で は、現路面下 lmに ある明茶褐色土層上面で遺構を検出 した。検 出 した主 な遺構 は、

弥生時代 中期の土坑 1基、古墳時代中期 の上坑 1基、平安時代前期 の土坑 2基であ る。

6区で は、現路面下 1.3mよ り、発掘区の仝面 で旧河川 の堆積上 で あ る黄灰色粘 質土、灰色

極粗砂等が認 め られた。 この堆積土 は、現路面下 1.8mま で続 いてお り、川底 は確認 できなか っ

た。 旧河川 に含 まれ る遺物 は、古墳時代 か ら藤原宮期 までの須恵器、土師器であ る。

9区で は、現路面下 lmに ある黄褐色粘土層上面で遺構を検出 した。検 出 した主 な遺構 は、

7世紀代 の南北斜行溝 S D 3344(深 さ30cm幅 30cmほ ど)、 時期不明 の南北小溝 1条 で あ る。 東

三坊大路 に関わる遺構 は確認で きなか った。

3・ 5・ 7・ 8・ 10区 については、それぞれ現路面下 lm前後で遺構検出を行 ったが、時期

不明の小溝や土坑を検出 したのみである。

|~・

・

3区 12

!.9                 1qOm 
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第75-8次調査位置図 (1

Y=-16590
|

X=-16835ユ

9区

Fig 48 第75-3次調査 2区遺構図 (1:100)
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7 右京七条二坊の調査 (第75-11次 )

(1994年 10月 ～ 11月 )

本調査 は、橿原市四分町256-3・ 12・ 13に おいて、 県道 の建設 に伴 う事前調査 と して実施

した。調査面積 は約528∬ である。

当該地 は弥生時代 の四分遺跡の南端付近 にあた り、 7世紀後半 の藤原京期 には藤原京の六条

大路 と西二坊大路の路面敷、および右京七条二坊西北坪 の一部 にあたる。 さらに周辺の調査で

は、中世 (12～ 13世 紀)の 遺構 も見つか ってお り、 これに関連す る遺構 も期待で きるところで

ある。

遺 構

調査区の層位 は、表土直下 に飛鳥川堤防の盛土が厚 く堆積 し、以下、中世以降の堆積層、中

世 と藤原京期 の遺構がある暗褐色粘土層、 さらに弥生後期の包含層である暗茶褐色粘土層 (厚

さ50～ 60om)、 基層 の茶褐色粘土ない し緑色砂岩層 に移行す る。

遺構 は暗褐色粘土層、および暗茶褐色粘土層の上下 2層 にわた り検出 した。上層遺構 には掘

立柱建物 3棟、掘立柱塀 3条、井戸 1基、溝 1条、土坑があ り、下層遺構 には土坑 10基 、中世

以降の耕作 に関わる東西および南北溝が多数ある。

以下、主要 な遺構 について述べ る。

S B 8290は 、桁行 4間以上 の東西棟建物である。梁行規模 は不詳である。桁行の柱間寸法 は

東の端間が 1.7m、 他 は2.4m(8尺 )で ある。

S B 8291は 、 S B 8290に 重複す る南北棟建物である。北 の妻側柱 のみを検出。柱間寸法 は1,3

mと 1.6mで ある。

S B 8292は 、 S B 8290・ 8291に 重複す る建物である。東北隅柱のみを検 出 した。 桁行、 梁行

ともに規模 は不詳である。

S B 8296は 調査区の北端で検出 した中世 の建物である。桁行・ 梁行 ともに 1間分を検出 した。

柱穴の掘形 は直径・ 深 さともに20cm程度 と小 さ く浅 い。柱間寸法 は1.7mで ある。

S A 8293は 、掘立柱東西塀で 3間分 を検出 した。柱間寸法 は 2m前後である。 この塀 の北 は

六条大路南側溝 の推定位置にあた り、右京七条二坊西北坪 を区画す る施設の可能性がある。

S E 8297は 、中世の井戸である。掘形 の直径 は2.5m、 検 出面 か らの深 さは2.Omで あ る。 抜

き取 りが、井戸底 にまでおよぶ。一部 に玉石が残 ってお り、 もとは石組 の井戸だ った可能性が

ある。井戸の抜 き取 りか らは、曲物や毬杖 の毬の可能性がある木球、 12世 紀代 の瓦器椀な どが

出土 した。

S D 8298は 、発掘区の東端で検出 した南北溝である。一部 を確認 したのにとどま り、 溝 の規

模 は不明である。溝内の堆積層か ら瓦器椀が出土 した。隣接調査地で検出 している中世 の溝 と
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Y=-167,100

x=-167,110

x=-167,120

X=-167,130

x=-167,140

Fig 50 第75-■次調査遺構図 (1:200)
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一連であろう。

S K 8300は 、下層 で検 出 した弥生時代後期 の上坑である。 直径約 2mの 隅丸方形を呈 し、 検

出面か らの深 さは0.5mで あ る。

S K 8299は 、下層で検出 した弥生後期の上坑である。最大辺長約 2mの 不整形土坑で、 検 出

面か らの深 さは0.3mで ある。

遺 物

遺物の大半 を占めるのは、下層 の上坑か ら出土 した弥生後期 の土器である。 これは破片のみ

で、完形 になるものはない。上層遺構 に伴 う遺物 には、中世 の井戸抜 き取 り穴か らの出土品が

ある。 これには、瓦器椀、瓦器小皿、土師器皿、羽釜および曲物、木球 お よび板状品があ る。

瓦器 の年代 は12世 紀代である。木球 は広葉樹 の幹を削 り成形 した もので、やや扁平であるが毬

杖の毬であろ う。大 きさは 7 cm× 6.5cm、 厚 さ 4 cm。 曲物 は直径 25cm、 高 さ15cmで 、端部をかば

(桜 の樹皮)で綴 じ合わせ る。藤原京期 の上器 は、少量である。

まとめ

検出 した遺構 は中世、藤原京期、弥生時代の3時期があ る。 この うち藤原京期 で は、 右京七

条二坊西北坪 を区画す る施設である可能性が強い東西塀 S A 8293と 、建物 3棟 を検出 した。 調

査区が道路敷地 とい う制約 もあって、他 に関連する遺構 は見 いだせなか った。

建物 は 3時期 の重複があ り、 S B 8292→ S B 8290→ S B 8291と 変遷 している。

調査 の最大のね らいであ った六条大路南側溝 は、検 出で きなか った。大路南側溝の推定位置

である調査区の北半部 には、藤原京期の包含層 といえ

るものはな く、 この時期 の遺構面 と中世 の遺構面 は同

一である。 この状態か らみて、六条大路南側溝 は中世

に削平 を受 け、遺存 しなか った可能性が強い。

弥生時代の主要 な遺構 は土坑群であ り、四分遺跡 の

南端を画す る施設 などは検 出で きなか った。 また、 弥

生後期の遺物包含層 も調査区全体 に広がることか らみ

て、四分遺跡の範囲 は従来 の推定を超え、調査区の さ

らに南側 にまで広が る可能性がでて きた。 この点 は、

将来の調査 に委ねなければな らない。

∽0
&∞
―∞

Fig 51 S E8297出土木製品 (1:6)
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8 本 薬 師寺 の調 査

A 本薬師寺 1993-3次調査

(1994年 2月 ～ 4月 )

橿原市城殿町にある本薬師寺跡 には、現在 も金堂 と東西二つの塔 の上壇 そ して多数 の礎石が

残 っている。本薬師寺跡で は、 これまで 8回 の発掘調査を実施 し、金堂 。中門・ 南面回廊など

について成果 をあげて きた。今回 は前年度 の中門・ 南面回廊 の調査 に続 く計画調査で、東塔 の

基壇規模 と周囲の状況 を明 らかにす ることを目的に調査を実施 した。調査 は1994年 2月 10日 に

開始 し、 4月 15日 に終了 した。調査面積 は276rで ある。

基本層序

調査地 の現況 は水 田である。調査区の層位 は上か ら順 に、水田耕作土 (厚 さ約20cm)と 水 田

床土 (厚 さ約 15cm)、 灰褐色土や暗黄灰褐色砂質土などの遺物包含層、 凝灰岩 の細片 を含 む暗

褐色砂質上、粘土混 り暗灰色砂質土、暗灰色砂質上である。本薬師寺 に関係す る遺構 は、遺物

包含層 の下、伽藍造営時の整地 である暗褐色砂質土層 の上面で検 出 した。

遺 構

東塔跡 には現状で、南北13m、 東西16m、 高 さ約 lmの上壇が残 る。土壇上には舎利孔をもっ

1994-1・ 2次調査位置図 (1:2500)

一細・位
八
卜
‐
」

Fig 52 本薬師寺1993-3、
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た心礎 (東 西 2.lm、 南北 1.7m)の ほか、四天柱礎石 4個 と側柱礎石 11個 がほぼ元の位置を保 っ

て残 っている。側柱礎石 は本来あった12個 の うち 1個 が失われ、残 る11個 のなかに も大 き く欠

損 した礎石がある。裳階の礎石 は全 くみあた らないため、 この塔 に裳階があ ったか どうかが議

論 された。今回の調査区は東塔跡土壇 に及 ばなか ったので、裳階の有無 について判断で きる遺

構を検出す ることはで きなか ったが、東塔の基壇規模および基壇周囲の施設 について新たな知

見を うることがで きた。

東塔基壇 に関わる遺構 東塔西南隅の基壇地覆石抜 き取 り穴 と階段地覆石抜 き取 り穴 があ る。

基壇地覆石抜 き取 り穴 は、幅約70cmの 溝状を呈 している。地覆石据え付 け掘形 は確認 して い

ない。階段 は南面階段 と西面階段が調査区内に入 っているが、 これ も石階 はおろか地覆石 まで

完全 に抜 き取 られ、 その本来の位置を確定す ることはで きなか った。

これ ら抜 き取 り穴 お よ

び調査区内各所か らは凝

灰岩 の切石断片が多数 出

土 している。 さらに、 金

堂 の基壇化粧および階段

には凝灰岩切石が使用 さ

れたことが既 に判明 して

いるので、東塔 の基壇化

粧 も凝灰岩切石を用 いた

とみてよいだろう。

地覆石 の位置を確定 す

ることはできなかったが、

後述す る基壇周囲の化粧

との関係か ら、基壇規模

は一応、一辺 14.2m、 周

囲の石敷 きか らの基壇高

は1.45mと 推定 される。

調査区が基壇本体 にお

よんでいないので基壇築

成 については十分な調査

がで きなか ったが、調査

区の東辺で基盤層が大 き

く落ち込む部分があった。

|

Y=-18.050
|

Y=-18,040

Fig 53 本薬師寺1993-3次調査遺構図 (1:200)
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これが基壇 の掘 り込み地業 と関連す る可能性 はある。

東塔基壇周囲の遺構 玉石敷 きS X 221は 東塔 の基壇周囲にある、 人頭大 ほどの川原石 を用 い

た玉石敷 きである。後世 の撹乱でかなりの敷石が抜 き取 られていたが、その構造 と規模をほぼ確

認 した。周囲に玉石列をめ ぐらせた正方形 の施設で、わずかに依存す る玉石列 とその抜 き取 り

穴か ら復元す ると、一辺約21.8mの 正方形 となる。基壇 に接す るところに幅の狭 い縁取 り (犬

走 り)が あ り、 さらに石組雨落溝がめ ぐる。そ して雨落溝 と縁石 との間には玉石を敷 き詰 めて

ある。

犬走 りS X2111よ 、玉石 2石分、約 60cm幅 である。基壇西南隅 に、 ごく部分的に残 るだけだっ

た。

犬走 りに沿 って玉石組 の雨落溝 (S D 212・ 215・ 216・ 219)が め ぐる。 溝底 に玉石 を二列並

べ、両側 にやや平 たい玉石を立て並べ る。幅約 60cm、 深 さ約 10cm。 階段部分 (S D 216・ 219)

は幅5.8m(心 々)で、 1.65m外 側 にはりだす。西階段周囲 の雨落溝 S D 219は 、 西側石 にほか

の部分 よ り大 きな石 を使用す る。後述す る参道が接続す ることと関連す るのであろう。南西隅

で は西面雨落溝 S D 215が そのまま南 に延 びる。 この南北溝 S D 2201よ 、 石敷 き S X 221の 範囲

の長 さ約2.5m分 は石組溝だが、石敷 きの外側では素掘 り溝 で あ る。 ただ し、 石敷 きの南 に接

して西側石が 2石 あるので、石敷 きか らはずれた lm弱 の部分だけは石組だ った可能性がある

が、底石 はなか ったようだ。雨落溝か らは瓦のほか、金銅製垂木先金具、銅釘、土師器、須恵

器などが出土 した。 出土土器 には 9世紀後半 の ものがある。

参道 S F 222は 、東塔 の西面階段の正面 にある幅3.4mの 石敷 き参道である。玉石敷 きS X 221

より大ぶ りの玉石を敷 き、北 と南 には玉石列をな らべて縁石 とす る。敷石の隙間には砂利を詰

める。東塔 と西塔をつな ぐ参道 と推定 され、長 さ約 2m分 を確認 した。参道 の東端 には玉石敷

きS X 221西 辺 の玉石列が南北 に通 っている。

南面回廊 に関係する遺構 南面回廊北雨落溝の底石抜 き取 り溝 S D 142を 確認 した。

そのほかの遺構  S D 207は 東塔 と南面回廊の中間にある東西溝である。幅3.5m、 深 さ0.4m。

南北溝 S D 220と 重複 し、それより新 しい。多量 の瓦が堆積 し、 ほか に須恵器、土 師器、 凝灰

岩切石破片などが出土 した。東塔廃絶時の瓦を捨て込んだのであろう。

遺 物

出土遺物 は、瓦類、土器、金属器、凝灰岩切石断片などがある。

瓦類 丸・ 平瓦、軒瓦、面戸瓦、英斗瓦、隅切 り瓦などがある。

軒瓦 (Fig.54)は 、軒丸瓦174点、軒平瓦99点、総計273点 出上 した (Tab。 10)。 大半 は 7世紀

の創建時の もの。普通サイズのセ ッ ト (6276A a-6641H)と 小型 の裳階用のセ ッ ト (6276E―

6641K)が ある。 出土量か らみて この二組が東塔の創建軒瓦であろう。補修 に用 い られた軒瓦

には、奈良時代前半の平城薬師寺創建軒平瓦6641Gを 初 めとして、奈良時代後半か ら平安時代
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は じめ頃までの軒瓦がある。 いずれ も平城薬師寺 または平城宮 と同抱である。 この状況 は中門

の調査 とかわるところがない。

丸瓦 と平瓦 は、 ごく少量の格子叩 きの行基丸瓦 と同 じ叩 き板を使 った粘土板桶巻 き作 りの平

瓦を除 く大半が、縄叩 きの玉縁丸瓦 と粘土板桶巻 き作 りの平瓦である。縄叩 きは通常の縄巻 き

叩 き板のほかに、縄を三つ編みに して叩 き板 に巻 き付 けた特殊 な縄叩 きがあ り、 これが多数を

占める。縄叩 き目が一条 ごとに向 きをかえる「ハ」字形の縄叩 き目になるのが特徴である。平

瓦 は凹面 に、丸瓦 は凸面 にていねいなナデ調整を加える。

道具瓦 は英斗瓦 と面戸瓦が出土 した。 ともに切 り興斗瓦 と

切 り面戸瓦である。戻斗瓦 は凹面 にナデ調整を行わない。

土器 須恵器、土師器、 白磁、青磁、転用硯、漆付着土器 の

ほか弥生土器がある。

比較的まとまって土器 が出土 したの は、 東西溝 S D 207と

東塔周囲の雨落溝である。 東西溝 S D 207か らは土 師器、須

恵器、弥生土器 などが出上 した。遺構 の年代 を示す土器 は

土師器小皿 (Fig.55,1～ 6)で ある。直径 10,0～ 11.4cm、 器

高 1,7～ 2.lcm。 灯明皿 に使用 された痕跡 を残 す。 10世 紀代。

東塔周囲の雨落溝か らは、土師器、須恵器 などがある。上師

器小皿 (Fig.55,7～ 11)は いずれ も灯 明皿 と思 われ る。 図

Fig 54 主な出土軒瓦 (1:4)

軒丸瓦 点数 軒平瓦 点数

6276A a
Ab
AC

6276E

計

664111

66411(

6647C b?
6647G
66471

計

Ｏ
Ｏ

　

刀
■
　

つ
０

　

１
■

　

っ
る
　

Ｏ
Ｏ

薬師寺32

33

33or34

36

計

４

１

５

０

　

　

０

6641G
66631
6701A
6721D
薬師寺239

計

型式不明

合 計 合  計

Tab 10 出土軒瓦集計表
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示 したのは、 S D 212(8・ 11)、 S D 215(7)、 SD

216(9)、 S D 219(10)か ら出土 した土器。 S D 207

出土土器 よりは若干古 く、 9世紀後半 の年代が与 え ら

れる。

金属器 ほか 金銅製垂木先金具、金銅製飾金具、銅釘、

銅環、 鉄釘 な どがあ る。 金銅製垂木先金具 (Fig.56;

1)は 長方形 の金具で、対葉花紋 を透か し彫 りし、毛

彫 りの輪郭線 を刻んだ もの。 一辺 12 cm× 10.5 cm(4寸

×3.5寸 )に 復元 で きる。 同形・ 同紋 の垂木先金具 が

平城薬師寺か らも出上 している。飾金具 (Fig。 56,2)

は直径 6 cm(2寸 )の 扁平 な半球形の本体 に四角錐形

の脚が 2本 つ くもの。脚 は先端を欠損す る。釘隠 しで

あろうか。 ほかに風鐸 の吊金具

かと思われる銅環や銅釘がある。

鉄釘は15本 が出土 した。最 も依 ~~力 /

存状態の良いものは全長が18.2了 マ
/

cmあ る。

司 二_ノ 7

週  
ザ

8

0               10cm

Fig 55 出土土器 (1:4)1～ 6:S D207
7～ 1lI S D212・ 215・ 216。 219

馬 ,

急任糧脅と
'弓

機狭ζ法3暑 
ガ
竜氏ご゙詣化粧 に使用 された凝灰岩の切石

断片、弥生時代のサヌカイ ト製

石鏃や剥片がある。

まとめ Fig 56 金銅製垂木先金具 (1)・ 飾金具 (2)(2:3)

遺存状況 は良 くないが、東塔基壇周囲の状況がほぼ明 らかになった。東塔 の基壇外装 には凝

灰岩切石が使用 された可能性が高 く、基壇規模 について もおおむねの推定を行 うことができた。

基壇周囲の化粧 は、玉石敷 きの犬走 り、玉石組の雨落溝、石敷 き、 という構造が判明 した。

平城薬師寺の東塔の基壇外装 と周囲の化粧 については発掘調査成果がないが、調査 された平

城薬師寺西塔 と比較す ると、基本的な構成 は全 く一致す る。

平城薬師寺では従来知 られていなか った施設 としては、二つの塔をつな ぐ石敷 きの参道があ

る。昨年度の中門の調査 によって、中門 と金堂を結 ぶ推定 幅4.5mの 石敷 き参道 の存在 が推測

基壇辺長×高 犬走幅 雨落溝幅 階段部 石敷規模 参道

本薬 師寺 東 塔

平城薬師寺西塔

14.2m× 1.45m

1365m× 1.4m
約60cm

約60cm

約60cm

50ハΨ60cm

5,8m× 1.65m

5.Om× 18m

21.8m四方

2075m四方

中冨3.4m

不明

Tab■  本薬師寺東塔・平城薬師寺西塔基壇規模比較
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西塔

南面西回廊

本薬師寺伽藍中枢部遺構図 (1



されている。今回、幅3.4mの 東西方向の参道を検出 したことによ って、 中門、 金堂、 東西両

塔でか こまれ る境内地 の中心 に石敷 きの参道が十字 に設置 されていた可能性が高 くな った。

今回、発掘調査 と平行 して、金堂、東西両塔の礎石 の実測調査 を実施 した (Fig.57)。 東西

両塔心礎 の心 々距離 は71.606m、 国土方眼に対す る振れは 0° 21′ 27〃 北で西偏 す る。 また、 心礎

上面 の標高 は、東塔が76,790m、 西塔が76717mで 、 西塔 が約 7 cm低 い。 東西両塔心礎心 の中

点を求 めて、先述 した方位の振れを伽藍中軸線 に考えると、金堂 の礎石配置 はこれによ く整合

す るが、中門の推定心 は若干ずれ る。今後の調査で検討すべ き課題である。

出土遺物ではまず、本薬師寺創建期の瓦が大量 に出上 したことが注 目される。軒瓦の出土量

か らみて、東塔の創建軒瓦 は6276A a-6641H、 および6276E-6641K、 の二組 であ る。 前者

が本屋根用、後者 は裳階用である。従来、東塔 の基壇上 には裳階の礎石がないことか ら、裳階

の有無が議論 されたが、今年度の1993-1次調査で中門南方か ら、使用 された堂塔 は不 明 なが

ら、裳階の礎石が出土 したこと、 また金堂周囲か らも今回の東塔周囲か らも裳階用 と推定で き

る小型瓦が出土 した ことなどか ら、本薬師寺の金堂 な らびに東塔 には裳階が存在 した可能性が

高 くな った。 さ らに、創建軒瓦以外 に、奈良時代か ら平安時代の瓦 も出土 し、それ らはすべて

平城薬師寺 あるいは平城宮 と同絶であった。 このよ うな状況 は昨年度 の中門調査区での軒瓦の

出土状況 とほぼ軌を― にす るものであ り、創建 の東塔が平城遷都後 もこの地 に存在 し、平城薬

師寺の管理下 に管理・ 運営 されたことを示す とみてよいだろう。 また、 東西溝 S D 207出 土土

器か らみて、東塔の廃絶時期 は10世 紀代 と推定で きよう。

また、今回の調査で塑像の断片がまった く発見 されなか ったことにも注意 したい。『薬 師寺

縁起』 によれば平城薬師寺の塔 には塑像群があ り、本薬師寺 の塔 にも同様 の塑像群 を想定す る

説があった。 しか し、今回、塑像 の破片 はまった く出土 しなか ったので、本薬師寺の東塔初層

には塑像群 は安置 されていなか った可能性が高 くなった。 この ことは、平城薬師寺の塔 と同様

に初層 に大規模 な塑像群 を想定 して広 い空間を必要 とす るような建築構造 を推定す る必要のな

いことにつなが る。現存す る側柱礎石 には基本的に地覆座が作 り出 して あ った と考 え られ る。

地覆座の作 り出 しをまった くもたない側柱礎石 は 1個 だけであ り、それ以外 は破損品を含 めて

少 な くとも片方 には地覆座を設 けている。なかには西北隅の側柱礎石のように地覆 の幅に合わ

せて地覆座 を作 り直 した ものまである。 したが って、側柱筋 には地覆があ り、壁が立 ち上が っ

ていたと考えたい。 この ことはまた、裳階が法隆寺塔 のように付加的な構造であった可能性を

示唆す るものともいえよう。

今回の調査 は東塔 の裾 まわ りに限 られた調査で、基壇部の調査を行 っていない関係か ら階段

規模の確定 などは徹底的な調査を実施 しなか った。 しか し、本薬師寺東塔 についての これまで

の研究 に再検討を迫 るよ うな重要 な発見 もあった。未解決の部分 は多 いが、周辺 の調査を重ね

るなかで調査の問題点や課題 も整理 されてい くことと思 う。
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B 本薬師寺1994-1次

(1994年 9月 ～10月 )

本調査は個人住宅新築に伴 う事前調査である。調査地は本薬師寺の寺地推定地内の西北に位

置する。本調査区の南では1975年 の 1次調査で、西三坊大路 と八条大路の交差点 と、西三坊大

路東側溝の東側に並行 して築地の雨落溝 と推定される南北溝を検出している。1998年 に行 った

本薬師寺1993-2次調査 A区 においても、西三坊大路東西側溝を確認 している。本調査区の西

端が西三坊大路の東側溝推定位置に位置することから、西三坊大路東側溝および本栗師寺の西

限の区画施設の検出が期待された。検出した遺構は建物 1棟、藤原宮期直前の東西溝、弥生時

代の溝、流路で、西三坊大路東側溝および本薬師寺の西限の区画施設は確認できなかった。

藤原宮期以前の遺構 基本層序は地表面か ら耕作土、床上、明黄灰色上で、遺構はすべて明黄

灰色土の地山面で検出した。

S D 255は 調査区東南でわん曲する流路である。幅約 2m、 深 さ約40cmで 、遺物 は全 く伴出

せず、自然流路 と思われる。

S D 252は 、発掘区西端の逆 く字形の溝である。幅50cm～ lm、 深 さは20cm～ 25cmで ある。

東南辺の一部の溝幅が狭 く、 この部分が通路であった可能性がある。溝内か らは弥生後期後半

の上器が出土 している。祭祀に関わる遺物は出土 していないが、方形周溝墓の可能性が考えら

れる。また、斜行する溝 S D 253・ S D 254か らも弥生後期後半の土器が出土 している。

S D 251は ほぼ国土方眼方位に沿 う東西溝である。溝幅は lm～ 1.2mで 、発掘区の中央部で

途切れ、溝は西へ流れる。発掘区の西端での溝深さは、約30cmで ある。溝内からは飛鳥Ⅳ～V

の上器が出土 しており、藤原宮期直前の遺構 もしくは、本薬師寺造営頃の遺構 と推定する。

藤原宮期の遺構 S B 2501ま 東西 1間、南北 1間の建物である。柱間寸法は東西3.6m(12尺 )、

南北3.3m(11尺 )と 広い。建物内部には丁度建物の中央位置に2.4mの 間隔を隔てて 2個 の柱

穴が並ぶ。 これ ら柱穴が他の建物の柱穴の可能性 もあるが、 S B 250の 柱間寸法が大きなこと、

Fig 58 本薬師寺1994-1次調査遺構図 (1:200)

略0    その位置が建物の中央に位置

することから、特殊な構造の

X=-167,430 建物と考えてお く。

発掘区西端で溝肩を検出し、

ほぼ西三坊大路東側溝の東肩

に位置するが、 ごく一部の検

=167.435 出でもあり、耕作溝である可

能性 も捨て切れず、積極的に

西三坊大路東側溝 と認定す る
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飛鳥地域の調査

Tab 12 飛鳥地域の調査一覧

幣

懲

Fig 59 飛鳥地域の調査位置図

調査次数 調査地区 面積 調査期間 調 査 地 所有者等 備 考 担当者 概報頁

藤原宮
71-12

6AMK―
D 73だ 94. 1.10-

94  1 1

高市郡明日香村豊浦

(甘橿丘東麓)
国有地 登山道建設 金子 裕之

75-2 5AKG―
L・ h/1

360rド 94. 5, 9-
0と  A Rn

明日香村川原
(甘橿丘東麓)

国有地 駐車場建設 次山  淳
95-

101

川原寺
1993--2 ιk

5BKH―
A 83.5rだ

93.12.

94.

7-
明日香村川原 関西電力等 電線等埋設 花谷  浩

102-
106

川原寺
1993--3 ιk

5BKH―
G 1雷 94. 1 13- 明日香村川原876 河合義照 住宅増築 村田 和弘

橘寺
1993-1次

5BTB一
C

41だ
94. 1.26ハΨ

94. 2. 7
明日香村橘字北ノ門 関西電力等 電線等埋設 花谷  浩

山田寺
第 9次

一ＤＹ

Ｆ

Ｂ

・

５

Ａ
801ド

94.11. 7-
94.12. 7

桜井市山田994-1・
1040・ 1245・ 1246

国有地 計画調査 黒崎  直
109-

112

山田道

第 7次
5AMD―
P

255∬
94. 4.18-

94 5.24
明日香村雷・ 飛鳥 奈良県

ポケット,半

ク設置
伊藤  武 89-93

水落遺跡

第 7次
5AME―
PoQ 6001ド

94. 8. 1-
94.12.15

明日香村大字
飛鳥291-1 豊田純行 計画調査 西日 壽生 77-88
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Fig 60 飛鳥寺・石神遺跡周辺調査位置図 (1:6000)
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1 水 落 遺 跡 第 7次調 査

(1994年 8月 ～ 12月 )

昭和47年 に発見 された水落遺跡 は、特異 な外観 の基壇 を もった大規模 な礎石建物 として昭和

51年 に国史跡 に指定 された。昭和56年 か らの史跡整備 に伴 う調査 (第 2～ 6次調査)に よって、

緩やかな斜面 をなす正方形 の基壇 の中央 に 4間 四方の総柱様建物があること、その柱 は地下 に

埋設 された礎石 の上 に立 ち、礎石 は縦横斜 めに並べた列石 によ って固定 されていること、建物

中央地下 に巨大 な台石があ りその上 に漆塗木箱が据え られ ること、基壇 内部 には木樋暗渠が敷

設 され、水の一部 は基壇上で利用 した後 に木箱 に集 め られて西方へ排水 され、余水 は木箱を迂

回 して北方へ排水 され ること、 また、建物か らは木樋 とは別 に小銅管が北 にのびることなどが

明 らかにな った。 さ らに礎石建物の北 と南 には同様 の基壇化粧 を もった長大 な掘立柱建物があ

り、すべてが一つの掘込地業 によって造成 されていることも判明 し、 こうした外観、構造、機

能の特異 さは遺跡 の性格 を反映 した ものであって、遺跡 は出土土器の年代観か らも矛盾のない

斉明天皇 6年 (西 暦660年 )に 中大兄皇子がつ くった漏刻 の遺跡 と考え られたのである。

これ と並行 して昭和56年 か ら継続的に実施 して きた石神遺跡 の調査 は、昨年度の第 12次 調査

までに総面積約12000ゴ に達 し、飛鳥寺西北方 には長大 な掘立 柱建物 と周囲 の石敷・ 石組溝 な

どで構成 され る大規模 な遺構群が営 まれ、それ らは寺域北限塀 の北約1l mの 位置を並行す る大

規模 な掘立柱塀 を南限 とす る南北 160m以上、東西 140m以 上 の範囲に展開す ることが明 らか に

なっている。遺跡 は 7世紀代を通 じて A、 B、 C、 Dの 4期 に大別 され る幾多の造替 を繰 り返

しているが、 その最 も整備 されたA-3期 (斉 明朝)に は、長大な掘立柱建物で囲んだ長方形

区画が東西 に 2つ 整然 と並 び、西の区画 には南 1/3の 位置 に正殿 にあたる四面庇付建物が配置 さ

れる。遺跡 は先 の大規模 な掘立柱塀で水落遺跡 と区分 され るが、水落遺跡か ら延びた木樋暗渠

は、 このA-3期 の建物 の間を抜 けて北方へ延 び、建物周辺 の石敷 に覆 われてお り、木樋 の通

過点周辺で は遺跡南限の掘立柱塀が とぎれて通路 とな っていることか ら、少 な くとも石神遺跡

のA-3期 には両遺跡 は密接 な関連を もって経営 されていると考え られている。

いっば う、斉明朝か ら持統朝 に行われた饗宴の場 として史料 に散見す る飛鳥寺西方 につ いて

は石敷 の広場 と考 え られてお り、その西北 の一画を占める位置 にある水落遺跡の建物群 を際だ

たせているが、その調査 は限定的であ り、水落遺跡の調査 について も史跡指定地の約 1000ゴ に

ついて行 ったにす ぎず、 ともに石神遺跡 と対比す る資料 と して は不十分 にす ぎる。

そ こで、昨年度 を もって飛鳥幼稚園敷地 における調査が終了 したのを期 に、石神遺跡 につ い

ての調査を一旦中断 し、今年度か らは水落遺跡 の史跡指定地周辺か ら飛鳥寺西方の調査を進め、

飛鳥寺西方 における両遺跡 の位置 と性格を追究す る手がか りを得 ることになった。

調査地 は史跡指定地 の東南の南北 に長 い水 田であ り、約 1900だ の敷地 を 3年度 に分 けて調査
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する計画のもと、北端に南北 20m、 東西30mの 調査区を設定 した。 これまでの調査成果によれ

ば、水落遺跡の遺構は礎石建物の時期 (A期 )と それを埋め立てた後の時期 (B期 )に 大別 さ

れるが、今次調査区内ではA期 の遺跡全体におよぶ掘込地業の南端、掘立柱東西棟建物 S B 180

の東に柱筋を揃えて建つ掘立柱建物 (S B 240)、 南限塀の可能性がある掘立柱東西塀 (SA
295)、 B期 の東西溝 (S D 260)が 検出されると想定された。

層 序

調査地の層序は基本的には、耕作土、床土、灰褐色上、褐色土、暗灰～黄褐色砂質上、灰褐

色粗砂礫である。地山の弥生時代以前の河川に起源のある灰褐色粗砂礫の上には、古墳時代の

自然流路の一部である暗灰～黄褐色砂質土が西に厚 く堆積 し、東半には東南から西北に向かっ

て数条の灰褐色粗砂層が蛇行 し砂礫層が露出している。平安時代の上器・ 瓦が含まれる褐色土

は西北に厚 く、東南に薄 く堆積 し、 7世紀代およびそれ以前の遺構 はその下面で検出され、ま

た、平安時代以降の遺構はその上面あるいは灰褐色土面で検出される。いずれの遺構面 も東南

に高 く、西北に緩やかに下降 しており、 7世紀代の遺構面は東西で約 0,4m、 南北で約0.lmの

差がある。

遺 構

検出された遺構には、弥生時代の土坑、古墳時代の竪穴住居、 7世紀代の掘立柱建物、石組

溝、掘込地業、木樋暗渠、石敷、平安時代の井戸、土坑、小柱穴、素掘清などがある。以下、

7世紀代、平安時代、 7世紀以前にわけて遺構を概述する。

7世紀の遺構 7世紀代の遺構には南北石組溝→掘込地業・ 建物→斜行石組溝の重複関係があ

り3小期に細分される。従来の時期区分に照 らせば、礎石建物等と一連の遺構である掘込地業・

建物がA期 に属 し、それ らで壊された南北石組溝がそれ以前であることに疑 いはないものの、

それより新 しい重複関係にある斜行石組溝はB期 に属す可能性が残 る。 しか し、後述するよう

に斜行石組溝は掘込地業の東南隅をかすめて迂回する位置にあること、溝の上端の高さと西方

の掘立柱建物 S B 180の 床面の高 さとの関係からすれば、重複関係 はA期 の遺構の施工上の先

後関係である可能性が高いと考え られる。なお、木樋暗渠 と石敷については重複関係がみられ

ず調査区内では決められない。以下ではA期以前、A期、不詳の順に記述 し、石神遺跡、水落

遺跡の時期区分との対応関係については後にふれることにする。

南北石組溝 S D 3400は 調査区の西端で東側石列を検出し、調査区を一部拡張 して溝幅0.6m、

深さ0.25mの 規模であることを明 らかにした。溝は、人頭大の玉石を 1～ 2段積んで側石とし、

底には灰色砂が堆積 し、暗灰色粘質上で埋め られる。東西素掘溝 S D 3409、 斜行石組溝 SD

3410、 土坑 S K 3406等 で壊され、側石 も多 くが抜き取 られているが、斜行石組溝の北 にも東側

石抜取穴 と溝堆積上が確認され、それらは掘込地業の南縁によって断ち切 られている。溝の造

営方位は北で東に約40′ 傾いている。なお、溝の東にある柱穴 S X 3414と 斜行石組溝底で検出
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した柱穴 S X 3441は 埋土 と重複関係の上から、 この溝とともに造営されたA期以前の遺構の一

部と思われる。

掘込地業はA期 の遺構全てを包み込むもので、第 4次調査で南端を確認 している。今回その

東延長線上で南端を確認するとともに、あらたに礎石建物中軸線か ら東22.8mの 位置で東端 S

X3430を検出 した。掘込地業は古墳時代の上器を含む自然河川状の砂質土、砂礫土を深さ2.lm

について掘 り込み、底か ら砂礫土、砂質土、粘質上を細かな互層で積み上げている。第 4次調

査では掘込地業の南端は、深さ lm付近で小さな段を設けた二段掘 りであることが確認された

が、今回検出した東端は急傾斜で底に至っている。

掘込地業の東南隅部については斜行石組溝 S D 3410が 重なっていて検出できなかったが、南

端の位置 も礎石建物の中軸線から22.8m南 の位置にあって、掘込地業が正方形であった可能性

は高い。地業上の最上層は掘込地業外縁の外にのびて厚さ20cmの 整地上 となっているが、整地

土上面の高さは西方の掘立柱建物 S B 180の 床面 とほぼ同 じ高さにあって、後述の斜行石組溝

はその整地土上面か ら側石の据え付け掘形を掘っている。

掘立柱建物 S B 3440は 調査区の西北隅で 4個 の柱穴を検出 した。完掘 した柱穴は東南隅の 1

個であるが、柱掘形は一辺 1.5m、 深さ2mで褐色粘質土と灰褐色砂質上の互層で埋め られる。

掘形底には方60cm、 高さ50cmの 花南岩切石を据え、黄色粘上で埋めた柱抜取穴が切石の中央上

面に至 っている。 ところで 4個 の柱穴は東南隅の柱を最深 として柱掘形の深さがそれぞれ異な

り、一つの建物の柱穴 とすることに若千の疑問が生 じる。 しか し西南の柱穴の底にも方形切石

が据えられること、その上端が切石の確認されなかった北の 2個 の柱穴底 と近い深さにあるこ

と、柱掘形埋上がよく似ていることからすれば 4個 の柱穴は一つの建物の柱穴 とみな しうる。

したがって建物は総柱様の建物であり、柱間は掘形底の切石間で東西 1.9m、 南北方向は柱位

置を確定できないが 2m弱 に復原される。

これまでの調査成果では、東西 8間 の S B 180の 東には、柱筋を揃えた東西棟建物 (S B24の

を想定 してきたが、以上の調査所見からは一連の建物を想定することは難 しい。すなわち、今

回検出した柱穴の内南 2本 は S B 240、 180の 南側柱筋に一致するものの、両建物の妻柱 は北に

よった位置に建ち、今回検出した柱の内の北 2本 の柱筋 とは合わないのであり、既に検出され

ているS B 240の 西妻柱筋 と今回の東側柱筋 との距離は約 7mで、同 じ柱間では割 り切れない。

建物の主要部分は未調査地にあり、規模構造に関する結論はその調査成果によらねばならない

が、現状では 3間 × 3間 あるいは 2間 × 2間 の総柱建物が想定され、いずれの場合 も従来の東

西棟建物 S B 240は 成 り立たず、既掘の柱穴 3個 は S B 180の 東庇 とみるべきである。 なお、東

南隅の柱位置から復原される遺跡全体の企画を含めた検討については後述する。

斜行石組溝 S D 3410は 掘込地業東南隅をかすめる位置に、北で東へ35～ 45° 傾 く方位 に敷設

された大型の石組溝である。東側石を平安時代の土坑 S K 3413で 、西南部の南北石組溝 との交
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点を上坑 S K 3406で 破壊 され、溝全体 は側石内外 ともに側石 の中程の高 さまで平安時代 に削 ら

れている。土坑 S K 3406の 底で検出 した側石 の抜取穴を含 めて、長 さ12.5m分 を確認 し、東北 ―

西南方 とも調査区外 に延 びる。溝 は幅2.2m、 深 さ0.6mの 掘形溝 を掘 り、 0.5～ lm大 の花南

岩 を使 って側石 とす る。東西の側石で施工法がやや異 な り、西側石が大型石 1石 を立て る傾向

にあるのに対 して、東側石 は小ぶ りの石を 2段 に積んだ り、底が西側石 よ りも高 い位置 にある

ため内傾 した石が多 い。 また、東側石の裏込 めには拳大の石を詰 めた層 もあ って、東側石が積

み替え られた可能性が想定 された。 しか し、掘形が一連であること、西側石で も大型石 につい

てはその部分だけ深 く掘 り込んで据え、小型石の下面 は高 い位置にあることか ら、 この違 いは

側石天端 の高 さを重視 して用材 の大 きさに合わせて適宜底 に上 を入れた り、掘 りくばめた りし

た結果であると判断 した。 したが って溝 は内法幅0.6m、 深 さ05mで あ り、 検 出 した西南 と東

北 とで はほとんど高低差がない。 また、北端の側石の天端高が建物 S B 180の 床面 (海抜 100,93

m)よ りも約10cm高 い高 さにあることか ら、溝 は開渠であると考え られる。

石敷 S X 3391は 調査区の東方 にわずかに残 る。東端 には東 に面 を揃えた人頭大の石 を並 べ た

石列 S X 3390が あ り、石敷中に約 70cm離れて もう一列の石列がある。石列 S X 3390は 北端 か ら

約 1lmで とぎれ、石敷 S X 3391も 幅狭 くな ってな くなって しま う。 しか し、調査 区南方 に残 る

石敷 S X 3394が 石列 S X 3390の 南延長線を越えては東 に及 ばないようであるか ら、北半 の石敷

S X 3391と 南の石敷 S X 3394は 本来一体 の もので、南北20m、 東西 7m以 上 にわた って敷 かれ

第7次調査区

Fig 61 水落遺跡第 7次調査遺構配置図 (1:300)

一　

古

一

‐
‐６ ３９０

‐

一　

‐
‐

‐

‐
‐
　

‐

二
一一一一墜

‐『一
‐‐，

一一

―- 80 -―



ていたものと考え られる。石列は北で西へ 1° 40′ 余 り傾 く方位に並ぶが、 この方位は飛鳥寺の

中枢伽藍や寺域西方の通称「入鹿首塚」の南で検出された南北石敷など西方一帯の石敷遺構の

方位 と類似する。

礫敷 S X 3392は 拳大の石を乱雑に敷いたもので虫食い状に点々と残されるに過 ぎないが、石

列 S X 3391の 東に石列上面 とほぼ同 じ高さで広がっていたとみられる。乱雑さと用材の大 きさ

から地山の礫群 と区別 し難い状況であるが、一層だけで比較的面が揃うことから礫敷と考えた。

南北20m以上、東西 は石列の東 4mま でが確認できる。

木樋暗渠 S D 3370は調査区の南端で総長31mを検出 した。木樋 は幅 1.4m、 深 さ0,7mの 掘形

溝を東で南へ約 11° 傾 く方位に掘って敷設 される。西半 は平安時代の東西素掘溝 S D 3409で 抜

き取 られ、土坑 S K 3381に も壊されているが、その底 に長楕円形 の花南岩玉石が1.5～ 3.3mの

間隔で遺存する。石 は木樋に直交する方向に長軸を向け、石の上面中央部がわずかにU字形 に

くばんでいるものが多い。石の間隔から木樋 はこの台石 (枕石)3つ で 1本の長さの材を接合

しながら敷設 されたと考えられる。木樋の抜 き取 られていない東半では外法幅0.4m、 深 さ0.3

mの 規模の木樋が確認できるが、すべて粘土化 しており構造は明 らかでない。水落遺跡の中枢

部で検出 した木樋 は、一木をU字形にくり抜いて板状の蓋をかぶせる構造で、多 くは釘による

蓋の固定はしていない。今回も釘を検出 していないことか ら土圧によるのであろう。木樋 の直

上には底に一段低い石敷面が残る土坑 S K 3382の ほか、大小の平安時代の土器を含む土坑状 の

くばみがある。土坑 S K 3382内 の石敷は広 く覆 っていた石敷 S X 3394が 木樋の腐朽 によって陥

没 したもので、その他の上坑については石敷の抜 き取 り後に陥没 したものとみ られる。

平安時代の遺構 西北部の井戸、東端の小型甕を合わせ口にした土器棺墓、方形土坑 と素掘溝

のほかに、調査区全般に不整形土坑、小柱穴などがある。

土坑 S K 3418は 調査区西北部の石組溝 S D 3410や 建物 S B 3440柱 穴を覆 う範囲にひろが る不

整形な土坑で、上半部の深さ20cm程 は多量の石で埋まっている。底はほぼ平 らであるが、一部

は石組溝 S D 3410の 側石半ばの高さまで及んでいる。上層か らは石に混 じって平安時代前半 の

上師器、緑釉・ 灰釉陶器や飛鳥寺の瓦等が出上 した。

土坑 S K 3406は 石組溝 S D 3400と 3410の 交点に位置する不整形な土坑で、南北 2m、 東西 2

m以上で深さ0,3mの規模をもつ。 2本 の石組溝を壊 し、上層に中小の石を密に詰めてい るが、

底で石組溝 S D 3410の 側石抜 き取 りが検出された。土坑 S K 3413は 石組溝 S D 3410の 東側石 を

壊す不整形な土坑で、中に壊 した側石を投棄 している。いずれも土坑 S K 3418と 同様、周辺 の

石の処理を目的としたものであろう。

調査区の南端沿いには不整形で浅い土坑 S K 3396～ 3399が 連なり、埋上に平安時代前半 の土

師器皿、黒色土器椀、瓦片が含まれる。中央部の上坑 S K 3389。 S K 3421も 同様の時期で、 S

K3396・ S K 3389で は底が石敷 S X 3394、 S X 3391上面に至 ってお り、石敷 目地か らも黒色土
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器等が出土す る。調査区東南部 に点在す る小土坑 は黒灰色粘質土 を埋土 とす るものと黄色粘土

を混えた ものがあるが、 いずれ も平安時代前半 の上器が含 まれ、大型 の S K 3381、 3379、 3378

には大小 の石が投棄 されて いる。

井戸 S E 3415は 石群土坑 S K 3418の 下で井戸枠の抜取穴を検 出 した。井戸 は一辺 2.2m、 深 さ

2.6mの 略方形 の掘形 を掘 り、その底中央 に直径 42cm、 高 さ25omの 曲物 を据え、それを包むよう

に拳大の石を詰 めて悟 り鉢状 の井戸底斜面をつ くる。斜面 の上端 は大型の石 を 1～ 2段積んで

平坦面 とし、その上 に丼戸枠 を くむ。井戸枠 は四隅 に柱 を立 てた内法約 lmの 横板組みである

が、地覆、柱、枠板、桟 など木質部すべてが粘土化 していて、組 み合わせの詳細 は確認で きな

か った。検出面か ら地覆 までの深 さは約 1.8mで 、上半 lm分 の枠板 が抜 き取 られてい る。 抜

取穴埋土 は黄色粘土 を混えた暗褐色粘上で lm大 の大型石が投棄 されている。井戸枠内の埋土

は底 の曲物内部 まで基本的 に同 じ暗灰色砂質上で、土師器、黒色土器 など平安時代 の土器が少

量出上 した。井戸 は掘込地業 の内側 に位置す るが、底 は掘込地業 底 を約 0.6m掘 り抜 き、 自然

流路の砂層 に達 している。

素掘溝 S D 3409は 、木樋暗渠 S D 3870の 西半部を抜 き取 る溝で、木樋掘形 を完掘 し灰緑褐色

砂土で埋 め られている。東南端 を上坑 S K 3381、 S K 3380で 壊 され るが南 に曲がる形跡がある。

これ と交差す る南北素掘溝 S D 3420は よ り古 くに掘 られた溝 で、 幅 1.4m、 深 さ0.5m。 これ も

灰緑色砂土で埋 め られ る。溝 の方位 は調査区水田の西畦 とよ く似 た北で東 へ約 8° 傾 く方位 に

あって北流 し、北端付近 で は石組溝 S D 3410の 東側石 を壊す土坑 S K 3413の 延長部 と思 われ る

東西土坑 S K 3419に 壊 され る。東西素掘溝 S D 3409と 埋上が類似 し、直線的 な溝 である ことか

ら、 この溝 も木樋 の抜 き取 り溝の可能性 はあるが明確な証左 はない。む しろこの溝の掘削によっ

て発見 された木樋暗渠 を抜 き取 るために S D 3409が 掘 られたと考 えてお きたい。

南北素掘溝 S D 3360は 調査 区東端 にある幅0.8m、 深 さ0.4mの 溝 で、 溝底 は浅 いU字形 断面

をなす。溝の西岸 を壊 す土坑 S K 3362の 底 には溝の西岸 の傾斜 に合 った石があ り、清 は部分 的

に護岸 していたか もしれない。北端 にある方形土坑 S K 3861の 上層 にそそぎ込 むまでの長 さ16.

5m分 を検出 した。土坑 S K 3861は 東西3.4m、 南北3.5m以上 の規模で壁 は緩斜面 をな し、 埋土

か らは平安時代前半 の土器 が少量 出土 した。水溜めの機能 を果 た したのであろう。

土器棺墓 S X 3863は 直径 40cm、 深 さ20cmの 上坑内に、直径 25cm大 の上 師器 甕 を南北 に 2個合

わせ口に して倒置 した ものである。甕 は平安時代前半 の もので外面 には煤が付着する。ただ し、

内容物か ら骨片等 は検 出されなか った。

以上 のように、平安時代 の遺構 には互 いに重複関係があるものの、出土遺物 はほぼ 9世紀後

半か ら10世 紀前半 の近接 した時期 の ものである。調査区全域 に散在 し、周辺 の調査 (水落遺跡

第 2次調査、石神遺跡第 1・ 2・ 3次調査、飛鳥寺西方での調査 )に おいて も同様の時期の遺

物を含む平坦 な遺物包含層が確認 されている。飛鳥寺の西北方 の石神遺跡第 1、 2次調査では
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小規模な建物や金銅製飾金具などを含む土坑が発見されており、生活の中心はそちらにあると

思われるが、今次調査では井戸や土坑、小柱穴が発見されたものの建物 にはまとめ られない。

なお、素掘溝や土坑群のようにA期 の木樋、石敷を広範に壊すのはこの時期であり、 7世紀後

半～ 8世紀の遺構や遺物の少ないこととともに注目すべきである。

7世紀以前の遺構  弥生時代の上坑 と古墳時代の竪穴住居がある。

調査区東南隅にある土坑 S K 3365は 直径 0。 7m、 深さ0.2mで 、弥生時代中期の壺を口頚部を

東に傾けて埋置 し、下に高杯片を詰める。壺は肩部に櫛描 き直線文を巡 らせた広口壺で、底部

近 くの体側部に焼成後の小孔があ く。南接する土坑 S K 3366に も弥生中期の土器が含まれる。

竪穴住居 S X 3425は 調査区中央南寄 りにあり、一辺約 5。 lmの 方形で、深さ10cmほ どが遺存す

る。北壁の東隅近 くにカマ ドの一部 と思われる幅0.5m、 長 さ1.4mの 楕 円形 の穴 S X 3426が あ

り、焼土 と焼けた骨片が出土 した。柱穴は東北、東南、西南の 3個 を確認 したが、西北の柱穴

は平安時代の土坑で壊されている。竪穴住居の西南隅の土坑 S K 3427は 平安時代の土坑 SK

3398の 下で検出した一辺0,5mの 方形土坑で、 5世紀末の完好な壺、甕、高杯などが含 まれる。

位置 と土器の内容から竪穴住居の貯蔵穴 と考えられる。なお、調査区中央北辺部にも焼上の集

まった箇所や 5世紀末の上器の入 った暗灰色砂質土があり、ほかにも竪穴住居が存在 したとみ

られる。また調査区東半には 6世紀代の土師器、須恵器の入 った灰褐色砂土の自然流路が東南

から西北へ蛇行 し、 この竪穴住居の検出面上層にも6世紀末の須恵器杯が含まれていて、 この

地域の 5世紀代の遺構はそれ らによって流失、削平されたものと考え られる。

遺 物

調査区全域から、土器・ 土製品、金属製品、石製品、瓦類などが出土 した。土器には弥生時

代か ら平安時代までのものがあるが、比較的少量であり、時期の上では平安時代 と古墳時代の

ものが目立つ。 この点は北方の石神遺跡の遺物が多量で、その大半が 7世紀後半か ら藤原宮期

の上器類で占められることと極めて対照的である。また、水落遺跡の礎石建物周囲の基壇化粧

貼石の埋土や漆塗木箱抜取穴埋土出土の土器類 と同 じ時期の土器は、石神遺跡の調査では多 く

ないことか ら、それらは礎石建物 と密接に関わる遺物 と考えられているが、礎石建物に隣接 し

た今回の調査でもほとんど出土せず、それらの特殊性が再確認 される結果 となった。上器には

ほかに施釉陶器として平安時代の緑釉椀、皿、灰釉椀等があり、古墳時代の竪穴住居の貯蔵穴

と思われる S K 3427か らは 5世紀末頃の上師器壺、甕、高杯などが出上 した。また、土製品に

は奈良時代の土馬 1点などがある。

金属製品には鉄鎌、鉄釘、銅片などがあるが、鉄鏃が多い石神遺跡の金属製品の構成と異なっ

ている。 これも7世紀後半か ら藤原宮期の遺構や土器がないことと関わる特徴である。石製品

はほとんど無 く、軽石塊のほかは縄文～弥生時代の安山岩剥片である。瓦類は主に平安時代の

土坑か ら出上 した飛鳥寺軒丸瓦Ⅲ型式 3点 の他に、平安時代の平瓦細片がある。
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まとめ

建物 S B 3440の 復原 とA期 の遺構の配置計画 水落遺跡の第 1～ 6次調査までの調査概報やそ

れ らをまとめた調査報告では、南の掘立柱建物 S B 180の 東にそれと柱筋を揃えた東西棟建物

S B 240を 想定 してきた。 しか し、今回検出した柱穴は、 S B 180の 南側柱筋の延長上 に正 しく

位置するものの、柱間1.9mの 総柱建物と考えられ、東西 8間 の S B 180の 東 にある柱 3本 を西

妻柱列 とした S B 240は 成 り立たないことが判明 した。 したがって、それ ら3本 の柱 はS B 180

の東庇列であり、 S B 1801ま 東西に庇をもつ10間 の建物に復原 される。 また、今回の成果で は

東南隅の柱穴は礎石建物の中心から東西、南北 とも22.8mの 距離にあり、正 しく対角線上 に位

置すること、さらにこれまで南縁だけが確認されていた掘込地業についても、新たに確認 され

た東縁は礎石建物中心か ら南縁までの距離 と等 しい位置にあることが判明 し、全体が正方形を

呈する設計企画がなされていると考えられる。以下では建物 S B 3440の 規模構造を遺跡全体 の

設計 との関係で検討 しておきたい。

遺跡の設計については、調査報告の中で第 6次調査までの成果に基づ く若子の検討が行われ、

礎石に穿たれた円座によって精度の高い数値が得 られる礎石建物 S B 200の 柱間寸法 (2,737m)

が、建物配置、石組基壇化粧などの設計の基準 となっていると考えられている。すなわち、掘

立柱建物 S B 280の 桁行柱間は礎石建物のそれにぴったりと一致 し、南側柱列が礎石建物中心

から6柱間分離れた位置にあること。北側柱列については一部を検出しただけで不確定な要素

もあるが、南の建物 S B 180南側柱列 と等距離にある可能性が高いことが指摘 され、 また、 S

B180の北側柱列は基壇化粧外斜面の上端に接 して立て られ、 S B 280の 南側柱列 とは対称の位

置に無いが、 これは基壇化粧底面が西北隅で北へのび、西折する位置か ら外斜面が立ち上が っ

たとすると、 S B 280の 南側柱列 もその箇所では外斜面上端に接す る位置にあり統一的な設計

がなされているとみているのである。 しか し、報告では調査によって得 られた資料が南北方向

に限定されていることに加えて、南の S B 180の 桁行柱間は礎石建物のそれ と微妙 にずれるう

えに、柱抜取穴か ら復原される建物方位は北で西へ 1° 20/傾 いていることか ら、東西方向を含

めた全体の設計については検討を保留 している。

ところが今回検出 した S B 3440の 南側柱列の柱穴底には方形石が据え られ、それか ら復原 さ

れる柱位置は、抜取穴か ら復原される柱位置よりも厳密であるから、 これを基に検討す ると、

S B 3440の 南側柱列は礎石建物 と同 じ方位で計測 したS B 180の 南側柱列 にぴったリー致 し、

南側柱列は礎石建物の中心か らS B 280の 北側柱列までと等距離の位置にあるうえに、 S B 3440

の東側柱列について も等距離にあることが判明 した。なお、 S B 180の 建物方位を礎石建物 と

同 じとした場合、 S B 180の 桁行柱間は礎石建物のそれより幾分広 く復原 されるが、 それは S

B180の 梁行柱間が広いこととともに S B 180が 遺跡の南正面にあって他の建物とは異なる機能

をもつことを示すと想定されよう。
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ところで、柱間寸法2.737mは それ自体が隋尺 とされる0。274mの 10尺 に近 い数値であり、 9

尺 とすれば単位尺0.3041m、 7.5尺 とすれば単位尺0.3645mが 得 られる。 (こ れを唐尺、高麗尺 と

し、いずれがより完数に近い数値を得るかの議論は、 3者 がそれぞれ 1019:7.5の 関係 にあ り、

寸や分の単位までを容認 した場合いずれでも成 り立ちうるか らここでは間わない。)い ま試み

に、柱間を 9尺 (単位尺0.3041m)と して図 (Fig.62)に 示 した。結果、 中心か らS B 280南 側

柱列までが 6単位54尺、 S B 180南側柱 e s B280北 側柱 。S B 3440東 側柱など外側の柱列 まで

は67尺 (7単位 +4尺 )、 掘込地業の南縁・ 東縁は75尺 の位置 にあ り、礎石建物の基壇幅は 8

単位+2尺の74尺、基壇化粧溝底面幅 (1.8m)は 6尺、外斜面幅は 5尺 となる。

この数値に基づいて、今回検出 した柱穴から復原される建物 S B 3440の 柱間約 1,9mを 換算す

ると、南北、東西 とも6.5尺 となるが、東端か らS B 240西 妻柱までは23尺 であって6.5尺 等間で

は割 り付けられない。いっぼう、北の建物 S B 280の 桁行柱間を 9尺等間 とす ると中心か ら 6

単位日で想定される東側柱列まで残 り13尺 となる。 この残 り13尺 は今回検出した柱間6.5尺 の 2

間分にあたり、同様に、南北方向についてもS B 280の 梁行柱間を13尺 とし、 その南に梁行 13

尺、桁行 9尺等間の南北棟建物を想定すると、ちょうど外観が一辺 134尺 の正方形の区画が復

原され、その四隅には 2間 四方の総柱建物を配置することができる。

この復原が妥当であるとすれば、西辺の南北棟と石組溝状をなす基壇化粧の貼石遺構の西排

水路との関係は、底石の中央に柱が建ち、排水路が床下を くぐる構造 と考えられる。また、第

1次調査の西拡張区の所見では、西側は深 くまで後世の飛鳥川の氾濫でえ ぐられているとされ

るが、そこでは、氾濫原の中に 3個 の花南岩を確認 している。 このうち西側の 2個 は明らかに

氾濫の砂層中にあるが、東側で確認 した花南岩 は氾濫の底にあり、 この位置が想定される南北

棟建物の柱筋に正 しくのることか らすれば、 この石は S B 3440の ように柱穴の底に据えた石が

かろうじて元の位置を保 っていたものとみることができ、遺跡の西側についても再調査によつ

て痕跡が確認される可能性が残 されているといえよう。

また、桁行柱筋が礎石建物 とあわない東西10間 の S B 180に ついて は、両庇 の間 8尺、 中央

間9。25尺等間とみ、隅の総柱建物 との間を東は10尺 、西は 8尺 に復原すれば、検出 した柱抜取

穴の位置と一致する。隅の総柱建物との間が東で広いのは通路 と見 ることもできる。

いずれにせよ、今回検出 した S B 3440は 区画の東南隅に位置 し、上述の復原か らすれば 2間

四方の総柱建物で南北棟建物の南に位置する角楼状の建物 と考えることができるのである。掘

込地業がこれらの建物の外側 8尺の位置から内側について行われているか ら、区画全体で一つ

の建物を構成する様な完結性に富んだ配置をもつとの想定は蓋然性が高 く、遺跡の外観は正方

形で、その四隅に一段高い角楼が突き出し、中央部からは更に高い楼閣状の礎石建物が顔を出

していたとみられよう。

時期区分について これまでの水落遺跡では礎石建物の時期をA期、その廃絶後の遺構をB期

―- 85 -―



とし、 B期 を重複関係か らB-1期 、 B-2期 に細分 している。いっぽう、石神遺跡の遺構 は

A期 (斉 明朝 )、 B期 (天武朝 )、 C期 (藤原宮期 )、 D期 (奈 良時代)に 大別 され、 A期 はさ

らに、東区画の井戸 S E 800か ら延びる暗渠の付け替えや建物の重複関係、造営方位 を根拠 に

細分されるが、 この大別 と細分は各調査区毎に微妙に異なり、調査地によってはA期以前の時

期が確認されたり、 A期 を 4小期に分けられる場合 もあり、頻繁で複雑な造替を繰 り返 してい

ると理解されている。石神遺跡の時期区分 と水落遺跡のそれとの具体的な対応関係については、

水落遺跡の中央を巡 って北へ延びる木樋暗渠 と石敷、建物の関係か ら、水落遺跡のA期 が石神

遺跡のA-3期 (第 12次 調査のAd期 )に対応すること、埋上の類似から水落遺跡 B-2期 が

石神遺跡 B期 に相当するとされる。 しか し、そもそも大垣で隔て られた石神遺跡 と水落遺跡が

常に同時に造替されるか否か も疑間のあるところで、個々の遺構を対応 させることは難 しい。

ここでは、今回の遺構の理解に必要な部分に限 って、遺構の方位を手がかりとした若干の検討

によって現時点での理解を示 し、将来の詳細な検討に備えたい。

A期 の遺構の造営方位が北接する石神遺跡のA-3期 の西の区画 と一致することは、重複関

係か らした対応関係 と矛盾 しない。 ところが、石神遺跡 と水落遺跡を分 ける大垣 S A 600と 石

神遺跡の東の区画が北で東 に40′ 程傾 く方位を もつのに対 して、西の区画はほぼ真北か西 ヘ

40′ 傾 く方位をもっている。すなわち、同 じA-3期 の遺構 といえども同 じ方位 にないのであ

る。 この東 と西の区画の関係については、第 7次調査では西の区画が東の区画よりも新 しく造

営された形跡のあることが報告されており、西の区画はA-3期 の新 しい段階につけ加え られ

たことが考え られ、方位の違いはその際に生 じたとみることができる。であれば、西区画の建

物方位 と一致する水落遺跡 A期 の造営は、石神遺跡のA-3期 の新 しい段階とみられ、掘込地

業で壊された南北石組溝 S D 3400に ついては石神遺跡のA-1期 か らA-3期 の古い段階の遺

構であることになる。南北石組溝の造営方位を検討すると、それは石神遺跡の南限の大垣 SA

600の 東半 とその南の東西棟建物 S B 530、 東区画の南 にある井戸 S E 800を 挟む 2棟 の掘立柱

建物などA-1期 にはじまる遺構と同 じく、北で東へ約 40′ 傾 く方位であり、南北石組溝 SD

3400は 石神遺跡のA-1期 に属 し、大垣で隔て られた石神遺跡の南にはそれらとともに造営 さ

れた遺構が存在すると考えておきたい。なお、水落遺跡の南限 と考えた東西塀 S A 2951こ つ い

ても同様の方位に復原することができる。

西へ約 1° 20′ 傾 く石列 S X 3390の 方位 は石神遺跡では見あたらないが、 この方位 は飛鳥寺

寺域西大垣の方位に近 く、その点からは飛鳥寺創建時以来の遺構である可能性をもつ ことにな

る。 しか し、飛鳥寺西門前の南北石組溝 S D 6685の ように、 7世紀後半の溝が寺域外郭線 に規

制されて西大垣 と同 じ方位につ くられる例 もあり、方位 は造営時期の決定要素 とはな り得ない

ことも明白である。それらは遺跡全体の変遷過程の中で理解すべきで、今回の石敷の方位 は、

飛鳥寺西に想定 される石敷広場の一郭を占めるとする理解には意味があろう。
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Fig 62 水落遺跡遺構配置復原図 (1/300 細線は2737m方眼、赤数字は 1尺 =0.3041mと した値)
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水路網 斜行石組溝 S D 3410は 前述のように掘込地業 と重複関係にあるものの、その造営 と一

連の遺構 と考えられる。石組溝は当時の石敷面などから復原される旧地表面の等高線の方向に

そって東北にのびるが、石神遺跡第 3次調査区では検出されず、第 1次調査の S D 3301ま A―

1期 の溝で規模 も異なることからこれにつながることはない。であれば斜行石組溝は礎石建物

の中心部に延びる 2本 の木樋 (木樋 A・ B)と 掘立柱建物 S B 280の 南側柱 に沿 う木樋 Gの 水

源である可能性がある。いま、石組溝の底面の高さ (海抜100.60m)を東北に延長 し、木樋A・

B・ Gの 東延長線 との交点でそれぞれの底の高さを比べると、いずれもほぼ同高にあり水位の

上からはそれらの導水路 として矛盾はない。また、 3本 の木樋の断面は幅、高さともに25cm未

満であり、木樋の断面積の総和は石組溝が満水であれば石組溝の断面積より小さく、 この石組

溝一本で充分供給できる。ただし、その接続 と供給時の調整にはなお特別の構造、装置が必要

であると思われ、そこには池などの貯水施設の存在が想定されよう。

なお、いま一本新たに発見された木樋暗渠 S D 3870に ついては、そのまま西へ延長す ると掘

込地業の西南隅の南をかすめる位置を通 る。礎石建物の中心部へのびる 2本の木樋の南約30m

の位置を並走するが、 この方向が地形的要因による一致である可能性 もあり、時期、機能、他

の木樋 との関係などは、飛鳥地域全体におよぶ複雑な水路網の中で検討する必要がある。

遺跡の南限と飛鳥寺西方との関係 調査当初、本調査区内には第 6次調査で検出した掘立柱塀

S A 295と それを壊 したB期 の東西溝 S D 260が 延びていると想定 した。 この S A 295は 南を調

査 していないことか ら建物の北側柱である可能性があるものの、掘込地業南縁に近接する位置

にあることか ら遺跡の南限と考えられた塀である。 しか し、今回の調査では両者 とも検出され

ず、遺跡東限の施設 もみえない。 したがって、塀 S A 295は 正方形区画を取 り囲むように配置

された遺跡の南限塀 とは考えられず、先述のように塀は南北石組溝 とともに石神遺跡のA-1

期に属す遺構である可能性がある。

今回の調査区を含めて、遺跡周辺のA期 の遺構は、石神遺跡の南限の大垣に近接する東西棟

建物 S B 530の ほかは、調査区の東方約50mの 大粒の石敷 (石 神遺跡南方の調査、『概報 13』 )

をはじめ、飛鳥寺の西大垣の西約 7mの 南北石組大清、その西の南北に延びる小石敷、大垣の

西約55mの 西側が一段低 くなった南北方向の石列 (飛鳥寺周辺 B調査地、『概報 11』)な ど、南

北方向の石敷・ 石組溝ばかりが確認されている。すなわち、それ らが北へ延びた場合、想定さ

れる水落遺跡の正方形区画の東端から飛鳥寺の西大垣までの間約78mの 大半は石敷で構成され、

水落遺跡は石敷の空間に突 き出したように位置するのである。完結性に富んだ配置を特徴とす

る遺跡はそれ自体 として区画されたものとも理解されるから、その外をさらに塀などの外郭施

設で区画されたかどうかについては意見のわかれるところである。水落遺跡の外郭施設につい

ての結論は、今後の調査の進展に委ねたい。
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山田道第 7次調査

(1994年 4月 ～ 5月 )

本調査 は、県道橿原神宮東 口停車場飛鳥線 の拡幅工事 の一環 として、小公園「 ポケ ッ トパー

ク」が設置 され ることとな り、その事前調査 と して行 った もので あ る。 今 回 の調査地 は雷丘

か ら東方 に約300mの 県道 (推 定 山 田道 )に 南接 す る水 田で、 山田道 第 1次調査Ⅳ区 の南 10

mの 位置 にあたる。 また当地 は藤原宮東 四坊大路 (推定中 ッ道)に 東接 し、所謂大藤原京 を想

定 した場合 には左京十二条五坊西南坪 にあたる場所である。

県道拡幅工事 に伴 う調査 は1988年 度以来続 け られている。山田道 に関 して は既に 6次に及び、

また昨年度か らは雷丘東方で も調査が行 われている。その うち第 1次調査で は、今回の調査区

以東で 6世紀末～ 7世紀前半 にか けての数期 にわたる掘立柱建物群を検 出 してお り、それ らが

山田道推定地 に及ぶ ことか ら山田道 の所在 についての疑問が提起 された (『概報 20』 )。 しか し

続 く第 2・ 3次調査では山田道 とは断定 で きない ものの、 7世紀末～ 8世紀前半 におよぶ東西

溝 S D 2540と これを北側溝 とす る道路 S F 2607を 検出 している。 また出土遺 物 か ら奈良時代 の

小治田宮が周辺 に存在 していた可能性 も指摘 された (『概報 21』 )。 第 5次 調 査 で は この東西溝

S D 2540が 雷丘裾部 まで達 している (S D 2800)こ とが確認 されて い る (『概報 23』 )。 しか し

第 6次調査で は今回同様 に県道 の南側 を調査 したが、東西溝 S D 2540に 対応す る道路 S F 2607

の南側溝 ほか、山田道 に関連す る遺構 は確認 されなか った (『概報 24』 )。 雷丘 東方 で行 われた

藤原宮第71-9・ 14次 調査では、小墾 田宮 との関連を指摘 された 7世紀前半 の遺構や 7世紀後

半か ら奈良時代 におよぶ建物群が山田道推定地を越えて確認 された ことか ら、山田道が従来 の

想定位置 にあ ったのか再度疑問視 され るよ うにな った (『概報 24』 )。

山田道第 1～ 6次 までの調査が南北幅が狭 い東西方向の発掘区であ ったのに対 して、今回は

南北 15.5m、 東西165mの 調査区を設定 す ることがで きた。 したが って S D 2540・ 2800に 対応 す

る道路 S F 2607の 南側溝が調査区内を通 ることが十分予想 された。本調査で は山田道関連遺構

7次 |

■ r・ |・

・
i丘東万遺跡

占
=｀… … ⅢⅢ …

第 1次       _

Fig 63 山田道第 7次調査位置図 (1:5000)
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の検出を主 な 目的 と し、 あわせて上記 のよ うな調査所見を踏 まえ、お もに 7世紀以降 の当地 に

おける土地利用状況 の把握 につ とめた。調査面積 は255だ である。

遺 構

基本層序 は上か ら耕土・ 床土・ 明黄灰色粘質土・ 茶灰色粘質土・ 赤褐色土・ 褐色砂・ 炭混灰

色粘質土 。暗灰色粘土 (弥 生時代包含層)・ 黄灰色粘質土 (地 山)で ある。調査区の西北隅 は

他の場所 よ りも地山が高 い。検出 した遺構 は、赤褐色土か ら掘 り込む もの (上層)と 炭混灰色

粘質土か ら掘 り込 む遺構 (下層)の 大 きく 2者がある。遺構検出はそれぞれ赤褐色土、炭混灰

色粘質土上面で行 った。

上層遺構 上層 は建物 3棟、塀 4条、溝 4条 の ほかに丼戸、土坑等がある。 遺構 は重 複 関係、

方位、 出土遺物等か ら少 な くともA～ Cの 3時期 に区分で きる。

A tt A期 は北で西 に約 4° 振れ る遺構である。主 な遺構 は建物 S B 3292、 塀 S A 3293・ 3294、

溝 S D 3295・ 3296が ある。

S B 3292は 調査区南端で検出 した東西 3間 の東西棟である。北側柱筋のみを検出 した。 柱 間

寸法 は2.Om等 間である。柱穴 には黄色 の山土が混入す る。

0                  5m

Fig 64 山田道第 7次調査遺構図 (1:150)
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S A 3298は 建物 S B 3292の 北 に4.6m隔 ててある東西塀である。 6間分を検 出 したが、 さ らに

西 に延 びると思われる。柱間寸法 は1.9m等 間である。

S A 3294は 塀 S A 3293の 東端で南 に折れ る南北塀である。 2間分を検出 した。 2間 目の柱穴

が建物 S B 3292の 東北隅の柱穴 と近接 していることか ら、 この塀 は 2間以上延 びない と思 われ

る。柱間寸法 は1.9m等間である。

S D 3295は 塀 S A 3293の 北の東西溝である。幅約 2.6m、 深 さ0.5mで 、やや蛇行す る。埋土中

には飛鳥 Ⅲまでの土器を含む。 この溝の下層北 よりに幅0.5m、 深 さ0.3mの 溝 S D 3296が あ る。

溝の両肩 はほぼ垂直に立 ち上が る。両溝の性格的な関係 は不明である。

B tt B期 はA期 の遺構を切 り、また次のC期 の遺構に切 られる遺構である。主な遺構は溝 S

D3297が ある。

S D 3297は A期 の建物 S B 3292の 北側柱筋 と重複する溝であり、明 らかに建物 より新 しい。

幅0.7m、 深さ0.3mで ある。

C tt C期 はB期 の溝を切 り、ほぼ方眼方位にのる遺構群である。主な遺構は建物 S B 3300・

3301、 塀 S A 3298・ 3299、 溝 S D 3302、 井戸 S E 3314、 土坑 S K 3315な どがある。

S B 3800は 調査区南方で検出した総柱の建物である。東西 2間、南北 2間 を検出したが、 さ

らに南に延びる南北棟であろうと思われる。最 も南側の柱筋がB期 の溝 S D 3297と 重複 し、溝

を切る。柱間寸法は2.Om等間である。 1本柱根が残る。

S B 3301は 建物 S B 3300の 西の建物である。東側の柱筋 2間分のみを検出した。柱間寸法 は

1.9mで あるが、建物全体の規模は不明。溝 S D 3297と 重複 し、溝を切る。

S A 3298は 建物 S B 3300の 北に 4m隔 ててある東西塀である。 4間分を検出 したが、 さらに

東に延びると思われる。柱間寸法は2.Om等間である。最 も東の柱穴が下層の塀 S A 3287と 重複

し、塀 S A 3287よ り新 しい。 1本柱根が残 る。

S A 3299は 塀 S A 3298の 西端から南に折れ、建物 S B 3300の 西北隅にとりつ く南北塀である。

柱間 は 2間 で、2.Om等間である。

S D 3302は 塀 S A 3298の 北の東西溝である。幅1.4m、

深 さ0.45mで ある。 下層 の建物 S B 3290、 塀 S A 3291

と重複 し、両者を切 る。堆積土内か ら飛鳥Ⅳまでの土

器が出土 した。

S E 3314は 建物 S B 3301の 北 の井戸 で あ る。下方 が

素掘 りで上部を石で囲 う。素掘 りの部分では直径約 1

m、 深 さ0.5mで あ る。 堆積土 を分析 したが、 トイ レ

遺構である可能性 は低 い。下層の建物 S B 3290、 溝 S

D3295と 重複 し、両者を切 る。
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S K 3315は S B 3300の 西の土器埋納土坑である。溝 S D 3313と 重複 す るが、 中 。近世 の耕作

溝 によ り重複部分を削平 されていたために切合 い関係 は不明。土坑内に飛鳥Ⅳの時期の上師器

の甕が直立 した状態で埋設 されていた。内部か らは土師器皿 1点が落下 した状態で発見 されて

いる。

下層遺構 下層の遺構 は炭混灰色粘質土か ら掘 り込む ものである。検出 した主 な遺構 は南北大

溝 S D 3281、 南北塀 S A 3287・ 3291、 建物 S B 3290で ある。

S D 3281は 発掘区の中心 を南北 に走 る幅 6m以上、深 さ07m以上 の南北大溝である。堆積土

は粗 い砂や粘上 の互層であ り、水量が豊富であった ことが うかがえる。弥生時代中期か ら飛鳥

Iま での土器が出土 した。

S A 3287は S D 3281の 東の塀である。一部 S D 3281と 重複 し、 S D 3281の 堆積土 を切 る。 ま

た上層 の塀 S A 3298に 切 られる。 5間分 を検出 したが、 さらに南北 に延 びていたと思われ る。

柱間寸法 は2.35m等間で、北で西 に約 5° 振れる。埋土 には黄色 の山上が入 る。

S A 3291は 南北大溝 S D 3281の 西の南北塀である。 4間分を検出 した。柱間寸法 は1.8m等 間

で、北で西 にわずかに振れる。柱穴が S D 3281と 上層の S D 3296と 重複 し、 S D 3281の 堆積土

を切 り、 S D 3296に 切 られる。

S B 3290は 南北塀 S A 3291の 西の建物である。東の柱筋 2間 を検出 した。柱間寸法 は2.4m等

間である。おそ らく東西棟であろう。 S A 3291と 同 じく北で西 にやや振れ る。

遺 物

遺物 としては土器・ 瓦・ 木製品が出土 した。

土器 には弥生土器、須恵器、土師器 の他 に韓式上器、東国系内黒土師器が 1点ずつある。瓦

は飛鳥寺同氾の垂木先瓦小片 1点である。木製品では南北大溝 S D 3281か ら鍬 と下駄 の一部 と

思われる製品が出土 した。鍬 は柄 と鍬身 とが装着 したままの状態で出土 した。鍬身 はいわゆる

ナス ビ形 の叉鍬で、柄 は反柄である。

まとめ

まず各期の時期 について簡単 に述べ、当地 における土地利用の変遷を記す。

Fig 67 鍬出土状況Fig 66 S D3281出土鍬 (1:8)



下層 の南北大溝 S D 3281か ら出上 した最 も新 しい土器 は飛鳥 Iの 段階の ものであ り、大溝 の

下限を 7世紀初頭 とす ることがで きる。 この溝 が埋 ま った段階で南北塀 S A 3287や 建物 SB

3290。 南北塀 S A 3291が 建て られ る。南北塀 S A 3287と 建物 S B 3290。 南北塀 S A 3291と は、

振れの違 いか ら時期差が読み取れるが、両者の前後関係 は不明である。 その後 7世紀中頃にこ

の付近 を褐色 の微砂が覆 う。 この褐色砂 は人工的な整地層ではな く、 自然堆積 によるものと思

われる。 7世紀後半 に入 り、その上を赤褐色上で整地 して、 A期 (飛鳥 Ⅲ)か ら下限を飛鳥Ⅳ

の時期 とす るC期 まで当地を生活空間 として利用す る。藤原宮期 には当地 は利用 されない。

以下今回の調査成果を簡単 にまとめてお く。

① 南北大溝 S D 3281が 埋 まった 7世紀初頭以降、 7世紀後半 までの間に当地 は宅地化 される。

最低 4回 の建物 の建替 え、およびそれに伴 って溝の付 け替えなどが行われたことが復原できる。

周辺の調査成果 ともあわせ、 これ ら 7世紀代 の遺構の性格 を積極的に検討 す る必要 があろ う。

なお当地 に於て藤原宮期以降の遺構・ 遺物を検出で きなか った ことは、藤原京、および大藤原

京の範囲等を検討す る上で重要である。

② 近年雷丘東方 に所在 した可能性が指摘 されている奈良時代 の小治田宮関連の遺構 は、今回

の調査地か らは検 出で きなか った。 また当地以東を調査 した第 1次調査で も大土坑 S K 2335以

外同期の遺構 は確認 されていない。小治田宮が雷丘東方 に所在 していたとして も宮域 は当調査

地 までは及んでいない可能性が高 い。

③ 今回検 出 した東西溝 S D 3295、 S D 3302か ら出上 した最 も新 しい遺物 は 7世紀後半 の もの

であ り、両者の溝 はこの時期 には埋 まったと考え られる。 したが って 7世紀末～ 8世紀前半の

上器を含 む S D 2540、 S D 2800と は対応 しない。つまり藤原宮 の時期 には存在 して いた と考 え

られる山田道 の側溝 とは考え難 い。今回の調査結果か らも、山田道 は当初の推定線上 には存在

しない可能性が高 くな った。 ただ しそれよりも古 い道路 の南側溝であった可能性 もあ り、両溝

に伴 う建物が溝 よりも南で検出されているとい う事実 とも合わせ今後検討 していく必要がある。

④ 土器埋納土坑 S K 3315出 上の上師器甕 は明 らかに人為的に埋設 された ものである。 甕 内 に

あるものを埋納 した後 に皿で蓋を して埋 め られたことが容易 に復原で きるが、内部か ら皿以外

の遺物 は発見 されてお らず、性格 を把握す るには至 らない。近年同様の遺構が大阪を中心 にい

くつか検出されてお り、今後 その機能 を明 らかに してい く必要がある。

③ 遺物で は、 ナスビ形 の叉鍬 と反柄 とのセ ッ ト関係を明 らかにす ることがで きた。今 まで両

者が一対である可能性 は指摘 されてはいたが、実際に装着状態で出上 した例 はなか った。農具

の変遷等 を考えてい く上で重要な資料であろう。 ただ し鍬が出土 した S D 3281の 堆積土中には、

弥生時代中期か ら7世 紀初頭 までの遺物が含 まれてお り、共伴遺物 か ら鍬 の年代 を決 め ること

は難 しい。
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3 甘橿丘東麓 の調査

A 第71-12次調査

(1994生Fl ゲ])

本調査 は国営公園整備 の一環 として、東の麓か ら頂上 に登 る一般登山者向けの登山道を設置

す る計画があ り、 これに伴 う事前調査 として実施 した。調査区は登山道の予定地 に沿 って、頂

上付近か ら登 り口まで、 1区か ら8区 までの 8箇所 に設定 した。 8調査区の合計面積 は73だ で

ある。各調査区の位置、形状 は下図の通 りである。

いずれの発掘区 も層序 は基本的には同 じで、表面 の腐食土 の下 に、黄灰色土、暗緑色土があ

る。その堆積層の厚 さにはば らつ きがあるが、各発掘区 ともに顕著な遺構および遺物 は見出さ

れなか った。

餘 f次＼■こ電

鶏
滞ヽ
に壁）彰

蒻

Fig 68 第71-12,75-2次調査位置図 (1:4000)
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B 第75-2次調査

(1994年 5月 ～ 6月 )

本調査 は、飛鳥国営公園整備事業の一環 として、甘橿丘東麓 に一般登山者向けの駐車場建設

計画があ り、その事前調査 として実施 した ものである。調査地 は奈良県高市郡明 日香村大字川

原字極楽寺 に所在す る。

前年度、1993年 12月 に試掘調査をお こない (第 71-11次 調査『概報 24』 )、 その成果をうけて、

今年度本調査 を実施 した。 6箇所の小規模な試掘調査 の結果、旧地形 と埋没谷のおおよその状

況を把握 し、谷の中央部 に相当す る箇所 に 6世紀末か ら 9世紀初頭 ごろまでの遺物を含む包含

層が形成 されていること、 また試掘坑 2区 において遺構の存在す る可能性が指摘 された。 この

ため、本調査では、谷 の中央部分 を中心 に、南北両崖がかか り谷筋 に対 して直交 す るよ うに、

南北30m、 東西 12mの 調査区を設定 した。 5月 9日 に機械掘削を始 め、 6月 30日 に現地調査 を

終了 した。調査面積 は約360だ である。

甘橿丘 は、海抜 145,6m、 比高差50mの 花南岩 の残丘であ り、その直下を飛鳥川が丘 の東麓 に

沿 って北西へ と流れ る。調査地 は、 この丘の東南麓 に刻 まれた小支谷 の うちのひとつで、その

谷の出口にあたる。調査区西方の谷頭部分 は緩やかな平坦地 にな ってお り、柑橘果樹林 として

利用 されている。調査地 は、果樹林以前 の棚 田の形状 をいか して雛壇状 に造成 されてお り、そ

のため調査区の西辺 と東辺では地表面で約 1.6mの 比高差 が あ る。 谷 口にあた る調査地 か らの

視界 は東北方向に開 け、約500m先 に飛鳥寺を望む ことがで きる (Fig.60)。

調査区内の基本層序 は、上層か ら表土、柑橘果樹林造成時の客土、耕作土 とな り、調査区の

南北両隅で は地表下 1.4mほ どで、地山である黄褐色の風化 の進 んだ岩盤 に達 す る。 さ らに、

一段低 くなった調査区の東半 および谷の中央部では、平安時代か ら鎌倉時代 までの遺物を含む

灰褐色砂質土が厚 く堆積す る。 この灰褐色砂質土 の下の整地層上面 においてく 7世紀後葉 の遺

構を検出 した。

遺構および遺物包含層

今回の調査で検出 した遺構および遺物包含層 は、切 り土埋立て整地層 2面、土石流 による埋

没層 1面、焼土層 1面、石組溝 1条、素掘 り溝、土坑などである。 これ らの時期 は大 きく、平

安時代か ら鎌倉時代、 7世紀後葉、 7世紀中葉の 3時期 に分れ る。

平安時代か ら鎌倉時代 遺物包含層である灰褐色砂質土層、および多数 の素掘 り溝、小土坑が

ある。 これ らの包含層・ 遺構か らは、土師器、須恵器、瓦などのほかに黒色土器、瓦器、灰釉

陶器などが出土 した。

7世紀後葉 土石流 によると考え られ る埋没層を間に挟み、前後 2時期 にわたる切 り上埋立て

整地層 とこの整地層 にともな う清がある。下層 の切 り上埋立て整地層 S X 030は 、丘 の岩盤 を

切 り崩 した黄褐色粘質土 による埋立て整地層で、調査区のほぼ全面 にわた り谷の中央部分 を埋
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立てている。 この整地層 の上面では 2条 の溝を検 出 した。 S D 0321ま 、調査 区 の ほぼ中央 で検

出 した東西溝である。長 さ約 9m分 を検出 した。幅 1.5～ 2m、 深 さ30～ 40om。 抜 き取 りの痕跡

などは確認 されなか ったが、北岸で塊石が遺存 している箇所があ り、 S D 033と 同様 に石組溝

であった可能性 も考え られ る。埋土か らは飛鳥Ⅳの段階の上器が多量 に出上 した。 このなかに

Fig.69 第75-2次調査遺構図 (1:200)

は漆の付着 した須恵器 の

壷が数点含 まれる。 SD

033は 、 上 層 の埋 立 て整

地層 S X 031の 下 で確認

した石組溝で、調査 区の

東壁 に一部かか っていた

ことか り、その周囲 に断

ち割 り調査をお こない検

出 した。 SD032に ほぼ平

行 す る東 西溝 で、 幅 0.8

～ lm、 側石 3石分約 1.4

mを 検出 した。側石、底

石 ともに長 さ40～ 60cmの

塊石を用 いてお り、側石

は内側に面を揃えている。

これより上流の部分 は土

石流 S X 036に よ り破 壊

されたものと考え られる。

整地 層 S X 030お よび

これにともな う遺構 をお

おい、かつ破壊す る状況

で土石流 によると思 われ

る埋没層 S X 036が あ る。

調査区西辺中央か ら、 東

隅 にか けて幅約 7.5mで

東流す る。埋土 はグライ

化 した青灰色粘土を主体

とし、多量の粗粒砂 を含

む。地下水の影響 を受 け
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ているため含水率が きわめ

て高 く、非常 に しま りがわ

るい。層中には、長 さ40～

60cm程 の塊石や多量の上器、

木材などを含む。切 り上埋

立 て整地層 S X 0311よ 、 調

査区北東部 において認 め ら

れた埋立て整地層で、東壁・

北壁および断ち割 り調査 に

よる層位的な確認 によれば

(Fig.70)、 土石流 S X 036に

よる谷の埋没後、その下流

部分 に対 して、 S X 030同

様 に地山を切 り上 して埋立

て、整地をおこなっている。

黄褐色粘質土を主体 とし、

厚 さ20～ 40cmの 互層状 をな
Fig 70 第75-2次調査 調査区北隅断割図 (1:150)

す。 S D 034は 、調査区北半で S X03と の上面において検出した東西溝である。長 さ約 4m分 を

検出した。埋土中か らは、飛鳥Ⅳ・ Vの 段階の土器が多量に出上 している。

7世紀中葉 排水溝掘削の過程で、北壁および西壁の地山上面に焼土層の存在が認められたた

め、その性格 と広がりを確認する目的で、調査区北隅にかかる谷壁斜面部分について、さらに

周辺部を拡張 し、埋没層および埋立て整地層の掘 り下げをおこなった (Fig,70)。 その結果、

この焼土層 S X 037は 、地山である岩盤上面に谷壁斜面の全面にわたって、 これをおお うよう

に遺存 していることを確認 した。斜面上では、焼土 。焼け壁土・ 炭化木材・ 土器片が地山起源

の黄褐色を呈する風化土 とともに包含層を形成 しており、その厚さは 2 cmか ら厚いところで20

cmに 及ぶ。 この堆積は現地表下約 4mの谷底部分にまで達するが、谷底部では土壌がグライ化

しており炭化木材に加えて多量の草木灰および土器片を含む青灰色砂質土 となる。斜面上の焼

土層 と青灰色砂質土層間で土器片が接合することから、 これらは一連の堆積 と考えられる。焼

土層中の土器は飛鳥 Iの新 しい段階に相当する。

遺 物

上層の遺物包含層である灰褐色砂質土、 S X 036、 S D 032、 S D 034、 S X 037を 中心 に、土

師器・ 須恵器を主体 とする多量の土器類、瓦、木製品、石製品、金属製品が出土 した。 7世紀

後葉の遺物の中には、漆や赤色顔料の付着 した土器、針描 き土器、陶硯 (円 面硯 )、 滑石製勾

SX031
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,1

o                10cm

Fig 71 焼土層S X037出 土土器実測図 (1)土師器 (1:4)

玉などがある。 7世紀中葉の焼土層 S X 037か らは、包含層を形成する焼土、炭化木材、革木

灰に混 じって、多量の土師器、須恵器、焼け壁土、焼け焦げた建築部材などが出土 した。また、

S X 036か らは、縄文時代の所産と思われる磨製石斧 も出土 している。

ここでは、焼土層 S X 037中 に含まれていた土師器・ 須恵器 について簡単 に紹介す る (Fig.

71・ 72)。 ところで、焼土層 S X 037と 切 り土埋立て整地層 との間には、無遺物の花商岩風化砂

層があり、さらにこの砂層の下では、地山起源の褐色土・ 岩片を含み酸化鉄の沈着により硬化

した厚さ 4 cmほ どの橙褐色砂質土層が、焼土層をおおっていた。また、焼土層中の上器は細片
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Fig 72 焼土層 S X037出 土土器実測図 (2)須恵器 (1:4)

化 したものが多いが接合率が高 く、型式学的にも大きな幅がみ られない。 したがって、廃棄の

同時性が認められ、焼土層中の上器群は、良好な一括資料 として扱 うことができる。

土師器には、杯A(19)・ C(1～ 6,14～ 17)。 G(7～ 12)・ H(13)、 椀 (18)、 高杯 C

(20～ 23)・ G(24)、 大型鉢 (25,26)、 皿、甕などがある。杯類では、杯 C・ Gが多量にある。

杯 Cは、外面を幅 2 mmほ どの ミガキで横方向に底部まで磨 き込むもので、内面の暗文 も同様に

工具幅が広 く施文方向も不安定であり、従来知 られていた杯 Cと は、調整技術のうえでややあ

りかたを異にする。径高指数 は28～ 40前後である。杯 Gは 、日縁部および体部内面にのみ横ナ

デを施 し、外面下半は無調整のもので、粘土紐の痕跡とともにひび割れ状の敷を残すことから、

Ⅵ
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成形 に型 を使用 した可能性 も考え られ る。杯 C・ Gと もに口径7.8cm～ 8.6 cm、 9.6 cm～ 10.l omの

小型 の ものが多量 にあ り (1～ 12)、 それぞれ きわめて高 い規格性 を もつ。 木箱 に破片 を敷 き

詰 めると前者が2.5箱 、後者が3箱 とな り、 Gの ほうがひと回 り大 きい ことを考慮 す る必要 が あ

るが、やや多 い。 これ らに対 し、 口縁 が直立 し外面下半を削 る杯 Hは、 ごくわずか しかみ られ

ない。多量 にある小型 の供膳形態 に比べて甕 などの煮沸形態 は非常 に乏 しく、偏 りのある器種

組成 とな っている。

須恵器 では、杯 H(27～ 37)・ G(38～ 50)、 高杯 (55～ 59)、 蓋 (51～ 54,60)、 長頸壷 (61)、

提瓶、甕 などがある。杯 Hは、蓋 口径 10.8cm～ 13.lcm、 底部外面 はヘ ラキ リ未調整 の ものが多

い。杯 Hに は、東海地方産 の可能性 のあるもの も含 まれ る (33)。 杯 Gは 、身の口径9.4cm～ 11.2

cmで 、底部 にはいずれ も回転 ヘ ラケズ リを加 えている。杯 G蓋 は、つ まみの形状 によりい くつ

かのまとま りがみ られ る。すなわち、頂部 が緩やかにまるく付根 のすばま りのあまいもの (38

～40)、 宝珠形 の もの (41～ 43)、 扁平 で頂部 の窪む もの (44)で ある。胎土・ かえ りの形状 な

どの特徴 もこれに対応す る。杯 Hと Gと は、 ほぼ等量で Gの ほうがやや多 い。低脚 の高杯 (55,

56)と その蓋 (51～ 54)で は、蓋 の外面、杯部の底部外面 に同様 の「 V」 字状 のヘ ラ記号 が施

されてお り、両者 の組み合わせを知 ることがで きる。長脚の高杯は、二段二方透 しである (59)。

これ らの上器群 は、その特徴か ら飛鳥 Iの なかで も新 しい時期の所産 と考え られ る。 この時

期 の土器群 については、すでに、川原寺下層 S D02(『 概報』 10)→ 山田寺下層 S D 619お よび

整地土 (『概報』20)→飛鳥池灰緑色粘砂層 (『概報』22)→坂田寺 S G 100(『概報 』 3:飛 鳥

Ⅱ)と い う序列が提示 されている。土師器杯 Cの径高指数、須恵器杯 H・ Gの 蓋 。身 の回径を

ひ とつの目安 として この序列 に照 し合せてみ ると、山田寺南門前面 の整地上下 で検 出 した溝 S

D619お よび整地土出上の上器群 にちか く、飛鳥池灰緑色粘砂層 出土土器 よ りもや や古 い とい

う位置づ けをあたえることがで きる。山田寺 の整地 の時期 については、『上宮聖徳 法王帝説裏

書』 に641年 (舒 明 13年 )と 伝え られてお り、 この記述 に従 えば、本土器 群 の年代 も 7世紀第

二 四半期末頃に求 めることが可能であろ う。

ところで、土師器では、器種・ 法量 の違 いを こえて、胎土・ 器形・ 製作技術 の特徴を共有す

るい くつかのまとまりに分 けることがで きる。すなわち、① :杯 C(1～ 6,14～ 16)、 ② :

杯 A(19)、 杯 C(17)、 椀 (18)、 高杯 C(20,21)、 大型鉢 (26)、 ③ :杯 G(7～ 12)、 高杯

C(22,23)、 大型鉢 (25)、 ④ :杯 H(13)な どである。杯 C・ G・ Hの 構成比 に着 目す ると、

本土器群では、 C・ Gが 多量 にあ りHは わずかである。 これに対 して飛鳥池で は、杯 C・ Hに

比べて Gの 少ないことが報告 されてお り、両者 は対照的なあ りかたをみせ る。 同様 に、他 の遺

跡 で知 られているような杯 Hと 同系の技術 による高杯・ 鉢なども、 この遺跡 で はみ られない。

ごく狭 い地域 のなかにおいて、 このよ うな複数の技術基盤 による土器群がみ られ、遺跡 によ っ

てその構成比 に相違のあることについて は、遺跡差・ 時間差 。または遺構 (資 料)の 性格の違
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いなど様々な要因が考えられる。同時期の資料について比較検討をすすめ実態の把握に努める

必要があろう。さらに、個々の器種のなかにあっても、杯 Cに みられた調整手法の差異や、口

唇部形態の特徴などにもとづいた細分が可能であり (例 えば、杯 Gは 、 (7),(8,11,12),

(9,10)と いった細分ができる。杯 Gの 細分については、『藤原京右京七条一坊西南坪発掘調

査報告』において試みられている)、 ひとつひとつの製作単位のありかたを知 るうえでの手が

かりとなろう。

まとめ

① 甘橿丘に対する本格的な発掘調査は、1977年 に実施 した西北麓の平吉遺跡の調査 に次 いで

2回 日であり (Fig.68・ 『概報 8』 )、 東南麓においても 7世紀代を中心 とする土地利用の状況

の一端が明 らかになった。

②  7世紀後葉から藤原宮期にかけての時期に、 2度 にわたり丘を切 り土 して、大規模な埋立

て作業をおこなっていることが判明 した。 この埋立てによって、旧地形が改変をうけ、 S X 036

にみられるように、本来西→東方向の谷筋であったものか ら、現在のように東南方向に開口す

るように変化 したものと推定される。 このことは、下層の埋立て整地層 S X 0301こ ともなうS

D032お よび S D 033の 方向と、上層の埋立て整地層 S X 031に ともな うS D 034の 方向の違いに

も反映されている。また、多量の遺物のありかたか ら、調査区西方の平坦地、 もしくは南・ 北

方の尾根の付近に何 らかの施設が営まれていたものと推定される。

③  7世紀中葉の焼土層は、検出状況や包含層の内容、また土師器の中には二次的な加熱をう

けて灰白色に変色 したものも見 られることなどから推定 して、調査区北方の尾根上に存在 した

建物の焼失に伴 う灰塵の投棄、 もしくは流れ込みにより形成されたものと考えられる。上面は、

自然堆積層により完全におおわれているため、これらの遺物は単一時期の所産であり、土器研

究の面か らも良好な資料 といえる。

④  7世紀代の甘橿丘についての史料は乏 しく、その状況を窺い知ることは難 しいが、『 日本

書紀』には、皇極 3年 (644年 )、 「冬十一月に、蘇我大臣蝦夷・ 兒入鹿臣、家を甘儒岡に雙べ

起つ。大臣の家を呼びて、上の宮門と日ふ。入鹿が家をば、谷の宮門と口ふ。男女を呼びて王

子 と口おゝ。家の外に城柵を作 り、門の傍に兵庫を作る。」 との記載がある。 さらに、翌皇極 4

年 (645年 )の “乙巳の変"に 際 しては、「蘇我蝦夷等、誅されむとして、悉に天皇記 。国記・

珍賓を焼 く。」 とする。今回の調査では、 これらの記述 と対応する遺構などの直接的な資料 は

出土 していないが、焼土層 S X 037の ありかた、および土器の年代観は、『 日本書紀』の記述 と

重ね合わせて考えることのできる材料を提示することとなった。
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4 川原寺の調査

A 川原寺1993-2次調査

(1993年 12月 ～1994年 2月 )

本調査は、史跡川原寺の史跡指定地の南を通る県道多武峰見瀬線の歩道改修と電柱撤去など

周辺整備工事による現状変更に伴 う事前調査である。調査地点 (Fig.78)と 調査面積、そして

工事内容は次の通りである。

I区 :南門南方。 I-1区 :4.2だ、 1-2区 :2.5だ 。(電灯線埋設工事)

Ⅱ-2区 :8だ、Ⅱ-3区 :8だ。(歩道改修工事)

2区 :4.7だ、Ⅲ-3区 5.3だ。(明 日香村公共下水道)

Ⅱ区 :南門・南面大垣。Ⅱ-1区 :38.4Hf、

Ⅲ区 :寺域南西部。Ⅲ-1区 :6.8だ、Ⅲ―

Ⅳ区 :南面大垣。10だ。(電灯線埋設工事)

これ らの調査 によって、川原寺南門 と南面大垣 について新 たな知見を うることがで きた。

I区

I-1区 で は現、地表下 lmで、 まば らなバ ラス敷 きを検 出 した。バ ラス敷 きには少量の瓦

片が混 じる。

I-2区 は I-1区 の西、 2mを隔てる。 I-1区 同様、 地表下 0。 9mで 瓦片 を含 む まば ら

なバ ラス敷 きを確認 した。バ ラス敷 きの下 は花南岩 の岩盤であった。

潜

『
州
族

軽
‐柳鋼

・Ⅲ・２区

古

川原寺1993-2次調査遺構図 (1



Ⅱ区

史跡指定地南辺 に隣接す る県道北側 の歩道上 に、南門 と南面大垣の確認を目的 として 3箇所

の調査区を設 けた。

Ⅱ-1区  Ⅱ-1区 は南門の確認を目的 とす る調査区である。川原寺南門については、すでに

1925年 に内務省 による小範囲の調査があ り、 さらに1957～ 58年 の奈良国立文化財研究所 を主体

とす る調査 によって基壇 および基壇縁 の玉石列 と移動 した礎石 2個、南 にのびる石敷 きの参道

などが確認 されている。今回 はこれ ら旧調査区を一部含みなが ら、南門の西南部 について調査

を行 った。調査 の結果、南門の基壇、礎石抜 き取 り穴、南雨落溝、南面大垣 と南門か ら南 に延

びる参道の一部などを確認 した。

調査区の層序 は、現道路および旧県道 の盛 り上 (40～ 50cm)、 水 田耕土・ 床土 (10～ 20 cm)、

茶褐色土層 (20cm)、 褐色 ない し明灰色砂層 (10cm)な どがあ り、その下層で遺構を検出 したが、

調査区内北半 の旧県道部分 とその南側の旧水 田部分では堆積土 の状況 にかな り違 いが あ った。

最終的な遺構検出面 は調査区東端で現地表面か ら深 さ70cm、 西端で深 さ95cmで あった。

南門 基壇南辺 と西辺 の玉石列を確認 した。基壇南辺 の玉石列 は1957年 の調査ですで に確認 さ

れた ものを再度発掘 した。人頭大程度かそれよりやや大 きめの石を並べた もので、並べ方 はや

や粗雑である。一部ず り落ちかけた石 もある。西辺の玉石列 も同様だが、 なかに嬉の断片が混

じっている。 この辱は一辺36cm(1尺 2寸 )、 厚 さ12cm(4寸 )あ る大型 の矩形導 で あ る。 西

辺の玉石列 は北へ約 3m延 びて西 に折れ由がる。

南門の基壇上では、礎石抜 き取 り穴 3個 と瓦敷 きを検出 した。礎石抜 き取 り穴 は南側柱礎石

の西側 2個 と西妻柱礎石 1個である。西南隅の抜 き取 り穴が直径約 3m、 ほか は直径約 2mあ

る。西妻柱礎石抜 き取 りは遺構検出面か ら深 さ35cmあ り、その底面 に花南岩礎石および根石 の

表面が付着 して残っ

ていた。 さらにそ

の下層 に礎石据 え

付 け掘形 の埋土 を

認 めた。

瓦敷 きは基壇 の

南辺、特 に南側柱

中央間にあた る部

分を中心 に認 め ら

れ、基壇南辺 の玉

石列 によ くな じん

でいる。軒丸瓦713
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|

Y=-16.525

|

X=-169,900

|

Fig 74 川原寺南門遺構図 (Ⅱ -1区 )
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型式 (Fig.75-3,平 安時代後期 )を は じめ、奈良 。平安時代 の瓦を含む。

南門の基壇築成 は、基底の花南岩岩盤をある程度平坦 に した上 に灰青色砂質土層を厚 さ40cm

ほど盛 り、 これをベースに基壇 を築成す る。基壇 の掘 り込み地業 は基壇 の全体 にはお よばず、

棟通 り筋 に幅2.6m以上 の地業をお こな う。 この掘 り込 み地業 は岩盤 を さ らに30cm掘 り込 む。

基壇 の南辺では掘 り込み地業 は部分的で、中央間のあた りは整地上上 に直接基壇土 を版築 し、

黄褐色土の基壇土 は厚 さ 5 cmほ ど しか残 らない。瓦敷 きとこの基壇土 との間には黄褐色土混 じ

りの灰色粘土層があるが、 これは本来 の基壇上で はないであろう。

南門基壇南辺 には雨落溝があ り、基壇南辺 の玉石列が北側石 となる。南側 は素掘 りだが、石

敷 き参道を横切 る部分で は南側 に も側石を立てる。 この側石 は大型で、石敷 き参道の北縁石を

兼ねる。雨落溝 は調査区の東端で幅約 60cm、 深 さ25cmあ る。西端 は浅 く細 くな って途切れ る。

埋土 は 3層 あ り中層 には多量の炭粒を含む。瓦、土器のほか金銅製嬰るが出土 した。土器 は10

世紀前半代 までの年代である。

基壇西側で は鍵の手 に折れ曲がる玉石列 に沿 ってまが る幅 1.5mほ どの素掘 りの溝 が あ る。

撹乱が著 しいが、上層の灰色砂層、下層 の灰色粘土層 ともに大量の瓦が堆積 していた。

南面大垣 築地塀の南面大垣 を検出 した。築地本体 は削平 されていたが、築地葛石列 と掘 り込

み地業を確認 した。葛石列 は川原石のほかに瓦や埓が混 じる。 葛石列 の東端約 0,6mは 南門基

壇上 に くいこんでお り、それに接 して一辺40cmほ どの柱掘形がある。築地 の添柱であろう。 こ

の柱掘形 の北 1.2m、 さらにその西 1.2mに も直径30cmほ どの柱穴がある。 これ らは南門脇 の潜 り

戸 に関連す る可能性がある。掘 り込み地業 は南縁だけを確認 した。 葛石南辺 か らさ らに1.3m

広が り、幅2,7m以上、現状での深 さは06mで ある。

石敷 き参道 南門の南 には石敷 きの参道がある。今回 は南門南雨落満の南側石を兼 る北縁石 と

その南側 の石敷 き 1石分を検出 したにとどまる。

Ⅱ-2・ 3区  Ⅱ-2区 はⅡ-1区 西辺か ら17mを 隔て、 Ⅱ-3区 はⅡ-2区 のさらに17m西

にある。 ともに南面大垣 の確認 を目的 とした。現地表か ら0.9～ lmで南面大垣築地基底部 とそ

の南側 に石組みの東西溝を確認 した。築地 は幅1.3mな い し1.6mを 確認 したが、 北辺 は調査 区

外 にあるため築地基底部の幅 は明 らかにで きなか った。 Ⅱ-3区 では築地 の南の縁 に沿 って平

瓦片を10枚 ほどな らべた瓦列がある。築地掘 り込み地業 の南縁 は、石組み溝 を こえて さらに南

にある。石組みの東西溝 は側石の内法で幅50～ 60cm、 深 さ30cm。 底石 はない。

Ⅲ区

明 日香村公共下水道の縦坑予定地 3カ 所を調査 した。縦坑予定地 は、県道多武峯見瀬線 の道

路面 にあ り、県道 とそれか ら川原集落へ北進す る道路 との交差点 (Ⅲ -1・ 2区 )、 そ してそ

れか ら約50m西 (Ⅲ -3区 )で 3つ の調査区を設定 した。

Ⅲ-1区  道路 アスファル ト面か ら1.05mの 深 さに灰色粘質土層 の包含層があ り、 その下層、
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地表から1,2mの 深さに淡緑灰色砂質上の整地土層がある。 この上面で遺構を検出した。

遺構は南北溝 1条である。西の岸のみ検出した。溝は幅1.8m以 上、深 さ0.5m。 少量の瓦や

土器、木片が出土 した。

Ⅲ-2区 Ⅲ-1区の西1.5mを 隔てる。層序はⅢ-1区 と同 じ。整地上層の上面で遺構を検

出した。遺構は東西溝 1条 などである。 この溝は幅 0。9m以上、深 さ15 cmほ どで、東 ほど削平

を受け浅 くなる。元来はⅢ-1区で確認 した南北溝 と接続 していたものと推測される。少量の

瓦と土器が出土 した。

なお、Ⅲ-1・ 2区で確認 した整地土層は花南岩岩盤に直接のっており、ごく少量の瓦を含む。

Ⅲ-3区 地表か ら深さ0,9～ lmま では道路の盛 り土があり、その下で花南岩岩盤が現れた。

この岩盤は調査区の中程で東に向かって急激に落ち込む。落ち込みの肩はほぼ東北―西南方向

にのびる。落ち込みの埋土は植物質を含む細かい粘土層である。少量の瓦が出土 した。

Ⅳ区

Ⅲ-1・ 2区 の北に長さ12mほ どの調査区を設けた。道路面か ら0.5～ 0,6mは 盛 り上 と水田

耕上があり、その下に褐灰色粘土層などの包含層がある。遺構はその下層、明黄褐色砂質土層

の上面で検出した。主な遺構は、南面大垣の北雨落ち溝と思われる東西溝である。 この溝は両

岸に花南岩川原石を立てた石組み溝で、側石の内法で幅約 1.5mあ る。瓦 と土器が出上 した。

土器は10世 紀代。雨落ち溝の南側には南面大垣の築地本体が想定されるが、 この部分はすでに

最近の水道管埋設工事によって完全に破壊されていた。

遺 物

大量の瓦のほか、嬉仏、土器、金属器などが出土 した。

軒瓦は面違い鋸歯紋縁複弁八弁蓮華紋軒丸瓦 (Fig.75-1,川原寺601型式)と 四重弧紋軒平

瓦 (Fig.75-2)、 つまり川原寺式軒瓦が最 も多 く出上 した。 I-1区 か らの出上が多 く、南

0               10cm

学
,2

Fig 75 出土軒瓦・嬉仏 (1:4)
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♀                 5,m

Fig 76 金銅製嬰路 (112)

門の所用瓦を この組み合わせ と考えてよいだろう。そのほか、

平安時代の軒瓦が少量 ある。丸瓦 は1810点・ 290.5kg、 平瓦 は

7128点・ 1577.2kgが 出上 した。

埓仏 は方形三尊埓仏の断片が 1点 出土 した (Fig。75-4)。

従来か ら川原寺で出土す るもの と同抱である。火中 している。

■-1区 か ら出土 した。

土器 は、土師器、須恵器、黒色土器、 白磁、青磁、 などがある。

金属器 は、金銅製嬰る (Fig.76)の ほか、宋銭 (「 元祐通宝」 ;1086年 初鋳 )、 鉄釘 な ど。 金

銅製嬰る は、薄 い金銅板を菱形 に切 り抜 いた もので、周囲 に複弁の蓮華紋 を蹴 り彫 りす る。上

端 に孔 のあいた小 さな突起があ り、 ほかの二つの角には垂飾を下げる孔があくと思われる。Ⅱ―

1区 の南門南雨落溝か ら出土 した。

まとめ

今回の調査 は、 いずれ も面積 は小 さか った ものの、 これまで調査の少 なか った川原寺の南限

部分 について新 たな知見を提供 した。

まず、南門 については1957年 の調査で検出 した基壇南辺 と西辺 の玉石列 を再確認 した。『ナ||

原寺発掘調査報告』 (以下、『ナII原 報告』)で は、 この玉石列が南門の基壇土 とよ くな じむ こと、

南雨落溝 に落 ち込んだ瓦 に も新 しい ものが認 め られないことなどを根拠 に して、 この玉石列を

当初の もの と考えた。 しか し、今回の調査で、南雨落溝か ら出土 した土器 は10世 紀 に降 るもの

であることがわか り、 さらに玉石列の中に埓の転用品を含む こと、玉石列裏込 め土 に瓦片が含

まれ ることなどか ら、 この玉石列を創建当初 の もの とは断定 しがたい。玉石列 の仕事が劣 るこ

とや南門基壇上 の瓦敷 きが平安時代 に下 ることなどか らも、検出 した玉石列 は少 な くとも後世

の手が入 っていることは間違 いない。 したが って、 この玉石列 の方向か ら、南門が伽藍中軸線

に対 して若干振れている (1° 33′ 西偏)と みた『川原報告』 の見解 につ いて も、再考 の余地 が

あろう。

南面大垣 はⅡ-1区 とⅡ-3区 で検出 した瓦石列 あるいは瓦列 を築地塀の葛石列 と考えると、

その方向は国上方眼 とほぼ一致す る。南門 とのとりつ き位置ではこの葛石列が南門基壇 に入 り

込んでいる。葛石列 の東端 には小型 の柱穴がある。 この柱穴 の北 1.3mの ところにも柱穴があっ

て、位置か らす るとふたつの柱穴 は一対 の ものと考え られ る。後者 の柱穴を築地心 とみると築

地基底幅 は2.4m(8尺 )前後 と推測 され る。 この場合、『ナ|1原報告』が推定 したよ うに南 門の

建物が振れを もっているとす ると、南門の西妻柱位置が築地心 よ り南 にずれ ることとな り、む

しろ建物 は伽藍方位 に正 しくのっているとみたほうが築地塀 との関係か らは理解 しやすい。 た

だ、南面大垣 の築地 については北辺 を検出 していないので、詳細 は今後の調査 に期待す るとこ

ろが大 きい。
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B 川原寺 1993-3次調査
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Fig 77 川原寺1998-3次調査遺構図 (1:20)
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5 橘寺の調査 (橘寺1993-1次 )

川原寺か ら橘寺 にいたる参道脇の電柱立て替え と、道路敷 きへの電灯線

の埋設工事 に伴 う調査である。橘寺 の北門にかかる部分 について発掘調査

を実施 した。調査区 は幅0.6m、 長 さ6.8m、 面積 4.1だ である。

調査区の東半分 は現道路擁壁工事 によってほとんど破壊 されてお り、遺

構を検 出で きたのは西側 の幅0.3m部分 に限 られた。現道路 の アス フ ァル ト

面の下 には厚 さ0.3mの 盛土層、その下 に旧水田耕土・ 床土 が あ り、さ らに

褐色粘土層 と褐色砂層が堆積す る。 この二つの上層 には室町時代 までの瓦

平瓦 1点、鬼瓦 1点である。軒平瓦 (Fig.80,1)は 、先端が三つ又

に分かれた特徴的な唐草紋で、東大寺や京都・栢杜遺跡 (Fig.80,2)、

尊勝寺跡などと同紋である。 この型式の軒平瓦は、12世 紀末～ 13世紀

初めにかけて東大寺再建を推進 した重源、さらには大仏様建築 との強

い関連が指摘されている。橘寺では建仁三年 (1203)に 塔の再建 に着

手 したことが記録にあり、伽藍地ではこの頃の瓦窯が見つかっている。

13世 紀に進められた橘寺の再興の状況を知る上で興味深い瓦 といえよ

う。

(1994全F l

|

月～ 2月 )

一 -169945

京都・栢杜遺跡出土

軒平瓦 (211:8)

土層上面には東西方向の素掘 り溝があり、その底面で掘立柱柱穴 1個 を確  ~
Fig 79橘 寺1993-1次調査

認 した。掘形に焼け上を含み、柱抜 き取 り穴をともなう (Fig。 79)。 遺構図 (1:100)

さて、橘寺北門は1957年 ～1958年 にその西半分が発掘調査され、小さな花南岩 自然石を礎石

に用いた、桁行 3間、梁行 2間 の八脚門が確認された。基壇規模は東西10.4m× 南北7.5m、 柱

間は桁行中央間が3.3m(11尺 )、 脇間と梁行が2.lm(7尺 )で ある。 この門は鎌倉時代 に建立

され、永正年間の橘寺焼亡時に焼失 したと推定されている。門には基底幅 5尺の築地塀がとり

つ く。さらに、この鎌倉時代の門の下層で、東西10.6m× 南北8,2mと 推定されるより規模の大

きい基壇が確認され、 これが創建の北門と考えられた。柱位置は再建門と同 じらしい。

今回の調査で確認 した黄褐色粘土層は橘寺北門の基壇土 と推測される。『ナ|1原 寺発掘調査報

告』では、橘寺北門の南北心 と川原寺南門の南北心 との距離を164.55尺 (49.86m)と する。今

年度再発掘 した川原寺南門との距離を測ると、今回の調査区は橘寺北門の東辺ほぼ中央に位置

することとなるが、調査区が狭いため基壇幅など詳細は明 らかにできなかった。

遺物は、瓦、須恵器、土師器、火舎などが出土 した。軒瓦は鎌倉時代の巴紋軒丸瓦 2点、軒

く:           電

Fig.80 出土軒平瓦 (1,1:り
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6 山田寺第 9次 (寺域東南隅)調査

(1994年 11月 ～12月 )

山田寺跡については、1976年以来、 8次 にわたり、塔・ 金堂・ 回廊 。講堂・ 宝蔵などの伽藍

主要部、および南門・ 東西南面の大垣など寺域の確認調査を行 ってきた。 これらの調査成果を

受け、特別史跡の追加指定・ 土地公有化事業が進められたが、それによって史跡整備の必要性

が高まってきた。今回の調査は、これから着手される整備事業の実施設計にあたり、 これまで

未解明であった寺域東南隅部の状況を知るために実施 したものである。

寺域の東辺については、第 4次調査 (1982年 )と 第 8次調査 (1990年 )に おいて、東面大垣

とそれに伴 う石組溝などを確認 し、南辺については、第 7次調査 (1989年 )で南門とそれにと

りつ く南面の大垣、およびその前面を流れる東西溝などを確認 している。 これ らの調査成果か

らすると、寺域東南隅の平面位置は予測できるものの、東へ急激に標高を増す現在の地形が寺

域本来の地形なのか、後の崩壊土の堆積によるものか速断できなかった。このようなことから、

今回の調査は寺域東南隅の位置と地形、および大垣の構造 と変遷の解明を目的としている。

調査地周辺の地形は、東か ら西へ下がる雛壇状の水田地帯で、一条の小川がほぼ真西に向かっ

て流れている。想定される寺域東南隅の位置は、ちょうどこの小川によって分断されてお り、

直接 コーナー部分を検出することが困難と思われるので、若干北へず らした位置に発掘区を設

定 した。また、東側からの崩壊土が厚 く堆積 している可能性があり、安全勾配を考慮 した結果、

最終的に遺構を確認 した範囲は、東西 7m・ 南北10mの 約70ぜ である。

遺 構

発掘区の基本的な層序 は、表土 (厚 さ20

cm)、 床土 (10cm)、 暗茶褐色土 (20cm)の

下 に、丘陵側か らの崩壊流出上である微砂

と粘土 と粗砂 の互層 が地表下 2.0～ 2.2mま

で何層 も繰 り返 して堆積 してお り、その下

で古代 の瓦片や土器片を含む黒灰色粘質土

となる。 この黒灰色粘質土層 は70～ 90cnの

厚 さを持 ち、その下面で瓦列を伴 う土塁状

の遺構 S X 535を 検出 した。 なお、 S X 535

の両側 にも流水や崩壊 によって もた らされ

た粘土 と砂 の層が交互 に堆積 してお り、 そ

の中には大垣が倒壊 した際の建築材や落下

瓦を含む層 もある。 それ らの下面、す なわ
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ち地表下3.8mで 花南岩 の岩盤か らなる地山層 となる。

調査 によって検出 した主たる遺構 には、東面大垣 S A 500と その東 を流 れ る 2条 の南北溝 S

D530・ S D 531、 および瓦列を伴 う土塁状の遺構 S X 535が ある。

東面大垣 S A 500は 、第 4次調査の所見か ら、東西 1.8m、 南北 1.4m、 深 さ1,7m前 後 の柱掘形

を持つ掘立柱塀で、柱間寸法 は2.4mで あることが判明 して い る。 このため今回 の調査 で は、

上層 の土塁状遺構を保存す るため一箇所でのみ柱穴を確認 した。その結果、東西14m、 南北 1.3

m、 深 さ2,lmの 柱掘形 を検 出 し、 さ らに柱掘形底面か ら浮 いた位置で礎板 を確認 した。 この

礎板 は、長 さ93.5cm、 幅 22.5cm、 厚 さ13cmの 桧材で、 ほぼ中心 に貫通 しない柄穴 (直 径7.5cm)が

あ り、それを中心 に直径約20cmほ どの柱の圧痕が しるされていた。礎板が掘形底面か ら70cmほ

ど浮 いた位置に存在す ることは、第 4次調査で確認 された偏平 な自然石や第 7次調査 の瓦詰 め

などとも共通 してお り、掘立柱塀が創建当初 の ものではな く、ある時期 に改修 された ことを示

している。 なお、東面大垣 S A 500は 、花南岩の地山岩盤を削 り残 して作 った高 ま りの上 に砂

質土 と粘質土を積み上 げて造 った幅約 2mの基壇を伴 っていた。 この基壇 の東側 には、屋瓦や

垂木などの建築部材が散乱 してお り、その様子か ら一本柱塀であった東面大垣 の上部 には瓦が

葺かれていた こと、 その大垣塀が東側 に倒壊 していることなどが判明 した。

東面大垣の東で 2条 の南北溝を確認 した。西寄 りにある南北溝 S D 530は 、 東面大垣心 か ら

東3.65mに 西肩を持 つ幅 1.2m以 上、 深 さ

0.4mの 素掘 り溝である。 また南北溝 SD

531は、 S D 530の 東半 に重複 して掘 られ

た幅09m、 深 さ0.3mの 素掘 り溝 で あ る。

この 2条 の南北溝 は、すでに第 4次 調査

で検出されてお り、今回はその南延長部

を確認 したことになる。 しか し第 4次調

査で検 出 した溝 S D 531は 、 石組 を伴 う

溝であったが、今回検出 した部分で は石

組みはおろか、その抜 き取 りの痕跡 す ら

確認す ることがで きなか った。調査 した

範囲が狭 いこともあ り、あるいは別 の清

の可能性 も残 るが、 溝 S D 530と の先後

関係 も共通す るため、上記 のように理解

してお く。

瓦列 を伴 う土塁状遺構 S X 535は 、 東

面大垣 S A 500の 倒壊後、 落下瓦 や倒壊

Y=-15294
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Fig 82 山田寺第 9次調査遺構図 (1:100)
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した建築部材 などを埋 め込むように整地 した上 に、大垣 の基壇 を も包み込むように盛 り上 げた

土塁状の高 まり遺構で、下端幅約 3m、 上端幅 1.2m、 高 さ約 70cmの 規模 を もつ。 盛土 には、

瓦を交えなが ら粘質土や砂質土を交互 に積み上 げてお り、現存す る最上部 には1.2mの 間隔で南

北 に走 る 2列 の瓦列が残 っていた。 なお、落下瓦などを埋 め込んだ整地土 中か ら「延喜通費」

が出土 している。

遺 物

調査 によって瓦類、土器、金属製品、建築部材、石製品、銭貨 などが出上 した。 これ らは整

理途中であ り、 ここで は主要 な ものについて触れてお く。

瓦類 には、軒丸瓦 5点 (山 田寺式 Ci2点 <以下括弧内「点」省略>・ D:3)、 軒平瓦 38

点 (重 弧文 A:2・ B:10C C:6・ D:2・ E:1)、 垂木先瓦 7点 (A:1、 B:2、 D:

4)、 鴎尾片 1点 のほか、破片を含む大量の丸瓦 と平瓦がある。 ここでは出土状態 か らみて、

東面大垣 の一本柱塀 の倒壊 によって、そ こか ら落下 したと判断で きる完形 あるいは完形 に近 い

丸瓦 と平瓦を中心 に述べ る (Fig,83)。 このような丸瓦 は 8本 あ り、 すべて粘土板巻 き作 りで

ある。行基式 は 3本 で、凸面 に縦位縄叩 き目

を施す (全長40cm前 後 )。 玉縁式 は 5本 で、

うち凸面 に斜格子叩 き目を施す もの (筒 部長

31cm前後)が 4本で、縦位縄叩 き目を施 す も

の (筒 部長34cm)が 1本 あ り、後者 の凹面 の

布 目痕 は粗 い。完形かそれに近 い平瓦 は54枚

ある。粘土板桶巻 き作 りの平瓦 は33枚 で、 凸

面 に斜格子叩 き目を施す。 これ らの うち全長

が41cm前後 の ものが26枚 で、 36cm前 後 の もの

が7枚 ある。 一枚作 りの平瓦 は21枚 あ り、 凸

面 に縦位縄叩 き目を施す。 うち凹面の布 目痕

が密な ものが20枚 で、粗 いものが 1枚 あ り、

前者 は全長 39cm前後 の もの (13枚 )と 34cm前

後の もの (7枚 )に 細分 される。以上か ら、

東面大垣の一本柱塀 には当初、石川麻 呂～天

武朝の造営期 に作 られた凸面斜格子叩 き目の

玉縁式丸瓦 と平瓦を中心 に葺 き、奈良時代以

降の塀 の改作や修理 の際に、凸面縄叩 き目の

丸瓦 と平瓦を補足 した ことが判 る。 さらに布

目痕が粗 い丸・ 平瓦があるので、10世 紀 頃 に Fig 83 S A500所用瓦出土状況図 (1:50)
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も若干 の瓦を補足 したといえる。落下丸瓦 は平瓦 に比べて非常 に少 な く、 軒平瓦 も4枚 と少 な

く、軒丸瓦 に至 ってはみつか っていないが、落下瓦のなかには若干であれ軒平瓦 があ るので、

この塀 には本来軒瓦 も葺 いていたのだろう。平瓦凹面 に残 る重 な りの痕か ら判 る葺足 (16～ 20

cm)と 後述の垂木の残長か ら、 この塀 には軒丸 。平瓦各 1枚 と丸瓦 2本、平瓦 3枚 を葺 いてい

たと推定 される。その後長 い年月のなかで、瓦 はつぎつぎ落下 し、片づけられ、平瓦主体になっ

たのである。

出土 した建築部材 は垂木、斗、棟木である。垂木 は発掘区北端か ら 2本 出上 し、現存直径 は

約 8 cn、 長 さは66cmと 118cmで ある。端部を柄 につ くり、納部分 に円い穴 をあけ、 短 い方 の材

では柄 の足元 を斜 めに切 ってお り、垂木の拝み部分 と考えて間違 いない。斗 は敷面部分を残す

のみで、斗繰、斗面部分 は完全 には残 さない。平面形 は約30cmの 方形で、東回廊 出上 の巻斗 の

寸法 にほぼ等 しい。棟木材 は断面 円形で上面 にほば一定間隔で はつ った痕跡があ り、垂木を納

めるための簡略な仕事 と思われる。 ただ し、 はつ りは前後揃わずにずれてお り、垂木 は前後ず

れて掛か ることにな り、前出の垂木 とセ ッ トとす るには疑問を残す。

石製品には蓮弁を削 り出 した砂岩片があ り、灯篭 の一部か と考え られ る。 また銭貨 は、貞観

永費 (初 鋳870年 )2点 、延喜通費 (初鋳907年 )1点 が出土 した。

まとめ

今回の調査の主 な目的である寺域東南隅の解明については、東面大垣一本柱塀 の柱穴、およ

びその倒壊後 につ くられた瓦列を伴 う土塁状高 まり遺構 を確認す ることによ って達成 で きた。

調査で検出 した柱穴 は、第 7次調査で確認 した南門および南面大垣 の成果か ら、寺域東南隅か

ら北 3間 目の ものと推定で きる。 また今回調査地 の基盤面 の高 さを回廊東南隅のそれ と比べ る

と、今回の方が約 lm低 い。 これは第 4次調査で も確認 されているように、創建時 の整地 が、

回廊か ら南北溝 S D 530へ むけ東 に傾斜を もたせて行われたことを示 して い る。 しか し、 東面

大垣塀が低 い基壇 の上 に建て られている事実が今回判明 したか ら、回廊 と大垣間の雨水などは

東面大垣 の西裾 に沿 って南へ排水 されていたことになる。大垣 の東 にある南北溝 S D 530・ 531

の主 たる役 目は、斜面上方か らの水 を境内地 に入れないことにあるのだろう。

東面大垣が創建後間 もな くに建替え られた ことは、すでに第 4・ 7次調査 で判 明 して いた。

今回大垣塀が倒壊 した状況で発掘で きたことにより、それが瓦葺 きであること、瓦の差 し替え

補修を何度か受 けていたこと、それの倒壊 した年代が10世 紀前半頃であることが判明 した。 そ

して大垣倒壊後 に、それ らの廃材を埋 め込むように整地 した上 に大垣 と同 じ位置に土塁状の高

ま り積み上 げたこと、それが再 び東か らの崩壊土 によって埋没 して しまった ことなどがたどれ

たのである。おそ らくこの東か らの崩壊土 は、東回廊を倒壊 させた もの と同 じ可能性 が あ り、

もしそ うであるな ら、土塁状高 まりは構築後 まもない10世 紀末頃に、寺域東辺 の諸施設 ともに

廃絶 したことになる。 さらに今後の検討を待 ちたい。
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PL.1 第76次調査区全景 (北東から,人列はS A1216・ 7000)

PL.2 第75-6次調査区 (下層)全景 (北から)



PL.3 第75-7次調査井戸S E 8350(南 東から)

PL 4 第75-12次 調査区全景 (西から)



PL.5 第74次調査中区 (東から:人列は手前が S A245、 後方がS A230)

PL.6 第74次調査桝状遺構 S X215(北 から)



PL.7 第75次調査西区 (下層)建物S B350 0ヒ から)

PL.8 第71-13次 調査 (雷丘北方遺跡第 4次)2・ 3区全景 (東から)



ふ瀬議かざ織韓:す二

PL.9 第75-3次調査 (雷丘東方遺跡)

北区S X3333(北から)

PL.10 第75-10次 調査区全景 (南から)

PL.■ 第75-■次調査区全景 (南から)



PL.12 本薬師寺1993-3次調査東塔基壇周囲 (南西から)

PL.13 水落遺跡第 7次調査区全景 (西北から)



PL.14 山田道第 7次調査区全景 (東から)

PL.15 第75-2次調査区全景 (北から)



隷 :

F

PL.16 川原寺1993-2次調査Ⅱ-1区全景 (西から)

PL。 17 山田寺第 9次調査区全景 (西北から)
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